























アルビオンの夜の女王




―青薔薇姫と幻影の悪魔―











著者　木村千世

イラスト　こうじま奈月















電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















　　目次



序　　曲　片翼の女王のためのエチュード

第一楽章　ホワイト・ラプソディ

第二楽章　今宵、夜のアリアが響く園で

第三楽章　禁じられた子守歌

第四楽章　双頭の悪魔に捧ぐレクイエム

終　　曲　白と黒のロマンス

あとがき









































[image: ]










　その夜はロンディニウムに突然の霧きりが降りていた。

『霧きりの王おう都と』とも呼ばれるほどの場所だから、煮こんだ豆スープのように濃こい霧もめずらしくはないのだが、その夜の霧に、セシアは今までに経験したことのない不思議な感覚を抱いだいた。

　自分の運命を大きく動かす何かが、この霧の向こうで待っているような……。

　──誰かが、わたしを待っているような。

　そんな予感を。

　昼でも治ち安あんのよろしくない東街区の、狭せまく暗い路地を一人きりで、しかも着慣れない修道服で変装して歩いているから、こんな、まさかというような妄もう想そうが浮かぶのだろうか？　それともこの冷気のせいだろうか。

「──集中しろ、セシア＝エルフィナス。もうすぐなのよ」

　純白を基調に、マリア・ブルーと呼ばれる深い青の縁ふち取どりがなされたベールの陰で、セシアはひそかに自分の頰ほおを叩たたいた。背後に迫ってきている不気味な気配の主ぬしに、こちらも相手に気づいていることを覚さとられないよう、小さく呟つぶやきながら。

　やがてセシアは足を止めた。

　……というより、止めるしかなかった。

　確かに教会の裏門へとつながるスウィフト・レーン通りを歩いていたはずだったのに、目の前に突然、石の壁かべが立ちはだかったからだ。

　──来た。彼が、やっと動きだした。

　強い緊張で喉のどが渇かわくような感覚を覚えたセシアの背後で、けたたましい笑い声が響ひびく。

「くけけけけけ……行き止まりになっちまったぜ？　どうするどうする、新しん米まいシスター！」

　セシアはゆっくりと身体からだを反転させた。

　粗そ末まつな服装の男が、少し離れた場所に立っていた。一見どこにでもいるロンディニウム市民のようだ。

　しかし彼のいかつい輪りん郭かくは、セシアが見つめる先で唐とう突とつにぐにゃりとゆがんだかと思ったら、みるみるうちに人間ではありえないおぞましい変へん貌ぼうを始めた。

　口がざくりと耳の上まで裂さけ、肌はだはしみが広がるように黒ずみ、左右のこめかみからは山や羊ぎに似たねじれた角つのが押し出される。目の色はヘドロが溜たまったように暗く、ひしゃげた顔には深々と皺しわが寄り──。

　悪魔。──そう呼ばれるにふさわしい奇き怪かいな姿になったところで、彼の変身は完了した。

　銀の十字架を握ったまま悲鳴すら上げないセシアを、怯おびえきって身を硬くしていると勘違いしてくれたらしく、彼は──異い形ぎようの悪魔は舌なめずりせんばかりの調子で続けた。

「ちぃっとおとなしくしてろや？　そしたら、おまえさんも少しは気持ちよく、魂たましいを──」

「──……いいえ」

　セシアは硬い声でさえぎった。ここからだ。絶対に逃がしては駄だ目めだ。ぬかりなくやれ。

「覚悟が必要なのは、わたしではなく、あなたの方です。悪魔ズレネル」

「──!?」

　教えたはずのない名を呼ばれて狼ろう狽ばいする相手を見み据すえ、セシアはどうしても胸の底で暴れそうになる悪魔への恐怖心を必死に押し殺して告げた。

「シスター・アネットの左のこめかみ。シスター・カレンの右の第二肋ろつ骨こつ。シスター・サンドラの額ひたいの中心。シスター・ダイアナの心臓の真下。シスター・ナナの胃の入り口。──以上五名の誓せい願がん修道女に刻印を穿うがち、彼女たちの魂を奪わんとした罪により、あなたを討とう伐ばつさせていただきます」

　一気に言い放ち、セシアは十字架を右手に握ったまま左手だけで、顔と、目立つ銀髪を厳げん重じゆうに隠していたベールを引き剝がす。これで視界を邪魔するものはなくなった。

「いと高きエクレシアの神と、青あおき薔ば薇ら十じゆう字じの名の下もとに」

「き──貴様ッ!!」

　セシアの意志の強そうなラピスラズリの瞳を見る前に、聖なる言の葉を聞く前に。

　悪魔は彼女の正体が、彼がかねてから狙いをつけていたうぶな修道女ではないことを悟って戦せん慄りつした。

「──『聖母マリアよ、救いたまえ』」

　その言葉が合図だったかのように、セシアが両手で握り直した十字架が、自ら輝きながら形を変えていく。瞬まばたきひとつ終える前に、それは優美なフォルムの拳銃になった。

　銃口を向けられた悪魔が、セシアを睨んで憎にく々にくしげに吼ほえる。

「くそったれ……貴様があの、エルフィナス王家の走そう狗く──新しいアルビオンの『夜よるの女じよ王おう』だったのか!!　畜ちく生しよう、この俺がこんなところでッ」

「！　──動かないでッ！」

　鋭するどい声。銃声が闇やみと霧にこだまして、ただの鉛なまり弾だまでは掠かすり傷さえつかないはずの悪魔の胸むな板いたの中心がはじける。続く光景は、魔術を知らない人間が見たら目を疑うようなものだった。

　悪魔の銃じゆう創そうから飛び散ったのは彼の黒い血ではなく、闇の中でも仄ほの白じろく輝く羽根。まるで羽う毛もうの詰められた枕まくらでも撃ち抜いたかのように、何百何千もの羽根が夜霧にはらはらと舞う。

　悪魔の濁にごった目がセシアを見た。セシアも、自分に襲いかかろうとした体勢のまま凍こおりついている悪魔を見た。恐怖の下に強い使命感を燃やした瞳で。目の前の悪夢じみた光景から目を背そむけないよう、全身にありったけの力をこめて。

　……るぉおおおああああああああああああああッ!!

　一瞬の静せい寂じやくを吹き飛ばす、嵐の如ごとき咆ほう哮こう。それが悪魔ズレネルの断だん末まつ魔まだった。

　セシアは神しん妙みような顔で、自分の聖なる魔術で浄化された結果、悪魔の肉体がほどけて羽根に変じてゆくのを最後まで見守った。

　悪魔は人間には計はかり知れない力を持つから、完全に息絶えるまで油断できない、というのが目線を外はずさない理由のひとつだ。──もうひとつはセシアの気持ちの問題である。

　作戦開始からずっと、表情をまるで初うい陣じんに出た少年騎士のように厳しく硬質な気配で張り詰めさせていたセシアは、そこでようやく息をつけたのだが。

「無事に済んだようですね、セシア」

「……ッ！」

　その瞬間に背後から声をかけられたものだから、つい、肩をびくつかせてしまった。

　驚かせないでよ、という気持ちをこめて、少し強い調子で声の主を呼ぶ。

「ルーシャス！」

「そう。僕ですよ、我が姫マイ・プリンセス。誰だれだと思ったんですか？」

　霧の向こうから悪びれない雰囲気で姿を現したのは、輝く月に喩たとえたくなる金髪と美しさを持つ青年だ。ただしその右目は漆しつ黒こくの眼がん帯たいで覆おおわれていて、同じく黒と銀のコートともども、どことなく不吉なものも感じさせる。

　しかしルーシャスと付き合いの長いセシアは、臆おくすることなく言葉を返した。

「もう……わざと気配を殺してきたでしょう？　心臓に悪いわ」

「それは失礼。セシアの戦いを邪魔しないよう、静かに見守っていたつもりだったんですよ」

　懸命に恐怖を殺しながら戦っていたことがばれて、心配をかけるのは厭いやだったから、セシアはどうにか微苦笑を作って問い返す。

「見守ってくれたのは、まあ、嬉うれしいけど──……いつから見てたの？」

　なにげない問いかけのはずだったが、なぜかルーシャスは無意味に愛想のいい笑みを浮かべるだけで答えようとはしなかった。

「隣の通りに向かっていたズレネルの相棒の悪魔なら、ちゃんと消滅させましたよ。ご心配なく。──それよりも、怪け我がをしましたね？」

　微妙に話をそらしながら近づいてきたルーシャスの目が、セシアの左手に向けられる。

　それで思い出した。

　先刻、捨て身になった悪魔ズレネルにつかみかかられそうになった時、彼のナイフのように鋭い爪つめの先が、セシアの手の甲こうをわずかに掠めていたことを。

　ルーシャスの瞳に物欲しそうな色がちらついているのを見つけて、セシアは警戒した。

「掠り傷よ、ルーシャス。そんなに血も出てないから、あなたにふさいでもらう必要は──」

「そう露ろ骨こつに身構えられると、少し悲しいな。ですが今宵こよいは上じよう弦げんの月。僕にはあなたの傷にキスをする理由がありますよ？」

「……忘れてたわ。霧で月が見えなかったから」

　この金髪の吸血鬼に、〝契約〟に従って血を与える日だということを。

　そっけなく背後に引っこめようとした手を、乗り気でない顔でだがセシアが素直に差し出し直すと、ルーシャスはたちまち満足げな微笑みを浮かべた。油断していたら気絶するまで吸われたことが過去にあったから、セシアは厳しい顔で念押しすることを忘れない。

「吸いすぎないでよ？　この前の時はちょっと眩暈めまいがして困ったんだから」

「おや。感じたのは眩暈だけですか？　本当はそうじゃないくせに」

「──ルーシャス」

　真ま面じ目めなセシアを色めいた冗じよう談だんでおちょくるのは、この吸血鬼の悪い癖くせだ。

「心臓に杭くいを突き立てたい、という目をしないでくださいよ、セシア。せっかくの綺き麗れいな顔がもったいない」

「冗談はもういいわ。するなら……早く済ませて」

　セシアがむっつりとして促うながすと、ルーシャスは賢さかしい猫を思わせる左目を光らせながらその場に跪ひざまずいた。

　そしてまるで騎士が姫君に忠誠を誓ちかう時のように、セシアの手の甲に口づける。

　……次にこの吸血鬼がすることを考えると、セシアはいつも、どんな顔をしていればいいのかわからなくなる。
















　何度経験しても慣れない。この、吸血されるという行為だけは。

　悩ましげに眉み間けんを狭せばめたセシアの視線の先で、ルーシャスの水のようになめらかで冷たい唇がゆっくりと手の甲をすべり、真新しい傷へとたどりつく。彼の唇と、それよりも少し熱い舌先が、セシアの生乾きの傷口をしつこいほど丁寧になぶる。最後に軽く牙きばを立てられた。

「……ッ……」

　じわじわと腕をはいのぼってくるのは、甘く心地よいしびれ。生まれるのは、もっと強く咬まれたい、人間ではない者の持つ底知れぬ力を肌で感じたいという気持ち。心を操られている気がするのに不思議と不快ではない、まるで夢の中を彷徨さまよっているかのような感覚だ。

　セシアはそれをいつも通り、じっと息を詰めてこらえた。与えられるその禁断の感覚に酔ってしまってはいけないことだと、本能的に察しているから。

　気をそらすために考えたのは、さっきの不思議な予感のことだ。

　自分の運命を大きく動かすひとが、この霧の向こうで待っているような、あの。

　──あれって、ルーシャスのことだったのかしら？

　違う。気がした。

　根拠なんてないが、セシアの直感だ。

　とはいっても静寂を取り戻したスウィフト・レーン通り周辺に、セシアと彼女の吸血鬼以外の気配は特に感じられない。

　そもそも今日の悪魔討伐のために、この地域は特別な──セシアたちがどんなに暴れても住人たちには気づかれないという魔術の結界で守られているはずだから、見知らぬ誰かが入りこむことなんてありえないのだ。

　──いるはずない。誰にも出逢うはずはないのよ、セシア。

　そう理性で割り切ろうとしても、不思議な予感はセシアの胸の片隅に残っていた。

　その予感が当たっていたことを知る日まで、ずっと。
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「お嬢様。よい報しらせと悪い報せがございますが、どちらから先にお伝えいたしましょうか」

　ローズグレイ・ハウスの一切を取り仕切る執しつ事じクレオヴィスは、今け朝さはそんなふうに切り出して、セシアの手を止めた。

　焼きたてのパンにブルーベリーのジャム、完かん璧ぺきな形とゆで具合のポーチド・エッグ、ガラスの器うつわに美しく盛られたカクテル・フルーツという素敵な朝食を供してくれた執事は、このこぢんまりとした屋敷にはふさわしい、親しみやすいがなれなれしくはない雰ふん囲い気きのある男性だ。

　清せい潔けつな黒髪に、曇くもりひとつない眼鏡めがね。手入れの行き届いた黒い服。

　金髪の吸血鬼のそれとは違いとても誠実そうな微笑ほほえみを口元にたたえ、若い女主人の返答を待ってくれている。

　それは執事として満点がもらえる姿なのだとは思うが、自分の倍近い歳だろうクレオヴィスにまだ慣れていないセシアにしてみれば、ちょっとした緊張を強しいられる場面でもあった。ルーシャスなんかは、ほとんど兄か弟みたいなものだからいいのだけれど……。

　彼をあまり待たせないよう、それとせっかくの食後の紅茶が冷めてしまわないよう、早く答えないと。

　よい報せと悪い報せ。美お味いしい物とまずい物なら、セシアはまずい物を先に我が慢まんして食べてしまう性格だ。その方が前向きになれる気がするから。

「悪い報せには心当たりが山ほどあるので、そちらからお願いします、クレオヴィスさん」

「かしこまりました。では」

　と、クレオヴィスがどこからともなく取り出したのは数枚綴つづりの紙だ。

　さっそく厭いやな予感がして、セシアは身構えるが。

「昨夜の任務で生じた被害額の報告を」

　……さらりと言われたのが予想外の内容だったせいで、あえなく紅茶にむせた。

「!?　被害って──待ってください、わたしとルーシャスは何も壊したりしなかったはずですけど……あ、まさか」

「お察しのとおり、お嬢様と吸血鬼殿は完璧だったのですが、残るお二人の方が、昨晩は少々力みすぎてしまったようです」

「アルカイン……センレッド……」

　やってくれたわね。『残るお二人』の名を呟いて、セシアは盛せい大だいにため息をついた。

　彼らはセシアやルーシャスとは別行動で、悪魔ズレネルの一味が潜せん伏ぷくしているという修道院の裏の廃はい屋おくを叩たたいてもらった仲間の騎士だ。アルカインとセンレッド。そういえば二人とも、今朝からなぜか姿が見えない。

　──さては逃げたわね……怒られると思って。

　二人とも、見つけ次第、膝ひざ詰づめ説教の刑に処さねば。引きつるこめかみを揉もみながら、やんちゃすぎる弟を持った姉の心境でセシアはそう決める。

「聖シェイクスピア修道院のステンドグラスが三枚全損、うち一枚はとんでもなく歴史的価値があるもの。コーヒーハウス一軒と民家五軒が骨組みまで倒とう壊かい。街灯六基を破は損そん。デフォー・レーン通りの石いし畳だたみにも、少なからぬ損そん傷しようがあるそうです」

「また派手な……〈ファウスト〉はなんて言ってました？」

　セシアは歯の痛みをこらえているかのような苦い表情で、あまり聞きたくはないが主人の義務なので仕方なく訊たずねた。

　クレオヴィスはさっきからずっと変わらない、執事らしく落ち着いたトーンで答える。

「すべて魔術による修復は可能だそうです。が、ステンドグラスには少々手間がかかるため、復ふく元げん作業をする間、修道院の方々には他の場所で生活と奉ほう仕し活動をしていただかなくてはなりません。そこで残念ながら、予算外の出費が」

「……お詫わびの寄き進しんと合わせたら、どのくらいになりそうですか？」

「十万ウィラルになります、お嬢様」

「…………ご、ごめんなさい。絶対にまた赤字ですよね、それ」

　銀の計けい算さん尺じやくで素早く計算してみせた執事に、セシアはどんよりとうなだれた。

　また予算オーバーだ。クレオヴィスには〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉から割り当てられた予算をやりくりする苦労をかけ通しだから、申し訳なさで顔が上げられない。

　──どうしよう……参ったな。

　よくあることながら頭を抱えてしまったセシアは、変装用の肌はだに合わない修道服はとうに脱いで、普段着の深い藍あい色いろのワンピースを着ていた。

　癖くせのない銀髪を丁寧に梳すき、半分の量を黒いサテンのリボンでまとめた姿は、聖日曜日には必ず教会に行く清せい楚そなお嬢様といった雰囲気で、魔術事件の捜査や悪魔との戦いを務めとしているようにはとても見えない。

　しかし凜り々りしい眉まゆと吊りぎみの眦まなじりのせいか、大粒のラピスラズリ色の瞳にはクールで気の強い感じがあり、そこはいわゆる『お嬢様』のイメージとは食い違っていた。──セシア本人も、冷たく見えがちな自分がときどきは悩みである。

「クレオヴィスさん……これからわたしの食事は、パンと水だけでいいです」

「そんな、育ち盛ざかりのお嬢様に罪ざい人にんのようなお食事をさせてしまっては、お仕えする私の方がいたたまれません。前回のお勤めで余ったお金を回すなどしますので、どうかご安心を。いよいよ困った時には、私が内職と日ひ雇やといでなんとかいたしましょう」

　神様のような微笑でさらりと気になることを言いだしたクレオヴィスを、セシアは目をぱちくりさせて見上げた。──なんだって？

「内職の方は、まあ、なんとなく見当がつきますけど──」

　執事よりもママと呼びたくなるくらい、料理も庭いじりも裁さい縫ほうも上う手まいクレオヴィスだ。

　のみの市で高く売れそうな見事なキルトやレース編あみは、この屋敷のあちこちを飾っている。

「日雇いって、クレオヴィスさん、何をする気なんですか？」

「司祭の資格がありますので、教会で懺ざん悔げ室しつの番でもと」

「あ、そういえばクレオヴィスさんは教会育ちでしたね」

「はい。教会にいた頃は、迷まよえる子羊の皆さんに、私の応対は『すべての罪が赦ゆるされるようで安心する』『心から悔くい改めたくなる』『声を聞いているだけで腰よう痛つうが治った』と評判でした。お嬢様のためにも、必ずや指名ナンバーワンと賞金を勝ちとってまいります」

「……指名ナンバーワン？　賞金？」

　妙に俗ぞくっぽいその響ひびきは、教会には致ち命めい的てきにミスマッチで、セシアは怪け訝げんな顔になる。

「迷える子羊の皆さんには、懺悔を聴きいてほしい司祭を選んでいただいているのですが、一日で指名をもっとも多く勝ちとった司祭は、教会から『今日の人気ナンバーワン司祭』の称しよう号ごうと賞金をゲットできるのです。信徒の皆さんにはもちろん内緒なのですが」

「まあ……普通に不ふ謹きん慎しんですしね……」

　上手い喩たとえが思いつかないが、娼しよう館かんやメイド酒場を連想してしまうシステムである。セシアも初めて聞いたがコメントに困った。

「そんな俗っぽいことをしちゃってもいいんですか？　教会が」

「これも教会の秘密ですが、告こつ解かいを聴き・秘密を守るというのは精神的にきつい役目なので、嫌がる司祭が少なくないのです。司祭の皆さんに情熱を持って子羊の方々と向き合っていただくための、エクレシア聖教きよう会かいの組織としても苦肉の策のようです、お嬢様」

　どこから突っ込んだらいいかわからないくらい微妙だ。あまり信じたくはないが、執事の灰色の瞳はいたって真ま面じ目めそうだし、クレオヴィスにはあの金髪の吸血鬼と違って、主あるじをからかう性格の悪さはない。

「……やっぱり、そのお仕事でお金をやりくりするのだけはなしにしましょう、クレオヴィスさん」

「左さ様ようでございますか。ですが、この問題については私に一任していただけないでしょうか」

「一任って──まあ、実際いつも任せきりですけど、本当にいいんですか？　さすがに今回の大赤字は大変なんじゃ」

「いえいえ。この程度の赤字でしたら、ほんの少し奇き跡せきを起こすだけで解決できます」

　──『神のような、奇跡の執事です。ハンドパワーでお身体を癒いやせますし、真冬に枯かれた薔ば薇ら園えんを蘇よみがえらせろと仰おつしやっても、五千人を呼ぶパーティーを開きたいと仰っても、水からワインを作れと仰っても、必ずや実現してみせるでしょう！』

　そんな、いくら教会施設で教育を受けたといってもオーバーすぎるんじゃないか？　というかどんな執事なんだ？　という売り文句で派は遣けんされてきたのが、このクレオヴィスだ。

　さすがにセシアはそこまでスケールの大きい無茶を言ったことはないが、ここ半年ばかりで彼の有能さの恩おん恵けいはたっぷり受けている。確かに予算は彼に任せていれば、なんとなく解決してしまっていることがほとんどなので、今回も頼もしい言葉に甘えてしまうことにした。

　──クレオヴィスさんがいてくれてほんとよかった、わたしたち四人だけだと、予算もこの屋敷もどうしようもない状態だったし……。

　この部屋の内装や掃そう除じもクレオヴィスの功こう績せきだ。絹のカーテンに薔薇模様の壁紙、ぴかぴかにみがかれたライティング・デスクなどが具合よく配置されており、ロンディニウムの秋らしい青白い陽光は室内をそっと照らしている。

　万が一、何も知らないひとがこのローズグレイ・ハウスを覗のぞいたとしても、悪魔退治や魔術犯罪の捜査といった国家機密を扱う〈青の薔薇十字団〉の活動拠点のひとつだとはばれないよう、神の微笑の執事クレオヴィスが、ここを普通の屋敷らしく演出してくれているのだ。

　アルビオン王国の抱える秘密の騎士団、〈青の薔薇十字団〉。

　青い薔薇は、『神の祝福』。

　薔薇十字は、『魔術を律りつする、正しい理ことわりの象しよう徴ちよう』。

　エクレシア聖せい教きようの神の名の下もとに、薔薇十字によって統とう禦ぎよされる正しい魔術の力によって、薔薇を国の花とするアルビオンを悪あしき者から守る。そういう目的を持った裏の騎士団に、セシアは七歳の時から属していた。

「時に、お嬢様。──よい報せの方が気にはなりませんか？」

「！　気になります」

　実はすっかり忘れかけていたセシアへと、クレオヴィスはみがかれた銀ぎん盆ぼんを差し出した。

「今朝、女王陛下からお手紙が届きました」

「──クローディア!?」

　セシアの表情が変わった。それまでの、一週間の任務で疲れ果て気力の失せた感じが消え、ぱっと表情の輝きが増す。満面の笑みまで生まれていた。

　セシアは銀盆の上の白い封筒をひったくるようにしてつかみとる。

　八や重え咲きの薔薇のスタンプ。封ふう蠟ろうのエメラルド色は、クローディアの瞳の色と同じだ。

　──クローディア。

　女王の激務の合間を縫ぬって書いてくれたものだと思うと、いつも胸がいっぱいになる。

「紅茶のおかわりをお持ちいたしますか？　それともハーブティーにいたしましょうか」

「それじゃ、ハーブティーをお願いします。種類はクレオヴィスさんに任せます」

「かしこまりました。《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》のメンテナンスは必要ございませんか？」

「あ──」

　言われて思い出した。確かにそろそろ整備の必要な時期だ。昨夜はこれといって動作に問題はなかったが、銃形をとる複雑な魔術道具だけに、管理には気を遣つかえと製作者に口をすっぱくして言われている。

　しかしあの銃を整備に出すために〈ファウスト〉本部に向かったが最後、今、世界で一番会いたくない少年に会う可能性が高いことが、連夜の囮おとり捜査明けのセシアに二の足を踏ふませた。消しよう耗もうしている時にあの少年に会うのは、瀕ひん死しの体を鞭打たれるようなものである。

「お嬢様。よろしければ、私が〈ファウスト〉への使いに立ちましょうか」

「！　──……すみません、お願いします」

　なのでセシアの気乗りしない様子をすばやく察したクレオヴィスの心遣いに、ありがたく甘あまえてしまった。この機転、本当に助かる。

「お嬢様が恐縮される必要はありません。私にも、帰り道にのみの市を覗こうという魂こん胆たんがあるのですから。では、他に何か御用はございませんか？」

「ルーシャス、あなたも何か飲みたく──……ないみたいです、クレオヴィスさん」

　いったんは、ソファで話を聞いていたはずの吸血鬼に振りかけたセシアだったが、彼の様子を目にするとあっさり撤回した。クレオヴィスも「そのようですね」と執事らしく礼を失さない程度に笑うと、部屋を出ていった。







　めずらしく茶ちや々ちやを入れてこないなと思ったら、金髪の吸血鬼はお気に入りの赤いベルベット張りのソファで猫のようにうずくまり、すやすやと寝息を立てていた。

　朝からあきれた安眠ぶりだが、そのまま放ってもおけず、セシアは妹の手紙を開くのを一時我慢して、マホガニーの簞たん笥すを開けた。彼の肌に合いそうな毛布を探す。

　吸血鬼という魔物がおよそ病気と無縁なのは知っているが、タイをほどき、黒と銀のコートを脱いだだけという寒そうな格好で寝こけるルーシャスが視界に入っているのは、やはりどうも落ち着かない。

「どうせ寝るなら、自分の部屋に帰るか蝙こう蝠もりに変身するかすればいいのに、もう……」

　戦いよりもダンスに向いていそうな細い身体に、ワインレッドの毛布をかけてやった。愛あい猫びようを甘やかす飼かい主ぬしみたいに。

「ほんと、任務の時以外はちっとも役に立たない吸血鬼なんだから」

　苦笑しながら唇くちびるを尖とがらせるが、セシアの声に悪意はない。代わりに見え隠れするのは、からかうような親密さがある。なぜならローズグレイ・ハウスにいる仲間の中では、このルーシャスがセシアと一番付き合いが長い。

〈青の薔薇十字団〉に入って間もないセシアと──『三食昼寝つきならいいですよ？』という風変わりなのかちゃっかりしているのかわからない条件は出されたものの──初めて契約してくれた、鷹おう揚ような魔物がルーシャスだ。血を吸うことと同じくらい寝ることが好きな変わり種の吸血鬼だが、セシアはなんだかんだと彼には何度も危ないところを助けられている。

　──でも、わたしだってもうすぐ十七歳になるんだから……。

　そろそろ護まもられてばかりではなく、一人でも悪魔と戦えるようになりたいと思って、最近は単独行動にも果敢に挑戦しているセシアだが──どうやら昨夜もルーシャスは、奮闘する彼女を陰から見守っていたらしい。いつからそこに？　という問いを巧こう妙みようにはぐらかした時の彼の表情で、セシアはそのことに勘づいた。気遣いは嬉しいが……複雑にもなる。

　まだ、共に戦う仲間としては、完全には信用してもらえていないのかな──と。

　──それとも、ルーシャスは気づいてるのかしら。

　──わたしがまだ……本当は、悪魔を怖がってしまってることに。

「……まさかね」

　かぶりを振る。噓うその苦手なセシアにしては、それだけは慎重に隠しつづけているのだから、気づかれていないはずだと思いたい。

「それよりクローディアよ、クローディア──」

　気を取り直してルーシャスの隣に腰を下ろし、嬉しさのあまり、ずっと握りしめてしまっていた白い封筒をようやく開く。

　女王勅ちよく命めいなどの公こう文ぶん書しよでは、セシアでも辞書を探したくなるほど難解な単語を軽やかに駆く使ししてみせるクローディアだが、私信にはジョークと落書きが奔ほん放ぽうにちりばめられていた。

《──最愛にして我が魂の半身である、セシア姉様。お久しぶりですが、お元気ですか？》

「それなりに元気よ、クローディア」

　セシアはつい、返事を声に出していた。妹の手紙を読む時の、直らない癖くせである。

《契約者ウォーカーの方たちに手を焼いてはいませんか？　もしそうでしたら、吸血鬼殿にニンニクを山ほど送って懲こらしめて差し上げますから、遠慮なく仰ってくださいませ♪》

「またまた。でも、クローディアなら本気でやりかねないかな？」

　過激な文句をさらっと書いてくる妹の、キュートな丸文字とのギャップがおかしい。

　妙にツボにはまって一人でくすくす笑っているうちに、事件明けのせいかいまひとつ盛り上がらなかったセシアの気分は、泥まみれの古い服から新しい軽い服に着替えたかのようにすっきりしていた。

《わたくしの方は、お役目は慣れたことばかりでどうという問題はないのですが、最近はお見合いの話がひっきりなしに持ちこまれて困ります。結婚は、いずれはしなくてはいけないとわかっていますが、まだ考えたくないというのが正直な気持ちです》

「そうよ！　クローディアが結婚なんて、まだ早すぎるわ」

《──というわけでセシア姉様、今度お得意の男装で、わたくしの愛人のフリをしてくださいませんか？　そうすれば、わたくしにしつこく迫ってくる方たちも、ちょっとはめげてくれると思うのですけど》

「なるほど、それは名案かもしれないわね」

「──……迷案の間違いでしょう？　セシア」

　真顔で頷うなずいていたら、いきなり耳元であくび交じりに囁ささやかれてびっくりした。

　大急ぎで振り返るなり目に映ったのは、寝乱れた金髪と、漆黒の眼帯と、眠たそうなマゼンタ色の左目。

「ルーシャス!?　音もなく起きないでよ、驚くでしょう」

「あなたがすぐそばで朗ろう読どく劇げきなんてしてるから、僕の夢にクローディア陛下が出てきて、飛び起きちゃったのに、その言いい種ぐさはひどくないですか？　しかし……わりと本気で灰になるかと思いました」

「夢の中のクローディアに何をされたの何を」

「昨夜あなたにした悪さがバレて、尖った杭を持った陛下に笑顔で『わたくしの姉様に変態行為は許しません！』と追い回される夢です。やけにリアリティがあって参りました──……と思ったら、もしかして正夢になるのかな？」

「？　どういう意味？」

「おやおや、我が姫──まだ後半部分は読んでなかったんですか？　ほらそこに」

「あ！　わたしもまだ読んでないのに、先に読まないでよ」

　思いっきり幼よう稚ちな発言をして手紙を背後に隠したところで、子供がするような可か愛わいらしいノックの音が聞こえた。

「セシア様」「セシア様」「セシア様」

　次いで、鈴を転がすようなソプラノの三重唱。それだけで誰だかわかる。

　セシアが扉とびらを開けると、ここでメイド代わりに働いてくれている人形たちが廊ろう下かにちんまりと並んでいた。

「白しら百ゆ合り姫ひめに芙ふ蓉よう姫ひめ、桜さくら姫ひめまで。みんな揃そろってどうしたの？」

「お届け物が来ましたです、セシア様！　とぉっても大きな箱です！」

　と、くるくるに巻いた金髪で、紺こん色いろのメイド服を着た白百合姫がまず叫び。

「本当は運んできたかったでありますけれど、落っことしてしまったらと思うと怖くて」

　と、茶色い髪に牡ぼ丹たんの花、紅べに色いろの絹と金きん糸しでできた袍ほうを着た芙蓉姫がはきはきと続け。

「ですがクローディア様の贈り物ですゆえ、早くお見せした方がよいと思い、こうしてお伝えしに参った次し第だいにございます」

　と、癖のない黒髪に花はな簪かんざしを挿さし、色の違うキモノを何枚も重ねている桜姫が、先の二姫よりもだいぶ大人びた声こわ音ねで話をまとめる。

　セルロイドの頰ほおをリンゴ色に染め、褒ほめてほしそうな顔でこちらを見上げるフェアリー・ドールたちを、よしよしと等分に──でないと嫉しつ妬として喧けん嘩かになる──抱きしめてあげながら、セシアははてなと首をひねった。

「クローディアから、大きな箱が？　手紙はさっきもらったのに、何かしら」

「答えはその手紙の中ですよ、我が姫」

　ソファにもたれたまま吸血鬼がそう言いだしたので、はっとして手紙に目を落とす。

《……姉様のことですから、ドレスの準備など忘れてお仕事されているのでしょう？　今年もわたくしが姉様に最高に似合う衣裳を用意して差し上げましたわ。では、パーティーの日にお逢いできることを楽しみにしてます！》

　そういうことか！　セシアの心臓が、喜びでとくんとはずんだ。

「週末に宮殿で開かれるハロウィン・パーティーの仮装用の衣裳だわ、きっと！」

「まあ！」「まあ！」「まあ……」

　セシアの腰の高さに届くか届かないかという位置で、三体のフェアリー・ドールも主につられていっせいに顔をほころばせる。

　社交シーズンの終わりにも重なるハロウィンには毎年、女王陛下の公式パーティーが開かれる。ドレスコードは『仮装』のみの開放的な宴うたげだ。エルフィナス王家の直系の姫、しかも現女王の双子の姉でありながら、普段は社交界とは無縁の生活を送るセシアだが、妹が主催するパーティーはできる限り覗きにいくことにしていた。

　わたしは元気で〈青の薔薇十字団〉の務めを果たしているよと、対セシア限定で心配性な妹に示すためでもあるが、普段は逢うことが許されない妹のそばに行けるチャンスを逃したくないという気持ちの方がより大きい。

「セシア様！　今年はなんの仮装です？　ですです？」

「箱を開けてみぬことには、わからんじゃろうに。白百合はおばかじゃ」

「芙蓉、悪口はなりませぬよ。けれど確か、去年は『神かみ様さまの人にん形ぎよう』がコンセプトでしたかと」

　囀さえずるように喋しやべり通しのフェアリー・ドール。

　彼女たちはもちろん、ただ素材がよくて精せい巧こうなだけの球体関節人形ではない。〈ファウスト〉の最先端魔術の結晶。善よい心を持つ妖精を特別な細工をした人形に宿らせて、人間とほぼ同じ動きができるようにしたものである。

　中身が好奇心のあり余っている妖精だからとにかくお喋りなのと、ちょっと精神性が幼おさないのが難点──というのが〈ファウスト〉の評価だが、子供好きなセシアにはそんなところもいとおしかった。みんな、小さな妹みたいに思っている。

　甘えたがるフェアリー・ドールたちをかわりばんこにおんぶしてあげながら、セシアは執事お手製の芸術的なタペストリーの前を、お嬢様らしからぬ大おお股またで駆け抜けていった。
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　エウローペ大陸の東の海に浮かぶ島、〈白の王国〉アルビオンの女王、クローディア三世の御み名なの下もと──。

　ティターニア宮殿での女王主催のハロウィン・パーティーは、ロンディニウムの秋にはめずらしい、さらりと晴れて暖かい夜に恵まれた。

「今日は霧きりも出てないし、安心して見物できるわね。よかったよかった」

「そうですね。僕は安心しすぎて、なんだかもう眠いんですけど」

「あなたは毎日いつでも眠そうじゃない、ルーシャス」

　セシアが現女王の双子の姉だということは、限られた人間以外には知られてはいけない王家の最高機密なので、クイーンズ・ガーデンでの仮装行列やサークル・ダンス、広間での歓かん談だんといった派は手でなイベントには顔を出さない。

　なのでできることといったら、クローディアが広間の片隅にしつらえてくれた、銀の天てん蓋がいと黒の垂れ絹で囲った帳ちよう台だいのソファにくつろいで、魔術の鏡に映し出したパーティーの様子を眺ながめるだけなのだが、セシアは満足していた。招待客の仮装や、オスカー・フラワーショウがまるごと引っ越してきたのかという、あふれる花々は十分に目の保養だ。

　たとえ広間に出てもいいと言われたところで、普通の貴族らしい話題にはついていけないのはわかっていたし、ひとにぶつかって妹がプレゼントしてくれた仮装のドレスを汚す危険もないと思えば、ここにいる方が気楽でさえある。

「ふうん……最近は、ゴージャスな花柄が流行なんだって。ルーシャス、知ってた？」

　氷水で割った苺いちごのシロップのように酔わない飲み物だけを口にしながら、セシアは鏡に映る、同じ年頃のレディたちの会話をなんとはなしに聞いていた。フェアリー・ドールたちのお喋りとは話題がずいぶん違っていて、いちいち新鮮である。

　仮装のセシアとは違って、いつもどおり〈青の薔薇十字団〉の黒と銀の騎士服で来たルーシャスは、ソファに眠たげに寄りかかりながら言う。

「執事さんが貸してくれた雑誌に、そんな記事があった気はするかな。……しかしいくら流行とはいっても、眩暈がするほど似合わないのに強引に花柄を着るのはどうかと思いますね。見てて目がしぱしぱするし」

「ちかちかじゃなくて？　あなた、さっきから眠いだけじゃないの実は」

「ばれましたか。でもセシアだって微妙にぼうっとしてるでしょう。眠いんですか？　昨夜、興奮しすぎて眠れなかったのを僕は知ってますよ」

「な、なんでそんなことまで知ってるのよ。でも眠いんじゃないわ、わたしはただ──」

　ドレスに咲いた花模様を見たら胸にあふれた、懐なつかしい記憶にひたってしまっただけだ。

　まだ双子の妹と一緒に宮殿で暮らしていた、小さな自分を思い出す。悪魔や魔術師と戦うことなんて想像もしていなかったその頃は、直系の王族だけが出入りを許される『秘ひ密みつの花はな園ぞの』が最高の遊び場だった。「お花が一斉にお喋りをしてるみたいね」。春の花園で一緒にピクニックごっこをした、亡なき母のそんな声まで思い出されて。

「──……ん、なんでもない」

　ごまかしながらも、つい遠い目になってしまったセシアを見るルーシャスのマゼンタ色の左目から、曲くせ者ものじみた軽薄さがふと消え、やさしい光が灯ともる。

　気遣うように、さりげなく話をそらされた。

「セシアは羨うらやましくはないですか？　ああいう、普通の女の子らしい暮らしが」

「……楽しそうで憧あこがれるし、仲間入りしたい気もするけど。『夜の女王』を退しりぞいてでもそうしたいかって言われたら、それは無理だとも思うのよね」

　考え考え答えたセシアは、そこでふと、ラズベリーのトライフルをつつく手を止めた。

　みずみずしい花か冠かんにも似た少女たちの輪が、いつのまにやら、信じられないくらい破は廉れん恥ちな話題を選んでいたことに気づいて。

　──ちょっと待って。深夜のお忍びデートって……悪魔に狙ねらわれやすくなるから〈青の薔薇十字団〉としてはお勧すすめできないんだけどな……ん？　今、恋人とカジノのホテルに泊まったとか言わなかった？　え？　ベ、ベッドの寝心地!?

　輪の中にはセシアより年下に違いない少女もいるのに、話はエスカレートする一方だ。

　セシアは聞いていられなくなり、真っ赤になって、ライオンの着ぐるみ姿で牧ぼつ歌か的てきに歓談しているアルカーディア公こう爵しやく（とても健全で安心する）のいる方に画面を切り替えた。

　隣のルーシャスは「おや、まあ……」などとおもしろがるように呟つぶやいているが、セシアは顔の火ほ照てりがとれない。とんでもない話を聞いてしまった羞しゆう恥ちと動揺で、言葉がつっかえる。

「な、なんなの今のは……高貴なレディしかいないはずじゃないの!?　この広間は！」

「今時、高貴なんて死語じゃないんですか？　しかしアーサー王の時代から婚前交渉や不倫がお盛さかんな国の王族で、しかも僕に月に二回はあんなことまでさせているくせに、セシアはどうしてそんなに潔けつ癖ぺきなんでしょうねえ」

「こういう時に変なぼかし方をしないの！　ただ血をあげてるだけでしょう」

「だけ、ですか……。セシアはまだ僕の本気を知らないから、そんな無邪気なことが言えるんですよ。この機会に、一度味わってみますか？」

「……いきなり何を言いだすのよ、ルーシャス」

　どさくさにまぎれて、ひとの顎あごを持ち上げるな。牙を覗かせるな。

　セシアは冷ややかな半はん眼がんになって、猫のようにすり寄ってきた吸血鬼を睨にらむが、ルーシャスはじゃれつくような微笑みを浮かべたまま、臆おくする様子もない。……まったく。

「この程度のワインじゃ酔えないんですよ。あなたのその甘かん美びなる血で、僕を堕だ落らくさせてはくれませんか？」

「聞こえない聞こえない」

「つれないですね、小さい頃から僕がミルクをあげて育ててあげた仲なのに。我が姫マイ・プリンセス」

「あなたと初めて逢った時、わたしは九歳にはなってたはずなんですけど」

　まだセシアの肩書きが『夜の女王』ではなく、〈青の薔薇十字団〉の『姫ひめ騎き士し』だった頃だ。

　ルーシャスが今も戯たわむれに『我が姫マイ・プリンセス』と呼びかけるのは、その頃の名残なごりである。

「なんにしても駄目。二日前にあげたばかりじゃない」

「でも、ハロウィンですよ？　僕たち本物の魔物にとっては新しい年の始まりみたいなものだから興奮しますし、こんな場所でお祭り気分とひとの匂いにあてられてると、無性に血が騒さわいでしまって──……欲しくなるんですよ」

　……そんな無駄に艶つや気けたっぷりに囁かれなくても、知っている。

　霧が出る日とハロウィンは、〈白の王国〉アルビオンと、その裏側にある〈黒世界〉──悪魔たちが生まれる世界を隔てるものが薄くなり、アルビオン中が魔の気に染まるのだ。そのせいで悪魔・魔物・妖精といった人外の者たちが、彼らにその気があろうとなかろうと、人界で事件を起こしやすくもなる。特にハロウィンは、一年でもっともその危険が高い。

　しかしこの猫のように気ままな吸血鬼を甘やかしていたらこちらが貧ひん血けつになりかねないので、セシアはいつもどおりきっぱりと拒絶した。

「とにかく駄目。いつも契約どおりにあげてるんだから、それで我慢して」

「別に首や胸元からとは言いませんよ。多少マニアックですが、二の腕からでも」

「駄目」

「人さし指から一滴くらい」

「くどい」

「仕方ないな。小指で我慢しますよ」

「…………人さし指とどう違うの？　それ」

「僕の美学の問題かな……。人さし指の方が、より退たい廃はい的てきで背はい徳とく的てきな気がしませんか？」

　妙に無邪気そうな笑顔で迫ってくるルーシャスを、セシアは扇子ですげなく押し返す。

　短くはない付き合いの中で、こんな不毛なやりとりを何百回繰り返してきたか、もう覚えてもいない。もはや二人の間にだけ成り立つ親愛の表現、じゃれ合いと言ってもいいと思う。

　そんなローズグレイ・ハウスにいるのと変わらない、くつろいだ雰囲気の時に──。

　セシアは魔術仕掛けの鏡の中に、その男を見つけた。運命のように。
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　──誰？

　その男は、バルコニーへ続く扉の傍かたわらに、影のようにひっそりとたたずんでいた。

　ハロウィンらしく漆黒と鮮せん烈れつなオレンジを基調として派手に飾られた広間にあって、彼のシンプルな黒衣は却かえって目を引く。

　──このパーティーにいるということは、貴族のはずだけど……。

　仮装をしてないのはどうしてかしら。アルカーディア公爵みたいな大物でも、かなり身体を張った仮装で笑いをとりにきてるのに。

　しかし夜会服とも微妙にデザインの異なる服は、彼のすらりとして細い身体の線を魅力的に見せてはいた。手袋まで黒という徹底した黒ずくめだ。喪も服ふく、という単語が脳のう裡りにちらつく。

　長めの黒髪に縁どられた白はく皙せきの面おもてが、真冬の夜の月を思わせて、蒼あお白じろく浮かび上がって見える。柱の陰で見えにくいが、驚くほど端整な顔であることをセシアはなんとなく感じとった。狩しゆ猟りようよりもサロンでの議論を好みそうな、知的なイメージとともに。

　それにしても何か変だ。なぜかと考え、セシアはやがて寒気とともに理解する。

　──あのひと、瞬まばたきしてない……!?

　暖かく非常に乾燥した室内だというのに、男は不気味なほど澄すんだ光を放つ目で、さっきから一度も瞬きをせずに招待客たちを眺めている。普通ではない。そう思った次の瞬間に、セシアは肌に冷気のようにしみこむ異様なオーラを察知した。

　──まさか、人間じゃなくて──……悪魔!?

　暗い藪やぶに潜む狼に睨まれたかのように、四肢が緊張と畏い怖ふで凍りつく。

　だが明らかに招待客ではない悪魔に、しかも妹の膝ひざ下もとに入りこまれたというのに、セシアは彼を即座に取り押さえるべきだとは思えなかった。

　黒衣の悪魔の様子は──危険そうという意味ではなく──どこか風変わりだったからだ。

　セシアが今まで戦ってきたのは、先日のズレネルのようにけたたましいほどお喋りで、自分の力を誇こ示じし、より強大な力を求めるために人間の肉体や魂を奪おうとする、本能に忠実で貪どん欲よくな悪魔ばかりだった。皆、瞳にはエゴイスティックな激情と生命力をたぎらせていた。

　しかしその黒衣の悪魔は違った。

　彼の目は、ほとんど死んでいる。まるで、何も感じていないかのように。

　悪魔らしからぬ、無欲で人間に無関心そうなひっそりとしたたたずまいは、セシアを恐怖よりも強い戸惑いで支配する。

　──こんな悪魔……初めてだわ。

　妙に興味を覚えたその時、悪魔がこちらの視線に気づいたようなそぶりで顔を上げた。

　魔術仕掛けの鏡越しに視線がぶつかる。長すぎる前髪の陰で光る瞳は、怖くなるほど澄んだアイスグリーンだ。不自然なくらい感情の欠落した、底の見えない双そう眸ぼう。

　不意に、彼にどこかで逢ったことがあった気になる。

　そう昔のことではない……と思う。つい最近、そう、この冷気じみたオーラを──。
















「──我が姫？」

　どこで逢ったのかを思い出すより先に、怪け訝げんそうな呼びかけで我に返る。

　喉のど元もとに、ルーシャスの吐息。──慌あわてて彼の細い身体を押しのけた。人間よりはるかに俊しゆん敏びんな吸血鬼は、憎たらしいくらい軽やかにセシアの手をよけてくれたが。

　身を離してからセシアは急いで鏡にまなざしを戻すが、黒衣の悪魔は忽こつ然ぜんと消えていた。どうやらこの広間から去ったらしい。

　──もうちょっとで、どこで逢ったか思い出せそうだったのに……。

　すっきりしない気持ちで小さくため息をついていたら、ルーシャスに不思議がられた。

「どうかしたんですか？　僕があそこまで接近しても抵抗しないなんて、セシアらしくない」

　セシアにはねつけられるのを承知の上で、何度も迫るフリをしてみせる吸血鬼の悪趣味さがよくわかる科白せりふだが、今は突っ込まずにおく。

「ルーシャス、今ね──」

　しかし口を開きかけたところで鏡に映る広間の様子が変わったことに気づき、セシアたちは沈ちん黙もくを余よ儀ぎなくされた。

　女王の入場だ。

　招待客の雑談も、弦げん楽がくアンサンブルも、召めし使つかいの機き敏びんな動きも、すべてが停止する。

　歴代の女王のプライベート・ルームから登場した少女は、裾すそを長く引く純白のドレスに身を包んでいた。伝統的な『妖よう精せいの女じよ王おう』の仮装。華きや奢しやな背中で、蜻かげ蛉ろうを思わせる精巧な羽飾りが幻想的に揺れている。

　──クローディア。

　無害そうだったとはいえ、本来なら苦手な悪魔を見たからだろうか──セシアは妹の可か憐れんな姿を目にした瞬間、ちょっと異常なほどほっとしてしまった。

　自分の魂たましいの半分ともいえる双子の妹が女王らしくがんばっているのを見ると、自分にも彼女の勇気と活力が伝わってきて、連日の任務とその後の報告書作り（何年経っても好きになれない）の疲れが残っていた肩まで軽くなるのはいつものことだが。

　──王国一の美人よね、ほんと。求婚したくなる貴族の気持ちもわからないでもないかな。

　というか今すぐ飛びつきたいくらい可愛い！　などと、内心姉ばかを炸さく裂れつさせているセシアの視線の先で──。

　明るい広間をゆっくりと眺めわたしながら、金粉をまぶした白とオレンジの花で埋うめ尽つくされている玉ぎよく座ざへと、十六歳の少女王クローディアがすべるような歩みで進んでゆく。カボチャ形のキャンドル・スタンドの灯が、豊かな金髪の上にちょこんと載せられたティアラを星ほし屑くずのように輝かせていた。

「女王陛下のドレスは、セシアの仮装と対ついになるデザインなんですね」

　セシアよりもよほど洒落しやれっけのあるルーシャスにからかうみたいに囁かれて、初めてそのことに気づく。

　セシアの仮装のモチーフは『女おんな霊れい媒ばい師し』。

　黒を基調とした肌を見せないドレスに、神秘的な紫色のレースや巻き薔薇、にぶく光る銀の飾りボタンや十字架のモチーフなどをちりばめた衣裳は確かに、色使いこそ正反対だが、クローディアの『妖精の女王』のドレスと形が酷こく似じしていた。

　万が一この帳台に誰かが飛びこんできても、銀髪と顔が見えないようにとかぶっていたベールの陰で、妹のわかりやすい愛情表現にセシアはくすぐったいような笑いをこらえる。

「愛されてますね」

「……うん。お揃いの服なんて何年ぶりかしら」

　セシアとクローディアはあまり似ていない双子だ。だからお揃いを着る機会は、うんと小さい頃でもそう多くはなかった。

　玉座に腰を下ろしたクローディアが、弦楽隊へと優雅な手つきで合図。

　無ぶ礼れい講こうのパーティーらしい陽気なワルツが再び流れだす中、貴族たちが贈り物を手に、三々五々、女王への挨あい拶さつに向かいはじめる。

　──ん……？

　その時ふと、セシアの胸の奥深くにじんわりと温かな感覚が生まれ──伝わってきた。

　貴族たちの挨拶とおべんちゃらに、お人形のように愛らしく微笑んで相あい槌づちを打っているクローディアの本音が。

《ああ、やっぱり駄目……このしらじらしい笑顔が厭ですわ……》

　セシアは神妙に睫まつ毛げを伏せ、咲さき初そめの薔薇の香りを吸いこむように、それを受け止める。

　──……そう。その『緑みどりの騎き士し』の仮装をしてるスプリングノート侯こう爵しやくはどうしても嫌いなんだ、クローディア。

　双子ゆえの特殊な感覚で、セシアとクローディアは昔からときどき、言葉なしで互いの気持ちが伝わってしまうことがあった。意識を集中すれば遮しや断だんすることも可能なのだが、セシアは今は逆にもっと感じたくて、妹を神妙な面おも持もちで見つめる。

　頻ひん繁ぱんには逢えない双子の妹だから、少しでもたくさんのことをわかっていたいと思う。

　感情を──悪魔への恐怖心などという非常に単純なものでさえ──隠すのが下へ手たなセシアとは違って、クローディアはたとえ親の仇かたきが相手でも、まるでお気に入りのお菓か子しでもつまんでいるかのような笑顔を作れてしまう、悲しいほど賢かしこくて強い少女だから。

　そう、九年前のあの惨さん劇げきの時でさえ、クローディアは──。

「──お嬢様、遅くなって申し訳ありません」

　右サイドの帳とばりを片手だけで巧たくみによけて、クレオヴィスが中に入ってきた。セシアははっとして、ねぎらいの言葉をかける。『女王陛下が登場したら、彼女がしかるべき合図をするまで身じろぎひとつしてはいけない』という金かな縛しばりゲームじみた宮廷作法のせいで戻ってこられなかったのはわかっていた。

　執事が、片手だけでバランスよく持ってきた大きな銀のトレイを小テーブルに載せた。

「お飲み物と、お食事をお持ちしました。羊の脚のロースト、海え老びの姿焼き……カボチャのスープにミンスパイ。デザートは、お嬢様の好きな苺を使ったお菓子は種類が多くて迷ってしまったので、全種類持ってきてしまいましたが、いかがいたしましょう？」

「もちろん全部食べます。というか食べたいです、ぜひ！」

　セシアはほくほくとして答えた。デザートは別腹に決まっている。

　普通のお屋敷なら留る守す番ばん役のはずの執事に同行してもらったのは、一般客の前には出られないセシアたちに代わって、広間でいろいろと動いてもらうためだった。

　気楽な立食形式のパーティー、料理選びはクレオヴィスに任せてしまったのだが、明日は一日断だん食じきしてもよさそう──というか太らないためにはその方がいいかな、と真面目に考えてしまうくらい豪華な品々だ。食べすぎで動けなくならないよう注意せねば。

　固形物をほとんど受けつけない体質の吸血鬼には、熱いスープのカップを渡してあげた。

「小こ間ま使づかいみたいなことをさせちゃってすみません。クレオヴィスさんは何か食べられましたか？」

「はい、ご心配なく。それにこうした特別な催もよおしを見学できる機会はそうございませんから、私なりに楽しませていただいておりますよ、お嬢様。勉強にもなりますし」

　恐きよう縮しゆくするセシアを気遣っただけの言葉ではないことは、いつも穏おだやかな灰色の双眸が、秘密の洞どう窟くつを見つけた少年のように輝いていることでわかった。

　セシアたちがどんなにひどい状態で任務から帰ってきても、取り乱すことなく世話をしてくれる執事が、これほどはしゃいでいるのはめずらしい。セシアはついクレオヴィスをまじまじと見つめてしまった。執事さんも人間なんだなあ。そんなことを思う。

「勉強って、執事の勉強ですか？」

「左様でございます」

「たとえば、どんなところが……？」

「まず、給仕とメイドの役割が明確に分かれていて、料理の補充その他の運営に淀みがないこと。それにシルバー・サービス──つまり片手でトレイを持ち、片手でナイフとフォークを操って給仕するテクニックのことですが、これをもたつかずにこなすには相当な訓練が必要です。しかしこちらの給仕は、少年のように若くても完璧に訓練されています。さすが宮殿は格が違うと感かん嘆たんいたしました」

「なるほど……シルバー・サービスですか」

　自分とは見ているポイントが違うなと、セシアは妙に感心してしまった。

　セシアが気にして見ていたものはといえば、仮装ではない本物の悪魔や妖精や魔術師がみだりに忍びこんではいないか、招待客に悪さをしてないかという点で──。

「あ」

　ルーシャスと声が重なった。クローディアと料理の美味しさにかまけて、間抜けも間抜け、うっかり忘れていた。

　マゼンタ色の左目からいつもの眠気を吹き飛ばして、ルーシャスがこちらを振り返る。

「セシア──結局、さっきは何があったんですか？」

「そう！　そうよルーシャス、実はさっき、あの柱のあたりに──」

　悪魔が。セシアも苺のカスタード・フランを皿に放り出すみたいにして、勢いこんで教えようとしたのだが、今度もそれはさえぎられた。

「──アンジェラ!!」

　魂の消えるような女性の悲鳴が、広間にとどろいたせいで。

　耳ざわりな余よ韻いんを引きながら弦楽アンサンブルが途と絶だえ、招待客が騒然となる。

　人間よりもはるかに視力・聴力のすぐれたルーシャスが、垂れ絹の隙すき間まから広間を見て、素早く事態を報せてくれた。

「どこかのご令嬢が倒れていますね」

「場所は？」

「南東にうずくまっている、『美うつくしき怪かい物ぶつ』を模もした青銅のオブジェの足元です」

　セシアはソファから立ち上がり、銀色の鏡の表面にふれた。指先に意識を集中。

　画面がぶれて切り替わり、母親らしき貴婦人に抱かれたまま気を失っているレディ・アンジェラが映る。

　淡あわいピンクを基調に、白いレースで飾りたてた、セシアにはとても似合わないだろう可憐なドレス。蝶の形のリボンと小さい紅くれないの薔薇が留まった、豊かな金髪。目を閉じ、肌が蒼あお褪ざめていても、チャーミングな容貌だとわかる。

　──あれ、このひと。さっき輪の中にいた……。

　友人の破廉恥な体験談に、興味はあるが恥ずかしい、という様子でうつむいていた少女だ。

　大丈夫かしら？　と心配しながら見つめているうちに、何かが頭に引っかかった。

　だが、何が引っかかったのか自分でもよくわからない。さっきの悪魔の時と同じだ。思い出せないというのは非常に気持ち悪い。

　それに。

　──まさか、さっきの悪魔が何かした……とかじゃないわよね？

　黒衣の悪魔の気配はあれきり完全に消えているのだが、不安が妙に胸につっかえた。
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　ハロウィン・パーティーはその後、女王の退場をもって閉会となった。

　セシアは帳台の裏に隠された秘密の扉から、エルフィナス王家にのみ伝わる裏回廊を抜けると、約束の書斎に向かった。ルーシャスやクレオヴィスとは、部屋の手前でいったん別れる。

　扉を開けたとたん、光の塊かたまりみたいなものがセシアの腕の中に飛びこんできた。

「セシア姉様、お久しぶりです！　よかった、ちゃんと元気そうですのね」

　もちろんクローディアだ。

「久しぶり！　わたしはいつも元気って手紙にも書いてるでしょ？　そうじゃないと毎日ルーシャスたちの相手なんかできないし。クローディアは、もしかして少し背が伸びた？」

　セシアは満面の笑みで妹の突進を受け止めると、まず白い頰にキスをする。

　クローディアからも同様に親愛のキスが返されると、それだけでセシアの胸はいっぱいになった。たまらず自分より華きや奢しやな妹の身体をぎゅっと抱きしめて、やわらかな金髪に頰ずりをすれば、クローディアはくすぐったそうに身をよじって微笑んだ。
















「もちろん伸びましたわ。そのうち姉様を追い越してしまうかもしれませんわね？」

「絶対無理だと思うわよ？　だって、昔から一度も追い越せたことないじゃない」

「まあ。でも胸回りは、昔からわたくしの方が上ですわよ」

「む。つねってもよろしいかしら？　女王陛下」

　遠えん慮りよのない言葉を投げあい、額がぶつかる距離で目を見交わして、同時に噴き出す。

　即位の際に紋もん章しように選んだ白薔薇の香水だろう、クローディアからは上品なよい香りがした。セシアが今日付つけ焼やき刃ばでつけてみた、執事お手製のオールド・ローズのそれとは違って、妹の香水は彼女の素肌の匂いによくなじんでいる。

　大人っぽく結い上げていた金髪をほどき、薄うす化げ粧しようも微笑みの仮面も脱ぎ捨てたクローディアは、広間にいた時よりだいぶ幼く見えて──セシアは先刻、レディ・アンジェラに感じた引っかかりの正体に気づき、はっと目を瞠みはった。

　──クローディアにちょっと似てたんだ、あのひと。

　──特に金髪の色合いと、ウェーブのかかり具合がそっくり……。

「ねえ、クローディア。レディ・アンジェラがあの後どうなったか、聞いてない？」

「レディ・アンジェラ？　ひどいですわ姉様、久しぶりにわたくしと逢ったというのに、他の女の話をするなんてッ！」

「愛人ごっこなら後で付き合うから。急に倒れたようだけど、命に別状はなかったのよね？」

「ノリが悪いですわ、姉様。──レディ・アンジェラは、ただの貧血だったそうです。念のために医師を向かわせたのですけど、婦人用の控えの間で少し横になったら、迎えの馬車に歩いて乗れるくらいには元気を取り戻されたとか」

　セシアのすげない対応に一瞬頰をふくらませながらも、クローディアは陳ちん腐ぷなメロドラマ調の演技をあっさりと捨て、てきぱきと答えてくれた。大おお粒つぶのエメラルドを思わせる瞳を、利発そうに輝かせて。

　それはあの後、クレオヴィスに頼んで集めてもらった情報とまったく同じ内容だ。おかしなところも見当たらない。が。

「医師は、人間用の医師よね？　〈ファウスト〉の魔術医師は──」

「いいえ、呼びませんでしたわ。今回のパーティーには、悪魔やそれに類する方々は出席されてませんでしたから、よくある、魔の気にあてられたということもないと思いまして」

「悪魔がいないって──やっぱりそうだったの？　称号貴族の悪魔の方々も、ひとりも？」

　先刻、広間で、黒衣のあれ以外には悪魔らしいひとを見かけなかったので、確かに妙だとは思っていたが。

〈白の王国〉アルビオンは、この時代にしては特殊な国だ。

　エウローペ大陸に属する国々はどこも、悪魔や魔物の存在に怯え、彼らと関わりを持ったとされる人間を片っ端から異い端たん審しん問もんにかけ、時には火刑に処しよすという『魔女狩り』の嵐あらしに巻きこまれているのだが、晴れた日にはエウローペ大陸の西海岸から見えるほど近い距離にある島国アルビオンだけは、悪魔と──〈黒世界〉生まれの住人との共存をひそかに実現させているのだ。魔女狩りとも、もちろん無縁である。

　その理由はいくつかあるのだが、今はさておき──。

　アルビオン政府に友好的で、かつ極きわ立だった貢こう献けんをした悪魔や魔物には、〈黒〉騎士や〈黒〉伯はく爵しやくといった称号を与えられることがある。〈青の薔薇十字団〉に属する悪魔や魔物も、最低でも〈黒〉騎士の称号を持っている者が多い。

　そして称号を授けられるということは、すなわち宮殿への出入りを許されるということ。

　女王陛下のハロウィン・パーティーは、特に〈黒〉貴族たちの興味を引く──普段は気どっている人間の貴族が、自分たちを真ま似ねた仮装をするのが滑こつ稽けいで仕方ないらしい──そうで、毎年錚そう々そうたる顔ぶれが揃う。それは楽しそうに、普通の人間のふりをして。

「それを説明すると長くなりますから、姉様、こちらにどうぞ」

「わかった。じゃ、遠慮なく」

　クローディアに手を引かれるまま、セシアはレース風の白い卓覆いがかかった円テーブルへとついた。ヘアピンと苦戦しながらベールを外し、室内を見渡してみる。

　さっきから笑顔の絶えないクローディアの書斎は、いつ来ても綺麗だ。ローズグレイ・ハウスのセシアの私室ときたら……いや、やめておこう。思い出してもげんなりするだけだから。

　大きな暖だん炉ろで盛大に燃える火。大小さまざまな青せい磁じやガラスの花か瓶びんには、『秘密の花園』で育てられたと思おぼしき白薔薇がふんだんに盛られ、炉ろ棚だなや窓辺に清せい楚そな華やぎを添えている。

　万が一にも覗かれたりしないよう、絹のカーテンをかけた窓は鎧よろい戸どまで閉ざされていた。

「ええと……姉様もミルクティーでよろしいですか？」

「いいけど、だ……大丈夫？　やっぱりわたしが淹いれようか？」

「……残念ながら、その方が安全なようですわね」

　茶葉の缶をひっくり返しそうになるほど危なっかしい妹の手つきを見かねて言うと、クローディアはちょっとしょんぼりしながら諦あきらめた。普段は侍じ女じよにやってもらっているのだろう、仕方ない。『昼ひるの女じよ王おう』の仕事は美味しい紅茶を淹れることではないのだ。

　二人用のふんわりとしたポットにティー・コゼーをかけて蒸らす間に、セシアは話を進める。

「それで、どうして悪魔の──〈黒〉貴族の方たちはいらしてなかったの？」

　クローディアはふと笑みを消して、声を低めた。

「〈黒世界〉で、近く、継承戦争が起こる気配があるそうです」

「え!?　継承戦争って──〈黒世界〉の魔王の後継者争いことよね？　もちろん」

「ええ。といっても、正確にはまだ『近いうちに起こるかもしれない』という噂うわさの段階だそうですけれど。〈黒〉貴族の方たちは皆、他愛もないハロウィン・パーティーなどよりもそちらが気がかりで、いったん〈黒世界〉に戻られたようです」

「誰が魔王になるかで〈黒世界〉の勢力図は一変するものね……。なるほど、それで今年は宮殿で悪魔を見かけなかったんだ」

　何度か頷く。いつもならば、ひそかに宮殿に詰めている〈青の薔薇十字団〉の騎士の出番、つまり〈黒〉貴族と人間の招待客のトラブルが大なり小なり発生するのだ。困ったことに。

「っと──そろそろ三分ね」

　お湯で温あたためておいた、優雅なまるみのある白いカップに、上等な濃こいミルクを先に入れてから紅茶をそそぐ。セシアの手元を興味深そうに見つめ、クローディアがふと呟いた。

「姉様は、ミルクは先に入れる派なのですね」

「え。後から入れた方がよかった？　ごめん、わたし、執事さんのやり方しか知らなくて」

「いえ、わたくしは別にどちらでも構わないのですわ。毒さえ入っていなければ」

「……さらっと怖いこと言わないで」

「ですが貴族たちのお茶会では、ミルクを先に入れるか後に入れるかで議論が白熱することがめずらしくないそうですの。どちらが先でも死ぬわけでもありませんのに」

「平和ねえ」

「平和ですわよね。まあ、わたくしを暗殺するかどうかで議論されるよりはマシですけど」

「……だから、さらっと怖いこと言うのはやめてと……」

　パーティーの凝った飲み物と違って、紅茶は落ち着いた。「紅茶を飲むと虫歯になりにくいのよ」。そう言って母に冷ました紅茶でうがいをさせられたことを思い出しながら、セシアは先刻から気にかかっていたことを訊ねてみる。

「ところでクローディア。黒髪にアイスグリーンの瞳の〈黒〉貴族って、いたかしら？」

「──それは男性ですの？」

　妙な間があった。

　ハロウィンらしく髑どく髏ろをかたどったビスケットを割る手を止めて、セシアは妹を見る。

「男性よ。黒衣が似合う、細身のハンサムで──……ってなんなの、その白しらけた目は」

「姉様がその方にひと目惚ぼれでもされたのかと疑っている目ですわ」

「なッ、そんなわけないでしょう!?」

「そうムキにならないでくださいませ。でも、性格はアレでも見み目め麗うるわしい契約者ウオーカーの方たちとひとつ屋根の下に暮らしているのに、姉様は恋をしたくなりませんの？」

「ルーシャスたちは仲間で、家族みたいな存在だもの。クローディアこそ……どうなの？」

「ご想像にお任せしますわ。でも、恋人ができたらちゃんと教えてくださいね？　姉様」

「あのね……」

　小悪魔的な笑顔でひらひらと蝶のように手を振る妹とは対照的に、セシアは憮ぶ然ぜんとした顔になってしまった。笑えない冗談すぎる。

　悪魔が相手なんてもってのほかだし、たとえ相手が悪魔でなくたって──恋なんて、できるわけがない。

　公式にはクローディアの姉ではないことになっているとはいえ、セシアはエルフィナス王家の直系血族だ。下へ手たに恋だ結婚だをして子供でも生まれ、めぐりめぐって御お家いえ騒そう動どうになったりしたら目も当てられないではないか。

　──それに……。

　そう遠くない未来にクローディアが政略結婚を余儀なくされるだろう、ということを思えば、セシアだけが恋をする気になれるはずもない。……クローディアには言えないけれど。

　悶もん々もんとするセシアを後しり目めに、クローディアは一杯目の紅茶を飲み干すと、天てん井じよう近くまである書棚から漆黒の絹のカバーをかけた大判の本を取り出してきた。

「『黒くろの紳しん士し録ろく』には載っていないようですけど、その黒衣の悪魔が何か？」

「さっき、広間で見かけた──ような気がしたの。でも、気のせいだったのかも」

　語尾をあいまいに濁にごしたのは、とぼけた性格で睡眠中毒とはいえ強大な魔物には違いないはずのルーシャスが、悪魔らしき気配はまったく感じなかったと言っていたからだ。

　幻まぼろしだったとは思わないが、そう言われると自信を持って『彼は本当にいた』と断言するのをためらってしまう。そんなところだ。

「では、その悪魔とレディ・アンジェラの件には、何か関係がありますの？」

「まだわからないわ。気にはなってるけれど」

　即座に否定しながら、セシアは妹の的確な反応に、内心ひやりとさせられていた。

　──さすがに鋭いな。

　純白の翼を持つ天使のような美貌と、打てば響くしっかりした頭脳、そして名優さながらの演技力を兼ね備えた少女。それがアルビオンの、当代の『昼の女王』である。

　一応『夜の女王』の称号は継ついだものの、まだそれに見合うだけの人間になれていない自覚のあるセシアは、ときどきこの優秀な妹に羨せん望ぼうとも憧どう憬けいともつかないものを感じる。

「任務がないのでしたら、今夜はこちらに泊まれませんか？　姉様」

「ここに？」

「ええ。わたくしの部屋に」

「報告書は昨日で片付けたし、無理ではないけど──その、大丈夫なの？　侍女や聖騎士のひとに見つかったらマズいような。特にあの口うるさい聖騎士団長なんて……」

　セシアは『夜の女王』という〈青の薔薇十字団〉の象徴的存在で、裏では『昼の女王』とも呼ばれるクローディアとは任務で関わりを持つこともあるから、こうして秘密のお茶会をしているのを見られる程度なら大丈夫だ。『迫せまる継承戦争のことでちょっと、内密の話を……』などと言い逃れできる。

　しかし今の悪魔や魔物との共存関係や魔術、ひいては〈青の薔薇十字団〉の存在そのものを快こころよく思っていない人間は宮殿内にも少なくないのは厄やつ介かいだ。そういうひとは、セシアがクローディアに近づくことすら歓迎していない。ひと晩一緒に過ごしたりしたら何を言われるか。もちろん一番心配なのは、親しくしすぎて双子だとバレたら困るということだが。

　──今さらだけど……なんだか不倫してる間ま男おとこみたいな悩みじゃないの、こういうのって。

　うっかりそんな連想をして、一人で微妙な気分になってしまった。

　対してクローディアは引き下がらず、潑はつ剌らつと続けている。

「大丈夫ですわ。わたくしの部屋ではなく、『秘密の花園』の休憩小屋を利用するのです」

「あ、なるほど。その手があったか」

　あそこなら王家の人間以外は近づけない。

　明日の朝『女王陛下がお部屋にいない！』と騒ぎになりそうだが、その前に宮殿にクローディアを返して、セシアはこっそりと去ればいいだろう。よし、それで行こう。

「でも大丈夫かしら。あの小屋、ちょっとしたコテージくらいの設備はあるけど、今から人目を避けていろいろ運びこむのは手間よ？」

「それも大丈夫ですわ。ストーブ用の薪まきはもちろん、二人分の温かい毛布、ナイトドレス、お菓子、飲み物──必要なものは全部、昨日までのうちに運びこんでおきましたから。あとは一緒に行って、朝までお喋りするだけですわ。そうそう、吸血鬼殿と執事殿にもお部屋は別にご用意しておきましたからご安心あれ」

「……参りました。よし、それなら遠慮なく泊まらせてもらうわね」

　ローズグレイ・ハウスの執事並みに用意周到で、ちょっと圧倒されたのは内緒にしておく。

「ではすぐに行きましょう！　姉様のために、とびきり華はなやかなナイト・ドレスを用意しておきましたの。楽しみですわ～」

「え!?　い、いや、わたしは普通のナイト・ドレスでいいんだけど……あの……聞いてる？」

　仕事柄シンプルな衣裳ばかり選びがちなセシアを嘆なげいて、隙あらばレースやドレープで乙女おとめらしく飾りたてた服を贈りつけてくる妹の言う『とびきり華やか』なナイトドレスは、どこまでドリーミーな代物なのか。

　想像してちょっと恐れをなしたセシアは慌てて叫んだのだが、最高に上機嫌な『昼の女王』にはそんな訴うつたえは当然のように聞き流されてしまった。




　しかし結局セシアは、夜明けとともにティターニア宮殿を去ることになる。

　レディ・アンジェラが行方ゆくえ不明になった、という報せが入ったために──。
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　ロンディニウムの夜明け、人ひと気けの途と絶だえた路地裏。

「おっし、これでどっちが無む謀ぼうかはわかったな？　つってももう聞こえてねえか。残念！」

　得意の肘ひじ打うちで、喧けん嘩かを吹っかけてきた少年ギャングの最後の一人を地面に沈めると、彼は余裕たっぷりに言って笑った。安いジンで酔った相手とはいえ、喧嘩慣れした五人を向こうに立ち回りを演じたというのに、恐ろしいことに息ひとつ乱していない。

　ミッドナイト・ブルーという不思議な色をした髪を適当にかき上げた時、彼は気絶した少年ギャングの上着から落ちた財布に気づいた。口が開いて、可か憐れんな『妖よう精せいの女じよ王おう』の横顔の彫ほられたウィラル金貨がこぼれている。

「お？　なんだよ俺より金持ってんじゃねえか、生意気な奴め──って、待てよ」

　ちょっと情なさけない文句をぼやきかけて、彼はふと思いついた。

　視線の先には金貨。

　頭の中には、それを頂戴してしまおうかどうかで、ちょっとした葛かつ藤とうが渦うず巻まいてる。

「うーん……さすがにそれはマズいか？　でも手ぶらで帰るのはしんどいよな。ズレネル退治ん時にやっちまったってのに」

　今頃予算オーバーに悩んでいるだろう、彼の真ま面じ目めな『お姫様』のご機き嫌げんをとるために手に入れたラズベリー・セーキの瓶ボトルは、棍こん棒ぼうで殴なぐりかかってきた五人をあしらっているうちにうっかり割れてしまったのだ。

「じゃ、そういうことで──……ぬお!?」

　あきれるほどあっさり良心の呵か責しやくを捨て、五人の財布を巻き上げることに決めてしゃがみこんだ直後、彼はいきなり鳴り響ひびいた銃じゆう声せいに驚いて飛び上がった。

　まさか、と思いながら振り返ると、暗く湿しめった路地の先に見慣れた黒馬車が止まっていた。

　自分で扉を開けて出てきた銀髪の少女は、やっぱりというか銀色の銃を手にしている。

　威い嚇かく射撃だけで、彼は降参するみたいに両手を挙あげ、吠ほえるみたいに叫んだ。

「やっぱ姫さんかよ！　うわーお！」

「うわーおじゃないでしょう、アルカイン！　あなた今何しようとしてたのよッ」

　彼──アルカインは、大おお股またで近づいてきたセシアを、悪いた戯ずらが見つかって気まずい子供そっくりの表情で見下ろした。

「いや、まあ、なんだ。こいつらから授業料をもらおうとだな」

「なんの授業よ……。どうせあなたのことだから、ろくでもない喧嘩をしただけでしょ」

「喧嘩は人生の勉強って言うだろ。だから授業料だよ。それに見ろよ姫さん、こいつら意外に金持ってるんだぜ？　この前の予算オーバーの足しにしてもらいたいなっていう、俺のけなげな騎士道精神をわかれよ」

「わかりません。単なる追おい剝はぎのどこが騎士道精神なのよ」

　確かにアルカインは〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉に属し、セシアと契約を交かわして長いので黒騎士の称しよう号ごうを得ているのだが、地の不良でヤクザな性格は一向に改善される気配がない。本人は自分が騎士らしくないのを悩むそぶりもないが、セシアはときどき頭が痛い。

「いいじゃねえかよ、どうせこいつら、このへんを縄張りにしてるギャングだろ？　金なんか持ってたってロクな使い方しねえんだから、巻き上げた方が世のためだと思うぜ俺は」

「……確かにそうかもしれないけど、かといって騎士が犯罪に走ったらおしまいでしょう。予算のことはクレオヴィスさんが努力してくれてるから、わたしたちは行くわよ」

「ああ？　行くって、そんなひらひらした格好でどこにだよ。仮装大会か？」

「違います、任務よ。また魔術事件が起きたようなの。ほら、早く妖精馬車に乗って」

「いでででで!?　耳引っ張んなよ！」

　そんな微妙に情けなくなるやりとりを経て回収した二人目の契約者を連れ、セシアはレディ・アンジェラが行方ゆくえ不明になった現場へと急いだ。

　深しん紅くのベルベットで包まれた座席に長身を放り出すようにして座ったアルカインは、それまで小脇に抱えていた騎士服のコートを面倒くさそうに着こみながら、セシアに訊たずねてくる。

「執しつ事じは屋敷だろうけど、ルーシャスの野郎はどうしてんだ？　まさか寝てねえだろうな」

「眠そうだったけど寝かせてないわ。違う調べものをしてもらってるの」

「──センレッドは帰ってんのか？」

　センレッド。セシアの三人目の契約者ウオーカーだ。二日前の任務ではアルカインと行動していた。

「昨夜、クレオヴィスさんに連絡があって、今夜には戻れると言ってたそうよ。そういえば一緒に過ごしてなかったの？」

「昨日までは一緒だったぜ。あいつ、どこに行ってたか話したか？」

「まだらしいよ。帰ってきてからゆっくり教えてもらうつもりだったけど」

「そっか。じゃ、帰ってからゆっくり訊きな。笑えっから」

「……気になるんですけど」

「それよか任務のが大事なんじゃねえの？　俺の姫さんは。説明しろよ、何があったか」

　にやりと笑う不良騎士に、一本とられたなと思いながら、セシアは素直にそのとおりにした。

　別れ際ぎわに妹がバスケットで持たせてくれた、お泊まり会の残りの焼きドーナッツやジャムタルトを分け合いつつ話をしているうちに、馬車が止まる。

　ロンディニウム大たい火か記き念ねん塔とうの足元、河幅が広くて寒々しいウィンザー・リバーの岸。

　現場は、停てい泊はくしている私有快走船カシオペア号の、さほど広くはないが豪華な船室だ。

　先に到着していた騎き馬ば警けい察さつ隊たいの責任者は、セシアが名乗るとすぐに船室に通してくれた。

「あとでもう一度〈ファウスト〉が実況見けん分ぶんすることになってるから、毛とか爪つめのかけらとか散らかさないでよ、アルカイン」

「わかってるっての。俺をそこらの躾しつけのなってない犬と一緒にすんなよ、人じん狼ろう様だぞ？」

「言ってるそばから耳が出てる！」

　セシアは慌あわてて、アルカインの頭のてっぺんににょきっと生はえた三角耳の間を、閉じた羽は根ね扇せん子すでパシンとはたいた。ちょっと乱暴だが、変身の途中の人狼は、殴なぐると耳やしっぽが引っこむ習性がある。アルカインが身をすくめた。

「って！　いいじゃねえか耳くらい。しっぽと違って、抜け毛も多くねえんだから」

「とか言いつつ、しっぽも出てるじゃない！」

　再び羽根扇子が一いつ閃せん。

　ともあれ大きな三角耳としっぽさえ隠せば、アルカインは二は十た歳ち手前の野性的な青年にしか見えない。奔ほん放ぽうに逆毛だったミッドナイト・ブルーの髪、暗闇では太陽のように輝く黄金の瞳。〈青の薔薇十字団〉の騎士服である黒と銀のコートは、耳を隠すために特別にフード付きで、丈たけも腰までという軽快なデザインのものを選んでいる。

　バランスよく筋肉のついた長い手足とあいまって、子分たちと一日中悪さに明け暮れていそうな少年ギャングじみた雰囲気がある。どこか貴族的な頽たい廃はいの空気をただよわせる吸血鬼とは違った意味で、騎士らしさの足りない青年だ。

「だって満月が近いから、身体からだがむずむずすんだよ。俺も野生に返りたいお年頃だってのに、ったく雇やとわれの人狼はつらいぜ」

「野生に返るならローズグレイ・ハウスの裏庭でやってちょうだい。専用の放し飼いスペースを造ってあげたでしょう？　いくらでも遠吠えしてもいいように、完全防音で」

「放し飼いって言うな。俺をそこらの躾のなってねえ犬と一緒にすん──」

「ほら、言ってるそばからまた耳が出てる！」

　三み度たび、羽根扇子が唸った。

　半端に伸びた髪をばりばりとかきながら、アルカインはシェル・ピンクの敷物の上にしゃがみこむと、訓練された犬のように鼻を軽くひくつかせた。室内に残っている魔力、悪魔や魔物の気配を人狼特有の感覚で探さぐってくれているのだ。

「今のところ、特に悪魔的なにおいはしねえけどな……。なんでアンジェラとかいうお嬢の行方ゆくえ不明が魔術事件じゃねえかって言われてんだ？」

「──あなた、もしかして、わたしが馬車の中で説明したのを聞いてなかったの？」

「うおッ、羽根扇子構えるなよ！　そういう意味じゃなくて、行方不明になったのは昨夜なんだろ？　もしかしたらお忍びで街に出てるとか、厳しいお袋さんの目を盗んで男と逢ってる可能性だってないとはいえねえだろってことだよ」

　昨夜のパーティーでも身につけた黒いドレスの裾すそをさばいて人狼のそばにしゃがみこむと、セシアは友達に宿題を教えてあげるような口調で言った。

「いい？　レディ・アンジェラは昨晩倒れた後、馬車でここまで来て、お父上の子し爵しやくが所有するこの船で、西街区の自邸に戻ろうとしたの」

「って、倒れた後に船に乗ったのか？　余計に気分悪くなんねえか」

「昨日はハロウィンでロンディニウム中が混雑してたから、馬車で帰ろうとしたら三時間以上かかったのよ。その点、船ならスムーズ──ここからなら、河の流れに任せるだけでも二十分ほどで西街区にたどりつけるわ。しかも揺れ具合は馬車と大差ないし」

「あー……馬車のが小こ刻きざみに上下に揺れる分、キツいかもしれねえか」

「そういうこと。──ともあれ、船は何事もなく出発。けれど、この船室に娘さんを寝かせた子爵夫人がちょっと甲かん板ぱんに出た隙すきに、レディ・アンジェラは煙のように消えてしまったの」

　セシアは、小花模様の壁の上部にある、死ぬ気でがんばっても頭が抜けるか抜けないかというサイズの円い窓を羽根扇子で示す。

「ドアには子爵夫人が鍵かぎをかけていたから、唯一の出口はこの窓だけ。最近流は行やりの探偵小説ふうに言うと、完全な密室だったの。これじゃあ悪魔や魔物か、魔女か──何か魔術的なテクニックがないことには、脱出は不可能でしょう？」

「ルーシャスの野郎なんかだったら蝙こう蝠もりか霧に変身すりゃ出られっけど、ただの人間の嬢ちゃんじゃ無理だわな」

「わかってくれたなら捜査開始よ。クレオヴィスさんが屋敷でイレブンシスを用意して待っててくれてるそうだから、がんばりましょう？」

　用心深く、視界の隅にアルカインを入れておきながら、セシアも船室を検分しはじめた。

　昨夜は可か愛わいらしいドライケーキなどを食べながら、クローディアと語り明かしてしまったので、睡眠は足りていないのだが、久しぶりに妹に会ったお蔭で気分はいいし、気力もみなぎっている。てきぱきと、壁に固定された戸棚やクローゼットなど、男のアルカインでは手をつけにくい場所をチェックしていった。

　レディ・アンジェラは最近流は行やりのゴージャスな花柄より、可愛らしいパステルカラーが好みのようだ。昨夜の姿──友達の話に黙だまって微笑んでいる姿、内気そうな瞳──を思い出していると、彼女が妹のひとりのように思えてくる。

　──昨夜使ったドレスやアクセサリ類には、特に魔術的な痕こん跡せきはなし、か。

　──でも、何か……何かあるはず。

　首をめぐらせたその時、クローゼットの暗い片隅にある木箱が目についた。

　経験から、セシアは直感した。これはきっと何かがある。

　木箱をそっと外に出して開けてみると、深緑色の絹を張った鞄かばんが嵌はめこむようにしてしまわれていた。把とつ手てに下げられていた金色の鍵を使ってそれも開ける。

　果たして中に横たわっていたのは──白いドレスを着せられた、少女人形だった。

　薔薇の形のティアラを飾った、見事な金色をした巻き髪のウイッグ。澄すんだエメラルド色に輝くガラス製の双そう眸ぼう。

　そして何よりも、小さな花のような顔に、セシアは釘くぎ付づけになった。

　──これは。

「なんだどうした、姫さん。そりゃ流行りの自動人形オートマタってやつか？」

　人形を凝ぎよう視ししたまま、不自然に硬こう直ちよくしているセシアのそばに近寄ってくると、アルカインは無造作に人形に手を伸ばしかけた。が、寸前で引っこめる。

　自分が〈青の薔薇十字団〉きっての破は壊かい魔ま──機械をさわっては壊し、任務に出ては建造物を破壊する名人だということを思い出したらしい。アルカインにしては賢けん明めいな判断だ。

　セシアも人狼の存在に気づいて我に返る。いけない、ぼうっとしていた。

「フェアリー・ドールの、よく何もないところですっ転んでる白しら百ゆ合り姫に似てっかな。でも何がそんなに気になってんだ？」

「何がというか──アルカイン」

　ガラス細ざい工くを扱うように丁てい重ちように人形の腰を抱いたまま、セシアは、鋭するどい眉まゆを怪け訝げんそうにひそめたアルカインへと視線を流す。

「女王をモデルにした〝エンジェル・ドール〟っていうオートマタが、記念行事ごとに限定生産されてることは知ってる？」

「全然知らねえ」

「だと思った。これはクローディアをモデルにしたエンジェル・ドールよ。ボディのフォルムと唇くちびるの形、虹こう彩さいの形から判断して、即位の時に三十体限定で作られたものね」

「あー、言われてみりゃ、確かにあの意外にどぎつい女王様に似てんな。──いてえ！　耳もしっぽも出してねえのになぜ殴なぐる!?」

「ひとの妹に向かって『どぎつい』とか言うからでしょう。話を戻すけど、これは正確にはエンジェル・ドールの偽にせ物ものよ」

「は？　なんで偽物ってわかるんだよ」

「この……足首の後ろを見て。うっすらと数字が刻こく印いんされてるでしょう？　盗とう品ひんや偽ぎ造ぞう品ひんをすぐに見つけるためのシリアル番号で、一種の暗号になってるんだけど、これはまったくでたらめな配列よ。しかも即位の時のバージョンは、王家に近い家柄の方にだけ下か賜しされたの。王家とは血縁関係のないレディ・アンジェラのおうちが所有してるはずがない。ほぼ百パーセント偽物ね。それもかなり精巧な──」

　饒じよう舌ぜつなセシアの語りを、アルカインは勉強嫌いの学生が数学の授業を聞いている時のように眉み間けんに皺しわを作っていたが、やがてぽつりとぼやいた。

「よくわかったけどよ……なんか詳しすぎるくらい詳しくね？　姫さん」

「だってわたし、クローディアのオートマタなら全バージョン持ってるもの」

「妹マニアかよ、気持ち悪──いで！　だから耳もしっぽも出してねえのに殴るなよ！」

「さっきから失礼なことばかり言ってるからでしょう!?　それに今のは、殴ったんじゃなくて足を踏んだのよッ」

　ともあれ、セシアはこの人形が妙に気になったので、〈ファウスト〉に詳しい鑑かん定ていをしてもらうべく運び出そうとしたのだが──。

「──それは娘の宝物よ」

　突然、背後で声がして、空気がぴんと張り詰めた。ひとつしかないドアを振り返る。

　子爵夫人だ。飾りけのない藍色のドレス姿で、淡い金髪はきつく引っつめている。

　今の声は気き丈じようそうだったが、娘の突然の失しつ踪そうで苦しみ、疲れて、気力だけで動いているのは暗く乾いた目を見れば明らかだった。

「あなた方は何？　ロンディニウム騎馬警察隊ホース・ガードの人間ではないわね」

　……誰、ではなく、何、というのが地味にくる。尖った声といい、子爵夫人がセシアたちを胡う散さんくさく思っているのは明らかだった。船室に緊張が走る。

　──まずいわ。

　騎馬警察隊のひとが、この事態に気づいてくれることをセシアは願った。セシアたちが自己紹介するよりも、制服を着た警官に身分を保証してもらった方が、このピリピリしている夫人は納得しやすいと思われた。

「早く答えなさい。あなた方は何？」

　頭ごなしの言い方にかちんときている様子のアルカインを目で制して、セシアはまずは礼儀正しく一礼してみせた。

　夫人が怒りだす寸前まで待ってみたが、警官が来てくれる気配がないので、諦あきらめて口を開く。

「ロンディニウム騎馬警察隊に協力させていただいている、霊れい媒ばい師しのマリアと申します。こちらはわたくしの助手のアルフです」

　なるべく大人びた声を作ったつもりだ。『マリア』も『アルフ』もよく使う偽ぎ名めいである。

　夫人は冷たく目を細めた。

「霊媒師ですって？　霊媒師が、そのオートマタをどうするつもりなの」

「ご令嬢の行方を捜す手がかりになりそうなので、詳しく調べます」

「オートマタが？　それは、さる高貴なお方から譲ゆずり受けたものよ。今回のことに関係があるなんて信じられないわ」

　攻撃的な声こわ音ねだった。夫人の不審感と苛いら立だちは早くもピークに達しているようだ。

　セシアがベールをかぶったままなのも、見るからに礼儀にうるさそうな夫人の神経を逆さか撫なでしているのには気づいていた。だが、ベールをとって自分が二十歳にもならない小娘だとバレたが最後、夫人がさらに機嫌を損そこねることが予想できたから、このままでいるしかなかった。

〈青の薔薇十字団〉と『夜よるの女じよ王おう』のことは、一般人にはできる限り知られてはいけないことになっている。肩書きを利用できないのが、こういう時に厄やつ介かいだ。セシアは懸命に食い下がる。

「価値のあるものだということは、重々承知しております。丁重に扱い、傷ひとつつけずにお返しすることを聖母マリアの御み名なにかけて誓いますので、どうか──」

「いいえ。もう結構よ」

　夫人はにべもなく、セシアの低姿勢でとりなすような言葉をつっぱねた。

「そのオートマタを持ち出すことは許しません。あなた方は今すぐここから消えなさい。捜査は騎馬警察隊ホース・ガードに任せるつもりだけれど、詐さ欺ぎ師しくずれの協力は必要ないわ」

　泥棒を見るような目だった。見下す目。
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「おかえりなさい。あなたのことを想うと朝も起きられませんでしたよ、セシア」

「……朝は起きなさい、ルーシャス」

「失礼、間違えました。夜しか眠れませんでした」

「夜だけ眠れば十分でしょう!?」

　曇くもり空の正午。

　セシアはローズグレイ・ハウスに帰ってきて早々、寝ぼけ眼まなこで金髪は乱れぎみ、タイも曲がっているという明らかに居眠りから今起きましたという姿で出迎えてきた吸血鬼と、疲れるやりとりをしてしまった。

「お嬢様、どうぞ」

　遅いイレブンシスのテーブルで執事が淹いれてくれたのは、カモミール・ティー。

　セシアの微妙な気分を、いまひとつ冴さえない表情から察してくれたのだろう。昨夜の食べすぎも心配してくれたのか、マリーゴールドも控ひかえめにブレンドされているらしく、甘あま酸ずっぱい香りの後に苦みを感じた。

　──うん……少し、落ち着いたかも。

　ハーブティー自体の作用というより、母親のように繊せん細さいに気遣ってくれるクレオヴィスの存在に癒いやされた気もする。

「なるほど……それは災難でしたね、君も」

「だろ？　ったく、貴族のおばちゃんってのは無む駄だに偉えらそうで腹立つわ」

　少しも落ち着いていない様子のアルカインに、セシアの向かいの席から「姫さんもムカついただろ？」と同意を求めてこられると、やっぱり胸が悪くなってしまったが。

「……レディ・アンジェラのことで取り乱してるんだと思うし、わたしもベールを取らなくて失礼だったとは思うんだけど──……いや、ごめん。やっぱりアルカインを見たあの目だけは許せそうにないわ、わたしも」

　ゴミでも見るような目でアルカインを一いち瞥べつした子爵夫人。思い出すとこめかみが引きつる。

　アルカインも舌打ちしながら、さらに頷うなずいた。

「そうだよな！　いや、俺は別に気にしちゃいねえけどよ、姫さんを思いっきり火か事じ場ば泥どろ棒ぼう扱いしやがったのはやっぱ許せねえぞ。嚙かみつかなかった俺を誰か褒ほめてほしいぜ」

「まあまあ。熱く友情を確認できたところで、その話はもう、忘れる方向にしませんか？　二人とも。ムカつくことは何をどうしたってムカつくんですから、そんな無礼なひとのことは早く忘れて、寝るか、執事さんの美お味いしい食事を味わうのが一番ですよ」

　見た目は二は十た歳ち過ぎくらいにしか見えないが、この中では一番──それこそクレオヴィスの数倍も──長生きしているルーシャスに言われると、それは妙な説得力があった。

「セシア様～。ティーサンドですですー」

「これ白百合、妾わらわより先に行くとは何事じゃ！　ちゃんと最後までワゴンを押すのじゃ」

「白百合も芙ふ蓉ようも落ち着きなさいませ。そんな勢いでは、ひっくり返ってしまいますゆえ」

　そこでタイミングよく、フェアリー・ドールたちがワゴンを押しながら部屋に入ってきたので、本格的にイレブンシス兼捜査会議を始めることにした。

　きゅうりやペッパー・ポークを薄いパンに挟んだティーサンド。パンが乾かないように、庭で摘つんだと思しきハコベが散らしてある。付け合わせはジャガイモを薄い色合いでさっくりと揚あげたクリスプス。口の中でほろほろと崩れる、やさしい食感のショートブレッドは、クレオヴィスのシークレット・レシピだ。

　一見シンプルだが、ハーブ類はすべてクレオヴィスが庭でまめまめしく育てているものだし、サンドイッチには刻きざみパセリとレモン汁を混ぜたレモン・バターが使われていたりと、さりげなく手がこんでいるのには毎度恐れ入る。

　──本当にお母さんみたいだなあ、クレオヴィスさん。

　帰る暇もない時に利用する街の屋台や食堂も嫌いではないのだが、朝から駆けずり回った後には、やはり執事の慈じ愛あいあふれる手料理がベストだ。ほっとする。

「自動人形オートマタ──ですか」

　セシアの報告を聞くと、ルーシャスは茶葉と花びらをブレンドした彼専用の紅茶に砂糖を投入しながら、考えがちに言った。

「確かに人形は、伝統的に魔術に利用されやすい素材ですね。騎馬警察隊ホース・ガードの長官に差し押さえていただいたらどうです？　さしもの子爵夫人でも、彼には逆らえないでしょう」

「そうね。最終的にはそうさせてもらうつもり」

　昨夜から食べすぎだなと思っているセシアは、食事は軽く済ませて、ブルーベリーとマシュマロのシャーベットに移行している。……デザートは別腹なのだ。

「しかし子爵夫人は、セシアがどうこうというより、霊媒師そのものがお嫌いなように思えますが。今時めずらしく」

「『詐欺師くずれ』とまで言われてしまったからね……。もしかしたら、以前、霊媒師に厭いやな目に遭わされてたのかも」

　それなら子爵夫人がどうこうではなく、巡り合わせが悪かったとしか言いようがない。

　巷ちまたにいる霊媒師や占い師などのほとんどは、〈青の薔薇十字団〉が保護・管理する魔術師とはまったく違うカテゴリに入る。魔術は使えない、ちょっと霊感にすぐれているだけの無害な一般人。セシアのように悪魔と戦える力はない。

　ただそんなこととは関係なく、最近は上流階級──特に新しいもの好きなレディの間で降霊会や『回転ターニングテーブル』なるオカルト遊びが大流行だというから、霊媒師の肩書きも使えるだろうと思っていたのだ。完全にあてが外れたが。

「ただ、他に魔術の痕跡や魔の気や遺留品が見つからなかったのが困りものですね」

「そうなのよ、ルーシャス。あとは──」

　つと、口を噤つぐむ。

　考え事をする時の癖くせでお行儀悪くも頰ほお杖づえをついたまま──頭に思い浮かべていたのは、あの黒衣の悪魔だ。死んだ目をした悪魔。

　ややあって向かいの席から、アルカインがちょんちょんとセシアの手の甲をつついてくる。

「シャーベット、もう食わねえのか？　それなら溶ける前に俺が」

「！　駄目よ、あなたの分は別にあるじゃないッ」

「いで！」

　サンドイッチのほとんどを平らげておきながら、尚も抜け目なく獲物を横取りしようとする人狼の手を、慌ててつねって撃退する。まったく油断がならないったら。

　セシアは左隣で、優雅にミント・ミルクティーのカップを傾けている吸血鬼を見た。
















「ルーシャス。昨夜のハロウィン・パーティーでのことだけど──」

「──黒衣の悪魔ですか？」

　目を離したらテーブルに突っ伏して眠ってしまいそうなアンニュイな雰ふん囲い気きのくせに、察しだけはいいルーシャスだ。

「そう。やっぱりあなたは見た覚えはない？」

「残念ながら……。僕はあの夜も魔封じの眼がん帯たいで力を抑えてましたし、半分居眠りしてたようなものですから、感覚がにぶってたことは否定できませんけどね」

「そっか……」

「ああ、執事さんはどうです？　宮殿で黒ずくめの悪魔を見かけたりはしませんでしたか」

　駄目でもともと、という軽い口調で、ルーシャスが曇りのない眼鏡の執事へと話を振る。

　薔薇の図柄のティーポットをワゴンに置くと、クレオヴィスは姿勢を正して答えた。

「目撃いたしました」

「ほら、我が姫。執事さんだって見てないと──」

　ルーシャスの、そうでしょうともといった調子の言葉が途中で切れる。

　一瞬の沈黙。

　セシアはティーカップを落としそうになりながら驚きをあらわにして叫んだ。

「見たんですか!?」

「黒髪に黒衣、手袋まで黒の、お若い紳士のように見える悪魔でしたら目撃いたしました」

「！　そのひとです！　瞳の色はアイスグリーンでしたよね？」

「左さ様ようでした。こちらの吸血鬼殿とはタイプの異なる、しかし劣おとらぬくらいの美び貌ぼうの持ち主であられたのと、非常に美しい立ち姿が、執事の見本として教科書に載せたいほどでしたので記憶に残っています」

　注目したのはそこなのか。さすがに見ているポイントが違う、と言うべきか？

　仕事ぶりは奇跡のように完璧で、時として妙に神々しく徳の高いオーラを醸かもすこの執事が、実はマイペースな魔物たちにも負けない独特の感覚を持っていることは、セシアも理解しつつあったので、突っ込むのはやめておいた。とりあえず今は。

「その悪魔のことで、他には何か気づきませんでしたか？　クレオヴィスさん。どんなに小さなことでもいいんですけど」

「卑ひ見けんを申し述べまするに、どうやら女性客を特に観察しておいでのようでした」

「！　それって」

「いえ、お嬢様。レディ・アンジェラを──ということではないのです。ご婦人の招待客が来るたびにそのお顔を一いち瞥べつされては、一瞬にして興味を失われたかのように次の方に視線を移すという具合でした。ですが品定めというような無遠慮な感じでもなく──そう……まるで偽の宝石の山の中から、たったひとつだけ紛まぎれこんでいる、本物の宝石を探し出そうとしているかのように、私のこの灰色の目には映ったものです」

　──探していた？

　一瞬、ほんの一瞬だけ疑念が鎌かま首くびをもたげたが、セシアはすぐに自分で否定した。

　確かに多くの悪魔は、堕だ落らくさせ、魂たましいごと生命力を奪うための標的ターゲットを常に探している。この前の悪魔ズレネルのように。だがセシアの〈青の薔薇十字団〉での経験は、あの悪魔はそんないじましい真似をする小物ではないと告げていた。

「よく気がつきましたねえ、執事さん。お手柄ですよ」

「さほどでも。聖書にも『人は見ていなくとも神は見ておられる』とありますれば」

「おや。ということは、執事さんは神様ということになりますよ」

「いえいえ、滅めつ相そうもない。私は、ちょっとハンドパワーが使えるだけのただの執事です」

　吸血鬼と執事のどこまでが冗じよう談だんなのかわからない会話は半分以上聞き流し、セシアは口元に手をあてて考えこんだ。

　ゆえあって魔力の大半を封印しているとはいえ、純血の吸血鬼であるルーシャスに気け取どられずに広間に潜ひそむという芸当は下級の悪魔では不可能だ。だが上級の悪魔ともなると一人二人の人間の生命力など腹の足しにはならないため、レディ・アンジェラのみを標的にすることは考えにくい。大悪魔が人目を避けて本気で何かをしでかそうと企んでいたのなら、もっと被害が出ているはずだ。

　──でも、わざわざ広間に潜んでいたのだから、何か理由はあるはずよね……。

「お嬢様」

　執事の声で我に返る。はっと顔を上げると、物思わしげな灰色の瞳とぶつかった。

「私が記憶しているのはこの程度ですが、お嬢様の助けにはなりましたでしょうか」

「もちろんです。すごく助かりました」

「ようございました。では紅茶をご用意いたします」

「お願いします──っと、待ってクレオヴィスさん、何か欲しいものはありませんか？」

　黒服の肘に軽く手をかけて引き留めると、クレオヴィスはわずかに面めん食くらった様子でセシアを見つめ返してきた。

「──と、仰おつしやいますと」

「今のお礼に、何かさせてください。そういえば、ハロウィンのプレゼントもまだでしたし。やっぱりアンティークの銀製品とかいかがですか？」

　隣ですぐに吸血鬼が「ずるいですね。僕ががんばった時には、そんなやさしいことは言ってくれないのに」と拗すねたふうに唇を尖とがらせたが、セシアはすげなく「いつも契約どおりに血をあげてるでしょう」と切り返した。

　反対隣で人狼も「俺もがんばってんのに、ご褒ほう美びとか言われたことねえし」とぶつくさ呟きだしたが、セシアはこれも「あなたががんばると、活躍よりも被害の方が大きいからよ」と、先日の恨うらみをこめて一いつ蹴しゆうする。

「たいへん勿もつ体たいないお言葉ですが、もし甘えさせていただけるのでしたら──」

　クレオヴィスは、これも常に悟さとりを開いたように端たん然ぜんとした執事にしてはめずらしい、はにかんだ笑みを浮かべて言った。

「一度、このお屋敷で、にぎやかなパーティーなどを開いてみたいのですが」

　意外な願いだった。

　絡からんでくる魔物二人の顔をぞんざいに押しのけていたセシアは、目をぱちくりさせる。

「パーティー、ですか？」

「はい。昨晩のハロウィン・パーティーを見学した際に、刺激を受けてしまいまして。一度、執事として、大掛かりな催もよおしものを切り盛りしてみたい衝しよう動どうにかられてしまったのです」

　そう言われてようやく、セシアも納得する。

　確かにローズグレイ・ハウスの仕事は──住人にマイペースで世話の焼ける魔物がいて、予算のやりくりに頭を悩ませるという点を除けば──地味で単調で、奇跡の執事がその手腕をフルに発はつ揮きできる機会は少ない。

　クレオヴィスにとってそれは、平和だが、内心物足りなさを感じてしまう日々でもあったのだろうか。今まで察してあげられなかったことを申し訳なく思いながら、セシアが「それじゃあ今度の休みに計画を練りましょう」と笑顔で快かい諾だくした時、ノックの音が響いた。

「んしょ、っと、っと、とわわ！」

　大きな扉を苦労して開けた直後に、べちゃ！　とこけたのは、くるくるの金髪に濃のう紺こんのメイド服の白百合姫。

「セシア様セシア様！　〈ファウスト〉の、あのこわーいお兄さんが来ましたです！」

　……それは、セシアが今、世界で一番会いたくない人物の訪れだった。
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　ゲオルク＝ファウストは、言わずと知れたエウローペ大陸伝説の『魔ま術じゆつ王おう』。

　エウローペ大陸はハルシュタット帝国に生まれた彼は、少年時代に契約した悪魔メフィストフェレスの助けによってさまざまな魔術を体系化すると、生まれ持った華はなやかなカリスマ性と演説の才能で人々を魅了、次々に弟で子しにした。

　弟子たちは皆、師し匠しようゲオルクの家族名ファウストを添え名に戴いただき、ここに智識と友情でつながれた魔術師の一族〈ファウスト〉が誕生する。

　それから時は流れ──。

　現在アルビオンで活動している〈ファウスト〉は、大陸の魔女狩りの嵐を倦うんで亡命してきたその一族を政府が『これは使える』と秘ひ密みつ裡りにそっくり保護し、アルビオン国内にすでにいた魔術師・錬金術師・秘教学者などと合流させた、なかなかに無国籍で混こん沌とんとした頭脳集団である。国家予算を割さいて最先端の魔術を研究させていて、〈青の薔薇十字団〉の技術・情報面のサポートは彼らに負うところが大きい。

　そんな〈ファウスト〉からの使者──白百合姫曰いわく『こわーいお兄さん』を、セシアは『冬薔薇の間』で出迎えた。

「──こんにちは、フリーデル＝ロッテ」

「どうやらご機嫌斜めみたいだな？　『夜の女王』」

　中央にある一人用の肘かけ椅い子すで、魔術師の青いマントをはおった細身の少年が、冷ややかに目をすがめる。

　フリーデルの指摘どおり、さっき仲間たちといた時とは別人のようにセシアの表情は硬い。

　が、それを素直に認めるのは癪しやくだった。相手が彼なら尚のこと。ふいと顔を背ける。

「別に。そうでもないわ」

「さては僕がこの前にしたことをまだ根に持っているのか」

「…………」

　それも正解だった。しゃあしゃあとした口調に神経が逆撫でされて、口の端を曲げる。

　悪魔ズレネルの事件の前に、セシアはこの同い年の少年魔術師と任務にあたっていた。

　とある錬金術師が、家族を養う金が欲しくて恐ろしい麻薬を発明し、東街区の一画を廃はい人じんだらけにしかけていた。それを食い止めなさい──というのが〈青の薔薇十字団〉総そう帥すいからの指令で、セシアは当然、錬金術師を生きたまま捕ほ縛ばくする気でいた。

　しかし同行していたフリーデルは、追い詰められた錬金術師が自作のキメラをけしかけようとするや、魔術剣で──そう、今も彼が腰に佩はいているレイピア形のそれで情なさけ容よう赦しやもなく斬り捨てたのである。セシアの制止など、綺麗に無視して。

　──『僕たちの力量すら読めない、馬ば鹿かな錬金術師だ。こういうのはいずれ同じ過あやまちを繰り返すし、〈青の薔薇十字団〉で保護したところで使い物にもならない。だから斬った』

　それの何が悪い？　とまで言いかけたフリーデルの頰を、思わず平手打ちにしてしまって以来の再会である。……気まずいとかいうレベルではない。空気が重すぎる。

「僕だってこんな使い妖精フアミリアールにでもできる雑用などしたくはないが、〈ファウスト〉には君と僕が親密だと誤解されてしまってるらしい。歳が同じというだけの理由でな。心配しなくても用が済んだらすぐに消えるから、それまでは我慢して僕の顔を見て話せ、『夜の女王』。目の前でうつむいていられると鬱うつ陶とうしいぞ」

　傲ごう慢まんな言いようにかちんときて、セシアは少年を真正面から睨にらんだ。

　弟子入りをした〈ファウスト〉での称号は『学士フリーデル＝ロッテ。添え名、小ファウスト』。黙っていればクールな美少年で通るのだろうが、アメジスト色をした瞳の鋭さと、誰に対してもつっけんどんな物言いで、女性を寄せ、ひとを寄せつけない雰囲気を作っている。

　──落ち着け。落ち着いていこう。

　この程度の性悪なセリフは、フリーデルにとっては挨あい拶さつみたいなものなんだから。いちいち怒っていたら身がもたないわ。

　胸の中で自分に言い聞かせながら、セシアはフリーデルの向かいの椅子に腰を下ろした。

「用件は──《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》のこと？」

「そうだ。メンテナンスが終わった」

　フリーデルもセシア同様、頭痛でもしているかのような仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、持参してきたセピア色の木箱を開ける。

　中に眠っているのは、セシアの愛用している魔銃《聖母の涙》だ。

　シルバー・グレイス──破は魔まの聖銀から作られた、神の恩おん寵ちようたる武器──と呼ばれる魔術武器。〈ファウスト〉がアルビオンで生んだ最先端魔術のひとつだ。研とがれたナイフのように光る銃身には薔薇と十字架の浮き彫りを踊らせ、いくつもの青い極小ダイヤまで埋めこんだ、まるで宝飾品のような拳銃である。

「疲労と磨ま耗もうがあったパーツはすべて交換した。僕が試射したが問題はないはずだ」

「……ありがとう」

　お礼だけはきちんと言っておいて、セシアは自分でも各種動作をひと通り確認すると、十秒間で何回引き金を引けるか試してみた。

　結果は左で十回、右で十二回。決して悪くはないものの、六十秒で百回引けるのが理想なので修行はまだまだだが、ともあれ《聖母の涙》が帰ってきたことには安堵する。

　──おかえり、わたしの相棒。

　いとおしむまなざしで見つめながら、心の中で愛用の魔銃にそう囁ささやきかけた。

　フリーデルが再び口を開く。

「あいかわらず君は〈ファウスト〉泣かせだな。君の魔力に耐えうる魔銃を作るより、粉々に砕くだけたステンドグラスを直す方が簡単だとストレンジラヴ博士はかせがぼやいてたぞ」

「わたしだって、申し訳ないとは思ってるわ」

　露骨な厭いや味みにセシアはむっとするが、自分が面倒をかけているという自覚は痛いくらいあるので、反論の勢いは弱い。

　双子の魔術師は、魔力が二倍。──アルビオンに古くから伝わる伝承だ。

　そしてセシアに関する限り、それは事実だった。魔術になじんだ〈ファウスト〉一族でさえおののくほどの魔力がセシアの身体には秘められている。問題はその大きすぎる力を、セシアが未だに上手く制せい禦ぎよできないこと。《聖母の涙》なしで魔術を使おうとすれば、まず暴発する。

　悪魔への未だ消せぬ恐怖心とともに、セシアの数多い悩みのひとつだ。

「ところで僕たちは今、レディ・アンジェラの事件のために、〈黒〉貴族をはじめとした協力的な悪魔から情報収集を図ろうとしている」

「あ、うん。ご苦労さまです──」

　はたと顔を上げ、思わず素直に礼を口にしていたが。セシアは途中で思い出す。

「待って。悪魔は皆〈黒世界〉の継承戦争を心配して、戻ってしまってるはずじゃ」

「そのとおりだ。だから情報が集まらなくて困っている。──しかし、一人例外がいた」

「例外？」

　腕組みをしたフリーデルの仏頂面に、さらに苦いものが加わったことに気づき、セシアは何やら厭な予感を覚えて眉をひそめる。

「君はトランスルーセント・ナイト・ガーデンを知っているか？」

「噂うわさだけは。ええと……結構、その……そう、インモラルな場所というか」

　阿あ片へん入りの重い煙草たばこ。

　甘く、耽たん美びな夢を見せる煉ねり香こう。

　そんな物が当然のように売り買いされている、いかがわしい娯ご楽らくの園という噂の──。

　……とは言いにくくて、もごもごと遠回しな表現を口にすると、「姫君には不向きな場所だろうな」と、フリーデルにさりげなく厭味っぽい言い方をされてしまった。

〈青の薔薇十字団〉の象しよう徴ちようたる『夜の女王』には、代々、エルフィナス王家の血を引く者の中から、特に魔力の強い者が選ばれている。これは〈青の薔薇十字団〉に関わる人間には、常識同然に知られた話だ。

　だから〈ファウスト〉の魔術師フリーデルも、セシアが王族だということは知っている。

　現女王クローディアの双子の姉ということまでは、さすがに秘密。

「知っているなら話は早い。実はそのトランスルーセント・ナイト・ガーデンに、問題の悪魔が逗とう留りゆうしている」

「『例外』の？」

「そうだ。それで──君に相談がある。いや、相談という言い方は正確じゃないか……」

　それでもフリーデルは昔から、セシアの血筋に臆おくすることなく、美貌に似合わぬ鋭い目つきで遠慮なく物を言ってきているので、今のこの歯切れの悪さは気になった。彼らしくもない。

　じれったくなったセシアは、当初の反感を引っこめて、アメジスト色の瞳を覗のぞきこむ。

「つまり、なに？」

「つまり──君に、その悪魔に会いに行ってもらいたい。できれば単独で」

　──悪魔に？

　セシアは目をまるくした。彼女が浄化する対象以外の悪魔に会うことは、普段はない。

　まあ『夜の女王』は──普段は他の騎士たちと同じように、魔術事件の解決に駆けずり回っているものの──〈黒世界〉とアルビオンの間で大きな問題が発生した際には〈黒世界〉との交渉の矢や面おもてに立つのが最大の役目だから、いずれはそういうこともあるだろうと覚悟はしていた。しかしこういう形で、しかもこんなに早く、そして単独で悪魔と駆け引きをする場に立たされるとは思ってもみなかった。戸惑いと緊張と逃げ腰がミックスして、なんだか視線が泳いでしまう。

「わたしが？　どうして──」

「興味深い、が、扱いにくい悪魔だ。アルビオンで存在を確認した直後から〈青の薔薇十字団〉と〈ファウスト〉がアプローチしてるが、誰が行っても協力を拒こばまれている」

「でも、それでどうしてわたしにお鉢が回ってくるの？　悪魔との交渉術じゃ、わたしなんて到底、専門家には敵かなわないのに」

「わかっている。僕たちも『君なら必ずやれる』というほど期待はしていないが、その悪魔の性別は男だ。それに君には『夜の女王』という、悪魔なら誰でも少なからず興味を持つ肩書きがくっついている。そいつの関心を引く可能性は大いにある」

　──なるほど……。

　歯切れが悪かったのは、フリーデルが苦手な話だったからか。容赦ない性格の片隅に、妙に潔けつ癖ぺき（？）な部分を覗かせる少年は微笑ほほえましいが、肝かん心じんの話はやはり微妙である。

　セシアも厭な顔を隠さなかった。というより、隠せなかった。

「わたしはそういう……女のなんとかを武器にするのって、嫌いよ」

「だろうな。だが〈ファウスト〉と〈青の薔薇十字団〉の情報担当は手詰まりだ。君は、個人的な好き嫌いで事件の解決が遅れても平気な人間か？」

「そんなはずないじゃない。──……わかったわ、やってみる」

　ほとんど売り言葉に買い言葉の勢いで、セシアは頷いていた。フリーデルがすぐに、持参してきた鞄かばんから紙束を取り出す。

「これが、その悪魔について可能な限り集めた情報だ」

「ありがとう──でも意外に少ないのね」

「ほんの数日前に〈黒世界〉からやってきた悪魔らしく、交友関係はおろか、名前すら判明していない」

　それはまた胡う散さんくさい悪魔だ。セシアはますます厭ぁな気分で眉をひそめてしまう。

「フリーデル。それで継承戦争にも興味がない悪魔なんていったら、あまり役に立つ情報は持ってなさそうな気がするんだけど」

「いや、そうは思えない。理由は資料に記載しておいたから目を通してくれ。七時には迎えの妖精馬車をよこす、そのつもりで身み支じ度たくをするように。娼婦並みに媚こびた格好をする必要はないが、場所に合っていて、相手になめられない程度の装よそおいをすることを勧すすめる」

　──〈青の薔薇十字団〉の制服じゃ、駄目なんだ。

　妹に逢いにいく時ならばいざ知らず、どうもドレープたっぷりのドレスや踵かかとの高い靴になじめないセシアはつい、きゅっと眉根を寄せてしまう。

「十分に気をつけろ。『夜の女王』」

　さっき宣言したとおりに手早く荷物をまとめると、フリーデルは警告の口調で続けた。

「非常にクセのある悪魔だ。吞のまれるなよ」

　──なんだそれは。

　引き受けはしたものの、いまひとつフリーデルの警戒ぶりや事の重大さを吞みこみきれないまま、セシアは彼が去った後に、その問題の悪魔とやらに関する資料をぱらぱらとめくってみて──はっと手を止めた。

《身体的特徴[image: ②]──髪は漆黒。虹こう彩さいは、極きわめて透明度の高いアイスグリーン》
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　トランスルーセント・ナイト・ガーデン。

　所在は、西街区と東街区の境界。黒系の色の名前である『トランスルーセント』を冠かんし、日没から夜明けまで開園するという独自性で知られている、さまざまな遊ゆう戯ぎ施設つきの庭園。

　初めて訪れる夜の娯楽の園に、セシアは一人、こわごわと足を踏み入れたのだが。

　──……綺き麗れい！

　意外と清潔な上に美しい風景に驚いて、ラピスラズリ色の瞳を瞠みはった。

　今夜はハロウィン・シーズンの特別企画として『ゴールデン・ジュエル・ライト』と題し、遊園中の植物という植物を幻想的なイルミネーションで飾っているのだそうだ。樹の上にはレプリカの宝冠や首飾りをつけた鴉からすの剝はく製せいが飾られており、マリーゴールド色の灯あかりがセシアの足元まで降りそそいでいる。見み蕩とれるほど幻想的なセットだ。

　しかし重厚できらびやかなファッションの客が多いと聞いていたのに、異様なほど人ひと気けがないのは気になった。

　──他のお客さんは、一体どこに隠れてるのかしら……？

　自分のドレスの裾が芝しば生ふを掠かすめる音まで聞こえる静けさが、神経を尖らせる。セシアは無意識に剝き出しの二の腕をさすった。不安で落ち着かない。

　またぞろ昼寝しようとしていた吸血鬼をソファから引き剝がして、以前クローディアからプレゼントされたはいいが身につける場に恵まれず、しまいこんでいた衣裳とアクセサリの山を掘り起こしてもらったのが午後のこと。

　──『凜りんとした黒と、清せい楚そな銀。セシアに一番似合う取り合わせですよ』

　ルーシャスは笑ってそう請うけ合あってくれたが──と、セシアは通りすがりの噴水に映った自分の姿を睨んでみた。

　十字架形態にした《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》をごまかすために選んだのは、胸元を黒白の蝶モチーフや薔薇のコサージュで飾りたてた、シャンパンシルバーのドレス。美しいドレープの陰からは、月明かりで妖艶に輝く黒革の靴くつが覗く。

　確かに感じはいい。が、ただ美しいだけのコーディネートではない。

　フェアリー・ドールたちに結い上げてもらった銀髪には、ボタンひとつで隠しナイフに変形する髪針をいくつも挿さしているし、大ぶりでインパクトのある指輪やバングルといったコスチューム・ジュエリーも、実は護身用の魔術道具だ。全身これ武器庫といってもいい。

　さらにガーデンの外には〈青の薔薇十字団〉の仲間たちも待機してくれている。

　──だから、怖くない。何があっても大丈夫。

　表情の硬い自分にそう言い聞かせながら、事前に指示されたとおり、東のエリアに向かった。

　しかし無人の木立の中に四あず阿まやがぼうっと浮かび上がった途端、思わず歩みが止まってしまう。

　──これ……まるで鳥とり籠かごじゃない。

　銀色の柱を鉄格子のように組み合わせて、透明なガラスを張り巡らせた、巨大で不気味な籠である。独房じみてもいる。悪魔はここがお気に入りだそうだが、悪趣味すぎないか？

　セシアはそろそろと鳥籠に近づいた。得体の知れない怪物のいる、夜の樹海に踏みこむような気分を味わいながら。

　鳥籠の周辺は本が読めるくらい明るかったが、予想と覚悟に反して中は無人だった。

　錠じよう前まえで閉ざされた、空うつろな籠の前で立ちすくみ、セシアは訝いぶかるように眉をひそめるが。




「こんばんは。アルビオンの『夜の女王』」




　心臓に氷の針を突きこまれたような衝撃が走った。

　ぎょっとして振り返ると、見たこともない透明度を誇ほこるアイスグリーンの瞳とぶつかる。

　……影のような男が、セシアの後方数メートルの場所に現れていた。足音もさせずに。

　ほっそりとした長身。

　非の打ち所のない美貌ではあるが、完璧な無表情のせいか、受ける印象は凍いてつく冬の森で見上げた夜空だ。おそらく〈黒世界〉の装束だろう、コートのように裾の長い漆黒の上着。黒い手袋。おまけに右手には、黒い革装丁の分厚い書物をたずさえている。

　無欲で人間に無関心そうなひっそりとしたたたずまいと、冷気じみたオーラは、ハロウィン・パーティーで感じたそれとまったく同じだ。数時間前から相手の正体は予想し、覚悟も決めていたはずなのに、セシアは驚きの表情を隠せなかった。

「あなたは──」

　──ハロウィン・パーティーにいた、アイスグリーンの瞳の悪魔！

　相手も、セシアのことは覚えているらしい。浅く頷き、意味ありげに目を細めてみせる。

「はじめまして、と一応言っておこうか」

　平へい淡たんな響きの中に物もの憂うげなニュアンスを含んだ、ぞくりとする美声が耳を打つ。

　それではっとして、セシアはここに来る前にさんざん練習したとおりにおじぎした。

「──はじめまして。わたしは〈青の薔薇十字団〉のセシアという者です」

　声はしっかりしている。よし、この調子よわたし──と思っていると。

「セシア」

　黒衣の悪魔は何を思ったか、彼女の名を初めて聞いた呪文でも確かめるかのように発音した。

「それがあなたの名か」

「……知り合いにはそう呼んでもらっています」

　こんな表現をしたのは、実はセシアには『セシア』という名前とは別に、真の名として別の名前が与えられているからだ。小さい頃から両親と妹にもセシアと呼ばれてきたので、真ま名なの方がしっくりこないくらいなのだが──ともかく黒衣の悪魔は、そんな秘密にうすうす感づいているように見える。そう思うと、否いや応おうなしに緊張が強まった。

「セシアか『夜の女王』か。あなたは私には、どちらの記号で呼ばれるのがいい？」

　人形じみた無表情のまま、そんなふうに問いかけながら、悪魔が一歩近づいてくる。

　セシアは思わず半歩後退した。肩けん甲こう骨こつのでっぱりが背後の鳥籠にぶつかって金属音が立つ。

「……よろしければ、セシアと」

「ふむ」

「あの……何か？」

「継いだばかりの『夜の女王』という称号は、あなたにはまだ重荷なのかと思っただけだ」

　見透かしたような言いように、ぐっと詰まってしまった。

　そのとおりだ。しかし初対面から三分もしないうちに、隠している悩みを見抜かれるのは、ある意味ナイフで刺し貫かれるよりも精神的にこたえた。暗い気分で、みぞおちが重くなる。

　──このひと……苦手だわ。

「あの……何か？」

　百年・千年単位で悠ゆう久きゆうの時を生き永らえる悪魔からすれば、セシアなどは殻からつきのひよこに過ぎないから、こんなふうに簡単に優位に立たれても仕方ないのかもしれない。が、この悪魔の静せい謐ひつなまなざしは、セシアを妙に落ち着かなくさせた。今まで戦ってきた悪魔とは何もかもが違いすぎて、考えていることがさっぱりわからないのも厄やつ介かいだ。

　──でも、怖くなるよりはいいのかしら。

　そんな彼女の気後れを知ってか知らずか、黒衣の悪魔はひたすら淡々と言葉を続けている。

「私のことはファントムとでも呼ぶがいい。お仲間の魔術師から話は聞いていると思うが」

　幻フアントム。明らかに偽名だが、何を気どっているのかそうとしか名乗らない変わり者なのだと、フリーデルからもらった資料にあったのを思い出す。

　本名が気にならないといえば噓になるが、任務が優先だ。セシアは自分を奮ふるい立たせたが、

「ファントム。──わたしと、お話をしていただけますか？」

「なんのためにだ？」

　切り返された声が予想外に冷たく拒絶的で、思わず息を吞むはめになる。

　首筋や肩に揺れながらふれる、長めの黒髪の下で、ファントムの目は死んでいた。

「〈黒世界〉の秘密を得るために私を利用する気なら、答えは同じだ。協力はできない」

　抑よく揚ようのない口調で言い捨てると、ファントムはセシアの横をすり抜けて鳥籠もどきの四阿に入ろうとした。ちょっと面食らってしまっていたセシアは、慌てて彼の目の前に割りこんで、両手を広げる。

「待ってください、違います！」

「違う？　あなたは〈ファウスト〉と〈青の薔薇十字団〉の代表ではないのか？」

「確かにそうです。でも今夜わたしが今回あなたに逢いにきたのは、ある魔術事件を解決するための情報が欲しいからです」

　思わずストレートに言ってしまったら、ファントムは面白がるように目を細めた。みがかれた鏡のような瞳でセシアの全身をとらえると、ごく紳士的な口調で言う。

「──セシア。あなたは常に体当たりで戦ってきたひとらしいな、違うか？　せっかく極上の姫君らしく着飾ってきたというのに、色目も使わず、まっすぐで純潔な言葉で悪魔を説得しようとするあなたの姿は、今、私の目にどう映っていると思う？」

　わかるはずがない、こんな無表情な悪魔の考えなんて。しかし年頃の娘としては悲しい気もするものの『極上の姫君』らしくない自信だけはあったので正直にそう言うと、ファントムは口の端をゆがめた。──どうやら彼なりの笑顔らしかった。目はちっとも笑っていないが。

「そのとおり。姫君よりも騎士のように見える。守るべき姫君を持った、一途な騎士だ」

　どうにも唐突で、結局、馬鹿にされたのか褒ほめられたのかわからず戸惑っていると。

　ファントムは軽く肩をすくめると、改めて口の端をゆがめた。

「入りなさい」

　……開けた鳥籠の扉を示して、あまりにあっけなくそう言われたので、セシアは話の流れについていきそこねて目を瞬しばたたいた。ファントムは軽く肩をすくめると、改めて口の端をゆがめた。

「座って話をしようと思っただけだ。そう身構えずとも、監かん禁きんして食ったりはしない」

「話」

「魔術事件の解決のために、情報が欲しいのではなかったのか？　その期待に私が応えるかどうかは別だが、とりあえずあなたの話は聞こう」

　──とりあえず……第一段階はクリアしたっていうこと？

　今まで誰が行っても協力を拒み、時には完全に無視さえしたという話だから、これはなかなかの進展だろう。皆の期待を裏切らずに済んで、少しだけほっとする。

　とはいえ本番はこれからだ。セシアは早くも妙に緊張疲れしはじめているが。

　明るい鳥籠の中央には、趣味のいい円テーブルと絹張りの椅子。床にはうずたかい本の山。ファントムが読破したものだろうか、詩の本から探偵小説までジャンルには統一感がない。

　ガシャンと背後で鉄格子状の扉が閉まる音に、びくりと肩を揺らしてしまいながら、セシアは席についた。

　──生まれて初めての、悪魔との交渉の席だと思うと、動悸がしてしまう。

　それを抑えるのに意識が向いていたから、ファントムがこちらをじっと見つめていることに気づくのが少し遅れた。

「あなたの表情に興味を持ったからだ」

　何か？　と訊ねようとしたら突然そんなことを言われたので、セシアは反応に窮きゆうする。

　一方ファントムは観察でもするみたいな目で、無表情に続けた。怖いくらい淀みなく。

「私はもともと意志の強そうな顔立ちに弱いが、そこに緊張した感じと恐怖心と──それでも折れない信念のようなものを見つけると、余計に興味を持ってしまうのだ。そう。まさに今のあなたが。本当ならさほど強靭でもない姫君が、私の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに敏感に反応しながらも、騎士として何かを守るために必死で抗う姿は実に興味深い。これまで〈ファウスト〉と〈青の薔薇十字団〉がよこした人間は狂信者のように苦悩も迷いもなくてつまらない表情ばかりだったが、あなたにはそれがある。そして懸命に隠している。だから、話をしてみたくなった」

「……『それ』──というのは、苦悩や迷いのことですよね？　そんなものが、どうしてあなたを惹ひきつけるんですか？」

　弓なりの眉を露骨にひそめて、セシアは正直に説明を求めた。

　苦悩や迷いがある──などと言われても、セシアはちっとも嬉うれしくないし、それが長所だなんてとても思えない。しかし悪魔の弁舌はどこまでもなめらかだった。

「私は人間の精神の暗い部分に惹かれる。──憎悪に嫉しつ妬と、焦しよう燥そう、苦悩……自己嫌けん悪お、そして狂気。人間は負の感情を『よくないもの』として否定しがちだが、私に言わせればとんでもない話だ。心に暗い部分のない人間ほどつまらないものはない。汝なんじの隣人を愛せよ云うん々ぬんと、なんの悩みもない笑顔で語る聖職者などは、最高に虫むし唾ずが走る」

　──よくわからないけど……変なひと、よね。こんなこと言えないけど、悪趣味というか。

　受け入れがたい奇抜な嗜し好こうを語られて引きぎみになったセシアを後しり目めに、ファントムは彼女の向かいの席に悠然と腰を下ろす。そして美しすぎるほどの美貌に淡い無表情を貼りつかせたまま、手にしていた黒革の本をぱらりと開いてページに目を落とした。

「これで答えになったと思うが。セシア」

「え？」

「私がなぜここにあなたを迎え入れたのか、疑問に思っていたのでは？」

　見透かされている。いつものように『悪魔だから怖い』とは不思議と思わなかったが、この洞どう察さつ力りよくは怖いなとセシアは思わされた。

　──でも……わたしに興味を持ったって？

　貴族にもいないような美男子にそう言われたら普通はどきりとくらいしそうなものだが、残念ながら相手は悪魔だ。あいにくと豹ひように狙われた獲物の気分にしかなれない。

　改めて身構える彼女を後目に、ファントムは本から目線を上げぬまま淡々と続けた。

「話をどうぞ、セシア。これでもきちんと聞いているからご心配なく」

「……そうします」

　本を読みながらかと少しむっとしないでもなかったが、この人間に関心の薄そうな悪魔にしたら話を聞こうとしてくれるだけマシなのだと思って、セシアは気を取り直した。

　というか、もっとしっかりしないと。──完全に相手のペースに吞まれてるじゃないか。

　思えばさっきから「え？」だの間抜けな反応しかできていない。駄目だ、がんばらないと。

　セシアは腹に力をこめて姿勢を正すと、まずレディ・アンジェラの事件について説明した。

　その間、読書するファントムから視線を外さなかったのは、ちょっとした意地だ。

　ファントム。おおむね二十代後半くらいに見えるが、時として三十や四十の学者、ともすれば十代の少年のようにさえ見えてしまう不思議な雰囲気がある。百年・千年を生きてきた者独特の奥深い陰影。不安にさせられるけど、心の奥の方で奇妙に惹きつけられもする。

　読んでいる本のタイトルはわからないが、床に積み上げられているのは、どれもアルビオンで発行されているものだ。人間の書いた本を熟読する悪魔というのもめずらしい。たいていの悪魔は人間の書いた本など、三歳児の落書きくらいにしか思っていないそうなのに。

　それにしても──やっぱり、どこかで逢った気がする。

　けれど一体どこで？

「──なるほど。そんな悪さをしそうな悪魔か魔物、魔術師の情報が欲しいということか」

「そうです」

「しかし私は今まで来た人間には随分と態度が悪かった自信があるのだが、セシア──『夜の女王』という大物まで送りこんでくるとは。察するに今のアルビオンには、私以外に情報を持っていそうな悪魔がいないのか」

　セシアは少し考えてノーコメントを選んだ。ファントムに自分の優位を確信させたくはないが、積極的な噓うそもつけなかったからだ。

　それを責めることもなく、ファントムはあいかわらず本のページを一定の速度でめくりつづけながら、特になんの感慨もなさそうに言葉を継いだ。

「私はあなたの助けになれるだろう」

「！　やはり、何か知って──」

「セシア。焦あせってはいけない」

　小さく、抑揚のない声。けれど不思議と力がある。セシアは口を噤つぐんだ。

「情報の代償に、私に何を与えてくれるのか。それが問題だ」
















「代償、ですか」

「悪魔を正しく交渉せずに働かせようとすると、手痛いしっぺ返しを食う。『ロンディニウム大たい火か』をお忘れか？」

　そんなはずはなかろう、『夜の女王』が──という含みがある。

　生徒に答えを促す教師のような響きを感じたので、セシアは暗あん誦しようしてみせた。

「ロンディニウム大火。およそ三百年前、ロンディニウムに疫病が蔓まん延えんした時の事件です。悪魔との契約のルールを知らない魔女が、悪魔を召しよう喚かんし、疫病を根絶するように願った。悪魔はすぐさまそのとおりにした。──ロンディニウムを魔炎で灼やき尽つくして、感染者ごと病魔を滅ぼしたのです。魔女の願いの代償として、数万の感染者たちの魂たましいを喰くらうつもりで」

　それで確かに疫病は終息した。しかし感染者以外にも多数の人間が灼き殺された上に、ロンディニウムは焦しよう土どと化した。──野放しにしておいたら危険因子ともなる魔術師を管理するために、〈青の薔薇十字団〉が創設されるきっかけとなった惨さん劇げきだ。

「よく勉強されているようだ」

「『夜の女王』としては当然の知識です。それでファントム、あなたは何が望みなのですか？」

「私の生活はシンプルだ。必要なものは書物と、〈黒世界〉のうるさい連中に知られていない、静かな場所だけ。高潔なあなたと違って、レディ何某なにがしを助ける義務も、助けたいという善意もない。どうしても取引をしたいというのなら──あなたの『物語』との交換を希望する」

　ぱたり。おもむろに本を閉じてファントムがこちらを見る。

　セシアは彼の言葉と動き、両方に驚いて、その大粒の瞳をぱちくりさせた。

「──物語？」

「つまらない表現で言い換えるなら『個人情報』だな。『夜の女王』であるあなたが今までどのような生き方をしてきたのか、なぜ戦うのか──私はそこに興味がある。あなたが私の問いかけに正直に答えてくれたなら、交換で、あなたの欲する情報を提供して、あなたを喜ばせてみせよう。さて、どうする？　青薔薇の姫騎士殿は」

　最後の呼びかけは、挑発のようにも、巧妙な誘い文句のようにも聞こえた。一瞬だけ輝きを放ったアイスグリーンの瞳は、その後再び凪いだ湖面の如き静けさを取り戻すと、瞬まばたききもせずにセシアの答えを待つ。セシアはちょっと圧倒されながら、なんとか言葉を紡いだ。

「ファントム。あなたは本当に、それだけでいいのですか？」

「今の望みはそれだけだ。実を言えば探し物もあるのだが、そちらに関してはあなたの協力は必要なさそうだし」

　探し物？　とセシアが口を挟む前に、ファントムが言葉を続ける。

「セシア。無力なご令嬢が、今まさにあなたの助けを待っているのだろう？」

　露骨な煽あおり方。……セシアは迷う。この底が知れない悪魔に、自分のことを話すのを。

　たぶん、男性としての艶や魅力だと単純に言い切れない──普段は闇の奥で息を殺しているのに、いざとなれば一瞬で獲物に食らいついて二度と離さない、待ち伏せする獣にそっくりの油断のならない雰囲気を、ファントムの紳士的な物腰の向こうに感じているせいだろう。

　特に、絶えずこちらを冷静に観察する、すべてを見透かそうとするアイスグリーンの瞳に。

　ファントムに自分のことを語るというのは、檻おりの中でせっかくおとなしくしている獣けものに、鍵かぎを開けて血のしたたる肉の塊かたまりを与えるような行為にさえ思えて怖い。

　それでも、レディ・アンジェラ──内気な妹のように思える彼女のことを考えれば、セシアに選択肢はなかった。

「……わかりました。あなたが、秘密を守ると約束してくださるのなら、わたしの『物語』を話します」

「ほう。ということは、あなたの本当の血筋はアルビオンの秘密に関わるものか」

　鋭い。やはりただの悪趣味な変わり者ではないなと、セシアは内心警戒を強める。

「さっそく始めよう。あなたは今は〈青の薔薇十字団〉の『夜の女王』だが、そうなる以前はどのように暮らしていた？」

「……七歳の誕生日までは、王族としてティターニア宮殿にいました。その後、姫騎士としての修錬をするために〈青の薔薇十字団〉でも指折りの騎士だった師しし匠ように引きとられて、よそに移ったのです」

「その時、ご家族はどういう反応を？」

「父と母は、とてもすまなそうにしていました。……別れ際まで何度も抱きしめられたのを、今でも覚えています。妹にはわあわあと泣かれて」

　そこでファントムの眉がわずかにはねた。聞き捨てならないとでもいうように。

「妹君というのは、さては双子の片割れか」

　……〈ファウスト〉と〈青の薔薇十字団〉が、この悪魔が情報を持っていると期待した理由を、セシアもここでようやく実感した。

　王族に生まれる双子姫の片割れが、必ずといっていいほど身分を隠して〈青の薔薇十字団〉に入ることを知っているのは、悪魔の中でも〈黒〉貴族の称号を得た、それもごく一部の者に限られる。ファントムはおそらく〈黒〉貴族に、親しい知り合いがいるに違いない。

　大したコネクションの持ち主ということだ。ということは、有益な情報を持っている確率も高い。

「あなたは妹君を愛しているようだな」

「もちろんです」

「ほう。ではその愛情は、物心がついた時からずっと変わらなかったのか？」

　……どきりとさせられる質問だった。

　先刻幽霊のようなウエイターによって運ばれてきた苺いちごのワインカップの中身が、セシアの手がびくりと震ふるえたのを反映して、さざ波を立てる。

「どうした？　セシア。私はただ、妹君を憎んだり嫌ったりした時期はなかったのかと訊ねているだけなのに」

　ずきり。冷たく感じるほど淡々とした声で追い詰められ、再びセシアの胸の奥が軋きしんだ。今度はさっきよりも強く。

　──さすが、精神の暗部を愛する、なんて言ってのける悪魔だわ。

　妹のクローディアが、セシアの精神にとって大きなウエイトを占める存在だと的確に見抜いて、掘り下げにかかってきたのだろう。そしてその推測は的中している。今ファントムが訊きたがっているのは、セシアにとって、たとえ尋じん問もんされても語る気にはなれない部分である。

　父や妹はもちろん、家族も同然の契約者たちにさえ口にしたことのない、セシアの心の暗部。

　過去に抱いた醜みにくい想い。あまりにも愚おろかな行動。──そして、最悪の後悔。

　──思い出したくない。

　──わたしは昔……クローディアを……。

「無法街パンデモニウムの人形工房を探すといい」

「──……ッ!?」

　いつのまにか、ファントムがすぐ横に立っていた。それまで彼の動く音にまったく気づかなかった。彼は身をかがめて、セシアの耳元で囁いている。血の気の失せた耳じ朶だに悪魔の吐息は妙に熱く感じられて、セシアの背筋は勝手に震えた。まさしく、悪魔の囁き、というものだ。

「あなたの表情を見ていれば、答えがイエスかノーかはわかるが──一度ですべてを味わってしまうのはもったいない。素直に話してくれたことだし、今宵こよいはここまでにしよう」

「今宵は──？」

「無法街を調べたら、またここに来なさい。続きはその時に話そう。また『交換』で」

　質問の責めから解放されたことと、求めていた情報が得られたことを支えに、セシアはなけなしの冷静さをかき集めた。深呼吸を繰り返して、震える喉から声を押し出す。

「……どうして、無法街なんですか？」

「偽造のエンジェル・ドール。まずは、その出で所どころを探してみるといい。あなたは、自分がよいところに目をつけていたと知るはずだ」

　ぴんとこない顔のセシアにこの上なく紳士的に手を貸して立ち上がらせると、ファントムは変わらぬ無表情のまま、しかし口調だけはやけに穏やかにしてこう言った。

「ところで素敵なドレスだ。だが次に逢う時には、もっとあなたらしい装いが見たいな」
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　深夜。──ローズグレイ・ハウスの玄関で三日ぶりに再会した三人目の契約者ウオーカーは、なぜか出迎えの執事の背中に隠れていた。

　瘦やせてはいるがそれなりに背丈があり、しかも十八歳にはなる青年が内気な小動物のように小さくなっているのは微妙にコメントに困る光景で、夜のナイト・ガーデンから戻ったばかりのセシアは妙に脱力し、ぽりぽりと頰をかいてしまった。

「おかえりなさい──というか、なんでそんなところに隠れてるの、センレッド」

「……いや、その……すまなかったから」

　ぼそぼそと消え入りそうな声で、三人目──センレッドは言う。

　先日の予算オーバーのことを気に病やんでいるらしいが、あの日の怒りはとうに頭から消えていたし、センレッドの下がり眉を見れば反省しているのはわかるので「いいのよ」とセシアは微笑んでとりなした。──人狼の時と対応が違う？　それはアルカインが「まッ、壊れたものは仕方ねえさ！」などと、反省が足りない発言を平気でするのがよくない。

　センレッドは暗い表情を少し晴れさせて、ようやくクレオヴィスの背後から顔を出した。

　目を合わせ、妙にほのぼのとした空気が流れたところで、二人の間で黒服を着た壁状態になっていたクレオヴィスが口を挟んだ。

「お話の途中で失礼いたしますが、お嬢様、よい報しらせです。アルカイン殿とセンレッド殿が賞金首の泥棒を三人ばかり捕らえてくださったお蔭で、先日の赤字が半分近くまで減りました」

「え？　それじゃ、帰ってこない間、二人ともずっと賞金首退治をしてたの？」

「……ああ」

　センレッドはどこかきまり悪そうに頷いた。

　──『帰ってからゆっくり聞きな。笑えっから』。

　人狼の得意げな笑みが、セシアの脳のう裡りをよぎる。ちゃんとがんばったことなら自分で言えばいいのに、変なところでもったいぶるというか、面倒くさがるアルカインだ。喧嘩の話だと別にいらないと言っても自慢げに語りまくるくせに、いいことをした時ほど自分から言いたがらない。照れ屋なのかもしれないが。

　ともあれ、メンバーは揃った。

　センレッドと共に居間に入って、まずは待たせていたルーシャスたちと報告会。

〈青の薔薇十字団〉から借りた資料で、無法街パンデモニウムの人形工房をピックアップしてから、セシアは夜明けまで四時間だけ眠った。クレオヴィスが朝の紅茶を持ってくる前に、クローディアの悲鳴を聞いた気がして目覚めたのだが、もちろん気のせいだった。
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　雨の中、型の古い街灯だけが照らす無法街の入り口で、セシアと彼女の今日のパートナーを乗せた馬車が止まった。

　無法街とは、風ふう儀ぎの悪い東街区の中でも特に呪のろわれたエリアの綽あだ名なだ。ことに有名なのは、おぞましき退廃と悪徳の巣たる阿あ片へん窟くつと、アルピン・レイクという澱よどんだ池に浮かぶ、前時代に火ひ炙あぶりや死刑が行われていた小島。ギャングと怪奇ゴシップの多くはここで生まれる。

　元来じめじめと湿っぽい町並みは、ロンディニウムらしい霧のような雨に濡ぬれて、まるで湖の底から這い上がってきたばかりの怪物のように見える。

「……セシア」

　先に馬車を降りた青年が、激しい雨音にかき消されてしまいそうなほど細い声で囁いた。

「足元に、気をつけた方がいい」

「敷石がでこぼこしているから？」

　しなやかな剣士の身体を持つセンレッドは、そうだと厳げん粛しゆくにうなずく。

　気遣いは嬉しいが、このくらいならスウィフト・レーン通りの悪魔退治で経験済みだ。

　大丈夫よと微笑むと、セシアは雨よけの外がい套とうをフードまでかぶり、センレッドが差し伸べた手をありがたく借りて馬車を降りた。

　夜の影に包まれたメインストリートを、不安げに見回して呟く。

「日が落ちたばかりなのに、お墓みたいに人ひと気けがないのね。ちょっと不気味だわ」

「……スウィフト・レーンのある街区よりも、ここは治安が悪いからな。それに最近は、ナイフを持った人ひと攫さらいがうろついてるそうだ。皆、用心してるのだろう」

「人攫い」

「『人攫いジェイン』と呼ばれてる。……が、不安になる必要はない。あなたはおれが守る」

「ありがとう。でもわたしも、自分の身くらいは守るようにするわ」

「……知ってる。守る、というのはおれの勝手な気持ちだから。礼もいらない」

　雨あま垂だれのようにぽつぽつと紡つむがれるセンレッドの声には、ルーシャスのように柔にゆう和わな愛あい想そのよさはないが、生真面目なやさしさが滲にじむ。フードの陰の、彼の横顔と同じに。

　師匠によって初めてセンレッドと引き合わされた時には、彼の翳かげりの濃い瞳や寂しさに損なわれた表情に気き後おくれしたものだが、セシアも今では、彼が意外なほど細やかな気遣いや、〈黒〉騎士の称号に恥じないストイックな騎士道精神の持ち主だと知っている。

　だから無愛想な横顔を目の前にしても、セシアは自然に頰をゆるめることができた。

「ありがとう、センレッド」

「……礼はいらんと言うのに」

　照れたらしく淡く頰を染めたセンレッドの差しかける傘かさに入り、肩を寄せ合うようにして雨をしのぎながら、暗い通りを歩いた。別に甘い事情での相あい合あい傘がさではない。こうしてくっついて歩くのは、現実的な理由からだ。

　センレッドの声は、とある痛ましい事情のせいで非常に小さい。

　こうしてそばにいないと、激しい雨音にまぎれて聞き漏らしてしまいそうなくらいに。

「次の工房が、おれたちが受け持つ最後の場所か？」

「そう、『黄玉工房アトリエ・トパーズ』。この先の『ミリガンの地獄ミリガンズ・ヘル』という酒場……が……」

「……どうしたんだ？」

「……今見たら、資料にフリーデルからの注意書きがあったの。『ちなみにこの店は以前、色をつけたニスの溶剤をブランデーと偽いつわって売り、百八人の客が精神に異常をきたして運び出された過去があるので、間違っても仕事帰りに寄ろうとは思うなよ』」

　微妙な沈黙が落ちた。

「……金をもらっても入りたくない店だな。まさに『地獄』か」

「でも、今も営業を続けてるみたいよ……？」

「…………らしいな」

　行く手に、ハロウィンの悪魔的な飾りをつけた『ミリガンの地獄』の看板が見えた。

「あ──そういえばセンレッド、こんなに喋っても、傷痕は平気なの？」

「平気だ。〈ファウスト〉の治療が、最近よく効いてるから」

　鼻の先から首までをすっぽりと覆う黒のマフラー。センレッドはそれで、左頰から首筋にかけて走る、縫い傷を隠している。前は表情筋を動かすだけで痛みが走っていたそうなのに、少しは改善したのか……よかった。

「──ここだわ」

　看板のない、灰色の建物の前で、セシアは立ち止まった。一拍遅れてセンレッドも。

「これが『黄玉工房アトリエ・トパーズ』……？　全然それらしくないぞ」

　センレッドが訝しげに呟く。セシアもまったく同感だった。殺風景な石壁に、賭と博ばく場じようやダンスホールのけばけばしいビラを貼られるがままにしていて、まるで誰も使わなくなった倉庫のようにしか見えない。

　失望感が、朝から一日中歩き回った脚の疲れを、今までの数倍の重さで感じさせる。

　──また外れかしら。

　とその時、セシアの視界の隅で何かが動いた。

　知らず緊張していたせいで、思わずびくりと肩を揺らしてしまったが、なんのことはない、セシアたち同様、雨よけの外套ですっぽりと身を包んだ人間だった。

　背はセシアより少し高いくらい。骨格と歩き方からして間違いなく女性だ。ひどく大事そうに両手で胸に抱えているものは、布に包まれた赤ん坊らしく見える。

　仕事柄ついた癖で、こちらに近づいてくる相手をつい観察してしまっているセシアとのすれ違いざま、女性がうつむけていた顔をふと上げた。

　かちりと音さえしそうな勢いで目が合い、

　──隻せき眼がんのレディ？

　一瞬そう見えて驚く。が、一度瞬きしてから見直すと、単に長い前髪が落ちて左目が隠れているだけだとわかった。吸いこまれそうな琥こ珀はく色いろの瞳と黒髪の対比が素晴らしい美貌なのに、顔の左半分が隠れてしまって勿体ないような気も、薄暗い色香が増しているような気もする。

　どちらにしても印象的で、秘密を抱えているような雰囲気が妙にセシアの胸をざわつかせる美女だった。

　完全にすれ違ってしまった後でもう一度振り返ってみたくなった時、センレッドがぽつりと呟いた。

「本当に、ファントムとやらの情報は正しいのか」

「……たぶん」

　それを言われると耳が痛い。

　だがセシアは、ファントムに噓をつかれたとは考えたくなかった。

　あの風変わりな悪魔を信用しているから、というより──いろいろと微妙な想いもして得てきた情報だけに、噓とは思いたくないという理由でだが。

　……かぶりを振って、奇妙に忘れがたいアイスグリーンの瞳を頭から追い払う。

　それからふと振り返ってみたが、先の琥珀色の瞳の美女はもうどこにも姿が見えなかった。

「とりあえず入ってみましょう。ルーシャスたちとの待ち合わせまでには、時間もあるし」

　鍵はセンレッドの右手が持つ『能力』で、音もなく破壊できた。あまりやる気は出ないが、義務的に武器に手をかけながら扉の中に滑すべりこむ。

　しかし、セシアたちのあらゆる予想を裏切って『黄玉工房アトリエ・トパーズ』の中はおそろしく壮そう麗れいだった。

「……すごい」

　思わずため息が出た。隣では、センレッドも見蕩れている様子だ。

　まるで、幻想的なホテル……いや、黄おう玉ぎよくと白大理石で造られた劇場だろうか？

　天井で輝く、トパーズの結晶の山のようなシャンデリア。床には市松模様にタイルが敷き詰められ、薄黄色い灯ともしびを雪明かりのように反射している。とても『ならず者の巣そう窟くつ』と呼ばれる無法街パンデモニウムにある工房とは思えないが──。

　それに気づいた時、セシアはひゅっと息を引いた。

　──人形。

　なぜ今まで気づかなかったのか。光の届かない壁際には山と人形が積まれていた。

　完成しているものも、していないものもある。中にはミルク色の肌をした手足や、瓶びん詰づめにされたガラスの眼球といったパーツだけが無造作に打ち捨てられているのも見える。なまじ精巧なだけに、ぞっとしない光景だった。

　セシアはセンレッドと無言で視線を合わせて頷くと、揃って雨よけの外套を脱いだ。

　妙に暖かくて汗ばみそうだったというのもあるが、それよりも、厭な予感にかられたからだ。

　──ここには、何かがある。

　にわかに緊張で速まる鼓動を感じながら、ホルスターの《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》をまさぐる。

　セシアは、今日は久しぶりに〈青の薔薇十字団〉の騎士服に袖を通していた。

　薔薇や十字架をかたどった銀のモチーフが散る、漆黒のコート。丈夫な黒革の編み上げブーツに膝ひざ丈たけのスカート。脚の線を出すなんて──というレディの恥じらいよりも動きやすさを優先したこのスタイルが昔はどうにも恥ずかしかったのだが、今ではすっかり慣れている。

　人形の墓場のような一階をひと通りチェックし終えたら、二階へ。

「……ッ……」

　耳が痛いほどの静けさだったから、セシアは階段の途中で、連れの青年が苦しげに息を詰めたことにすぐに気づいた。振り返ると、センレッドの顔がひどく蒼褪めているではないか。

「どうしたのセンレッド」

「……なんでもない」

「なんでもないっていう顔色じゃないわ。大丈夫？　待って──止まって」

　踊り場でやや強引に引き留めると、セシアはセンレッドの小刻みに震える右腕に、遠慮がちにふれてみた。コートの上からでもわかるほど熱を帯びている。彼が動揺している証拠だ。

　センレッドのガーネット色の瞳は暗く翳かげり、抑えきれない何かで揺れていた。セシアの方が不安になるほどに。

「……すまない」

「そんな、謝らないで……。気分がよくないの？」

「ここがフランケンシュタイン城に似ていて……少し、厭なことを思い出した」

「少しという顔でもないわ。一度出て、ルーシャスたちと合流してから出直した方が」

「いや。……それには及ばない」

「でも」

「逆に考えるんだ。おれがそう感じるくらいだから、ここにはきっと何かがある。レディ・アンジェラの事件につながるような怪しいものが。だとしたら……一刻も早く、調べた方がいい」

「──……わかった。でも、本格的に調べるのは、ここで少し休んでからにしましょう。それくらいならいいでしょう？」

　かすれた声と苦く悶もんの表情は見ていてもつらく、セシアは懸命に説得する。せめてと、なだめすかして踊り場に座ってもらうと、彼の背をやさしくさすってあげた。

　黒騎士センレッドの素姓は、〈青の薔薇十字団〉の中でもずば抜けて特殊だ。

　彼は〈青の薔薇十字団〉が第一級の指名手配をしている狂きよう人じん、ヴィクトール＝フランケンシュタイン博士による残酷な改造手術の犠牲者にして、唯一の生存者なのである。

　フランケンシュタイン城の研究室から助け出されされた時、センレッドは言葉はおろか人間らしい心さえ見失いかけていたのだという。阿片に似た薬の残酷な投与と、声を出すたびに身体中に刻まれた縫い傷──改造手術の痕が、おぞましい激痛を生むせいで。

　今は〈ファウスト〉の魔術治療を定期的に受け、ローズグレイ・ハウスで穏やかに暮らしてきたお蔭で本来の素そ朴ぼくでやさしい性格を取り戻してはいるが、やはり心の傷までは癒しきれていないのだと、こんな時に思い知らされる。

　──相性の悪いところに連れてきてしまったのかしら……。

　看病するみたいにセンレッドを気遣いながら、セシアが内心ひそかに悔いていると、不意にぞわりと肌がざわついた。

　二階で突然、物音がしたのだ。

　──誰かが二階にいる……？

　あの偏執狂的パラノイアな人形の墓場を作った人間かととっさに思ってしまい、自分の想像で震えた時、センレッドが壁に背中をこすりつけながら立ち上がった。

「……上に行こう」

「え。でもセンレッド──」

「もう大事ない。……おれも男だ、これ以上あなたの足手まといになれん」

　強い意志のみなぎる瞳に気け圧おされる。心配は残るが言い張るとおり、顔色は先刻よりもだいぶいいので、信用して二階に出ることにした。

　一階が人形の墓場なら──二階はさしずめ、人形の霊安室だろうか。

　一階と同じ、やけに天井の高い空間。床に整然と並べられたのは無数のガラスの箱。

　棺ひつぎの中の死人のように、色とりどりの髪やドレスで飾られた人形が安置されている。

　一階に劣らず異様なのに妖しい美しさも感じてしまい、セシアは背筋をぞくりと震わせた。

「……どうやら一階のあれは失敗作とパーツの山で、こちらが完成品らしいな」

「そうみたいね。展示の仕方がちょっと悪趣味だけど……」

「同感だ。しかし……ひとの気配はないな」

「さっきの音は雨か風のせいということ？」

　半信半疑で呟く。

　さっきのあれは──そう、今思えば、子供の足音のように聞こえたのだが……。

　部屋の正面に目を移す。まるで玉座のような赤いベルベット張りの金きん鍍めつ金きの椅子があった。

　そこに上品に座らされている人形を見つけて、セシアは息を吞んだ。

　──エンジェル・ドール？

　床を埋め尽くすガラスの箱の群れを、じれったくなりながらも慎重によけて近づく。

　黒と真紅のドレスを着て、金髪には紅薔薇のコサージュを飾った、レディ・アンジェラ所有のものよりも大人びた風ふう貌ぼうのオートマタだ。腰のリボンの陰に金色の螺ね子じがあったので巻いてみたが、期待に反して、なんの反応もない。

　──故障してるのかしら？

　センレッドが真面目そうに首をかしげる。後ろで三つ編みにしている真紅の髪が揺れた。

「また偽物か」

「そう……みたい。髪形とボディは即位五周年バージョンを巧妙に真似しているけれど、またシリアル番号がめちゃくちゃだわ。螺子を巻いても歌ったりしないし、これじゃ売り物にならないんじゃないかしら」

「そうか。……こいつらは皆、ここで作られたのだろうか」

「確か一階にはオートマタ製作用の道具も転がっていたし、そうなんだろうとは思うけど……無法街でこれだけの環境を整えているなんて、予想もしてなかったわ」

「……ああ。こういう人形は贅ぜい沢たく品ひんで、中央でしか作っていないのが普通なのだったか」

「ええ。最近では、宝飾品や骨こつ董とう品ひんの代わりにプレゼントするのが流行ってるそうだし」

　ロンディニウム中の人形工房をしらみ潰つぶしにあたっていれば、いずれここも発見できたとは思う。だがファントムの情報がなければ、こんなに早くたどりつけられなかったのも事実だ。

　──何考えてるかわからない変な悪魔だけど、噓はつかなかったのね。

　少しだけ見直した。少しだけで、今も苦手意識は消えていないが──。

「──セシアッ」

　大声の出せないはずのセンレッドが、喉のどのちぎれそうな声をほとばしらせた。と同時に、強い腕に突然引き寄せられ、一緒くたになって床に転がされる。

　その時に見た。一瞬前までセシアのいた場所を、巨大な炎ほのおの塊が吹き抜けるのを。

「な……ッ」

　炎の塊は、偽造オートマタから放たれたものだった。

　驚きよう愕がくの冷めやらぬまま、セシアはそれでも姫騎士として鍛きたえられた条件反射で、《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》をホルスターから抜きながら立ち上がっていた。隣でセンレッドも武器に手をかけている。

　キュキュ、と球体関節が軋む音を上げながら、偽造オートマタが椅子の上に立ち上がる。見えない糸で操られているかの如く。

　エメラルド色をした虚うつろな眼球が、突然の展開に茫ぼう然ぜんとするセシアを映して──。

《──ねえさま。にいさま》

　……セシアは思わず息を止めた。なんだって？

　偽造オートマタは無表情のまま、抑揚のない声で、唇をかすかに震えさせて続けた。

《ひどいですわ。わたくしを、こわすおつもりなのですね。かなしいですわ。わたくしは、ねえさまもにいさまも、こんなにあいしているのに。なぜ？　なぜ？　なぜ？》

「！　違うわ、待って──あなたを壊すつもりなんてないッ」

　セシアはとっさに反論していた。あとから思い直せばまったく馬鹿馬鹿しいことに、人形相手に本気で。

　ねえさま。そう呼ばれたせいで、偽造オートマタに妹の顔が重なって、セシアは自分でもなぜと思うくらい動揺してしまっていた。

　胸の奥がきりきりと痛みだす。

　妹に瓜二つの偽造オートマタの言葉が、セシアの記憶の底から、忘れたかった過去を引きずり出そうとしていた。その痛み。息が詰まるほどの。

《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》を握る手にも、制御できない異様な力がこもってしまい、身体が動かせない。

　──わたしは昔……クローディアを……。

　──駄目だ。思い出すな。今はそれどころじゃないだろう！

《どうして。どうしてどうして。どうしてどうしてどうして──》

「……セシア。目を閉じていてくれ」

　傍かたわらで生まれた殺気に、煩はん悶もんしていたセシアは、はっとして薄暗い工房に引き戻される。

　しゅらん、と刃が滑すべる音が耳を打った。

　そして呟くような低い声が。

「《ガラティン》」

　センレッドの武器は、優美な細身の剣にも見えるシルバー・グレイス《ガラティン》だ。

　建国の英雄騎士・ガウェインの使用剣の名を冠したそれは、岩よりも硬い悪魔の肉体さえバターのように簡単に切り裂いてしまう、特殊な騎士剣である。……先日のスウィフト・レーンではうっかり数本の街灯まで斬り倒してしまったりもしたが。

　彼が偽造オートマタを破壊する気だと悟り、セシアは焦る。

「センレッド！　待って──」

　止めるよりも早く、センレッドが疾しつ駆くした。

　が、彼が振り下ろした《ガラティン》は玉座風の椅子を両断するだけに終わる。偽造オートマタが一瞬早く、虚こ空くうに舞い上がっていたから。

　薄黄色いシャンデリアの真下で、波打つ金髪とドレスが妖あやしくひるがえる。

　偽造オートマタはかくんと大きく喉をのけぞらせ、女王のように高らかに命令した。

《わたしの、しまいたち！　めざめなさい！　へいおんをみだす、てきのへいたいよ！》

　言げん下か、ガラスの箱の蓋ふたが一斉に砕ける。

　思わず壁際まで後ずさりしたセシアとセンレッドを、身を起こした無数のオートマタは燃えるような敵意をこめて睨みつけてきた。

　その数──百体は下らない。魔術だとすれば、凄すさまじい技術の高さがうかがえる。

「……セシア。大丈夫か？」

　センレッドの呼びかけに、戦えるか？　という意味が言外にこめられているのに気づく。

　持ち前の騎士道精神を発揮して、ごく自然にかばってくれる彼の背の後ろで、セシアは《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》を構えて頷いた。もうこれ以上、彼に迷惑はかけられない。

「大丈夫。心配させてごめんなさい」

「構わない。が……どうする」

「多勢に無勢だし、いったん退却と言いたいけど──出口が遠いし、難しそうね……」

　こうして話している間にも、人形たちは手に手に小さなナイフやらを構えはじめている。

「……帰りに『ミリガンの地獄ミリガンズ・ヘル』で一杯やりたかったが、無理そうだな」

「残念ながら」

　笑いもしない顔でのセンレッドの冗談に、セシアは肩から過かじ剰ような力みが抜けるのを感じた。

「ルーシャスたちが来てくれるまで粘りましょう。でも、退路が開けたらすぐに逃げる。とりあえず、それでどうかしら」

「……了解したイエス，ユア・マジエステイ」

　うなずき合い、背中合わせになったと同時に、世にも奇怪な戦いは始まった。

　セシアは《聖母の涙》に絶えず魔力を送りこんで連射した。一斉に躍りかかってきた人形を魔力の弾丸で次々に撃ち抜く。あどけない顔をした人形を破壊することに微妙なためらいはあったが、相手は本物の殺気をまとっているので手加減ができなかった。

　そしてセンレッドはセシアの射線を巧みにかいくぐりながら、舞うように《ガラティン》を閃ひらめかせた。炎のように苛か烈れつに瞳を輝かせる彼が騎士剣をふるうたびに、人形が何体も斬り裂かれる。

　フランケンシュタイン博士の改造手術は、もともとは普通の人間だったセンレッドに、人狼にも劣らぬ身体能力を与えている。人形の数を頼みにした単調な攻撃を、彼はまとわりつく子犬でもあしらうように淡々と退けていった。

　だが、半分にまで減らせたか──と、一瞬気を抜きかけたところでそれが来た。

　階段の方から地鳴りの如き音。扉がはじかれたように開き、巨大でいびつな影が現れる。

「なんだ、あれは……」

「……ッ！　一階にあったパーツと失敗作だわ！」

　正確には、ミルク色の肌をしたパーツと、腕や足の足りない失敗作が寄せ集まって、巨大な人ひと形がたを作っているという異様な物体だ。セシアたちが今までに破壊した人形のパーツも、磁石に砂鉄が吸い寄せられるように、巨人の一部になっていく。

　肩で息するセシアとセンレッドの頭上に、巨人の影が覆いかぶさるように落ちた。

　巨人が大きく振り下ろした拳こぶしを、セシアは弾丸、センレッドは騎士剣で振り払う。

　しかし音を立てて粉ふん砕さいされる巨人の腕を見て「よし」と思えたのは、つかのまのことに過ぎなかった。

　床に散乱したパーツは、五つ数える間に巨人に吸いこまれるように集められ、再び柱じみた腕を再構成したのである。自動修復とはまた……。

「……厄介だな」

　センレッドが舌打ちした。

　巨人の動き自体は鈍どん重じゆうで、よけるのもそう難しくないのだが、よけた先でナイフや鋏はさみを手にした人形たちと出くわすのが面倒だった。

　セシアもセンレッドも、次第にうんざりしてくる。

「……キリがないな。あなたの魔銃では粉砕できないのか？　セシア」

「粉砕しても止まってくれるかどうか──……それよりも、あの巨人と人形たちを操っている魔術の『核』になるものを壊した方が、確実に機能停止させられると思うわ」

　そして、その魔術の『核』はおそらく──。

　苦々しく言うセシアの視線の動きで、センレッドも『核』の正体を悟ったらしい。

『核』であろう金髪の偽造オートマタは今、壮麗なシャンデリアにお行儀よく腰かけて、埃ほこりまみれの戦場を見下ろしていた。

「あれなら俺の剣より、あなたの銃で狙った方がいいと思うが……やれるか？」

「──……引き受けるわ」

　妹そっくりの人形を破壊することにためらいがないと言えば噓になるが、そんな感傷にこだわっていい状況ではない。

　センレッドはセシアの気丈な表情を確かめると、周囲にまとわりつく人形と再び襲いかかってきた巨人の脚を《ガラティン》の大胆な斬ざん撃げきで吹き飛ばしてから、右腕を差し伸べた。

「セシア。契約者の力の、限定解除を頼む」

「契約者を？」

「《ガラティン》とこの右腕で、時間稼かせぎがしたい」

　セシアが魔物たちと結んでいる契約は、本来なら神に背そむくものとされる魔物や悪魔の魂を、彼女という人間を媒ばい介かいとすることで、地上における神の代理人ともされている〈青の薔薇十字団〉にふさわしいよう聖別する行為だ。

　ルーシャスとアルカインは、本人がセシアと契約している。だがもともと人間のセンレッドは違う。

　セシアが契約しているのは、彼の右手──フランケンシュタイン博士のおぞましい人体改造によって、正体不明の悪魔の皮ひ膚ふを植えつけられた部位だ。通称『悪あく魔まの右みぎ手て』。放っておくとセンレッドの意思を無視して破壊や殺さつ戮りくに走ろうとする、暴悪な魔力に満ちた右手は、セシアとの契約によって制禦されている。

　センレッドの鋭く光る目にうなずくと、セシアは彼の黒革に銀十字の刺し繡しゆうの手袋をはめた右手にふれた。睫まつ毛げを伏せて神妙に唱となえる。

「『聖母マリアの御名の下に、束縛されし魔性に刹せつ那なの自由を与う。──第一段階・限定解除』」

「……ッ……」

　強大な力を解放した反動が、身体を衝撃となって貫いたのだろう。センレッドはわずかにうめいて眉根を寄せた。目が合うと、強く輝く瞳で「大丈夫」だと囁かれる。そして、行けというように肩を叩かれた。

　歴戦の黒騎士を信じて背を向けると、セシアはシャンデリアの下に走りだした。

　脚を再構成した巨人と人形たちの群れに、騎士剣を構えたセンレッドが自ら果か敢かんに突っ込んでいく。人形たちを左手の《ガラティン》の聖銀の刃で次々に切り裂きながら、かざした『悪魔の右手』で魔炎を生み、巨人の腕を熔とけ崩れさせていくセンレッドの雄ゆう姿しには、激しく情熱的な舞のステップでも踏んでいるかのような壮絶な迫力と美しさがあった。

　──……強い！

　セシアは視界の隅に映る、久しぶりに見た『悪魔の右手』の威力に圧倒されながら走った。

　あちこちが破壊されたせいで埃が凄まじいから、金髪の偽造オートマタはセシアの動きには気づいていない。いける！

「『聖母マリアよ──救いたまえ』」

　妹そっくりのオートマタを壊すことへの罪悪感をこめて呟きながら、一刻も早くセンレッドの負担を解消するために、セシアは覚悟を決めて銃口をシャンデリアへと向けた。

　引き金を引く。

　銃声が高い天井に反響する。

　と同時に崩れたシャンデリアが落下して、色ガラスをばらまいた。

　──やった……の？

　どきどきしながらセシアが駆け寄ると、無残に壊れたシャンデリアの破片を褥しとねに、偽造オートマタは力なく横たわっていた。《聖母の涙》の魔力の弾丸に穿うがたれた右半身はほとんど白い羽根と化しているが、かろうじて首から上は無傷だった。

　ギギ、と首が動き、エメラルド色のガラスの眼球に、苦い顔をしたセシアが映りこむ。

《ねえ……さま……》

　──！

　訴えかけるような声音で思わず息が詰まり、強こわ張ばった指は勝手に引き金を引いていた。

　白く光り輝く魔力の弾丸を受けて、偽造オートマタの頭部が、風の前に立たされた蠟ろう燭そくの火のように消し飛ぶ。

　──これは魔術の仕込まれた玩おも具ちや。『ねえさま』というのはただの絡から繰くり仕掛けの音声。

　理性で自分にそう言い聞かせても、悪夢を見た後のような苦さは、セシアの脆もろい胸に容赦なく爪を立ててくる。ひとりきりだったら、その場に座りこんでしまっていただろう。

　──『妹君を憎んだり嫌ったりした時期はなかったのか』

　こんなにも過去を思い出して身悶えしたくなるのはファントムの厭な質問のせいかと、遅ればせながら気づいた時に、ぽんと肩を叩かれた。

　びくついて振り返ると、《ガラティン》をきちりと鞘さやに収めたセンレッドがそこにいた。

　かすかに眉間を狭めた心配そうな顔には、彼のひとの好さがありありと滲んでいる。

「終わったぞ」

「あなたは……」

「怪我はない。……あなたの方こそ大丈夫か。顔色が悪いが」

「……大丈夫。ちょっと厭なことを思い出しただけ」

　先刻のセンレッドの科白せりふを借りて笑ってみるが、ごまかしきれた自信は持てず、結局セシアは彼から目をそらしてしまった。

　どことなく気まずい沈黙ののち、センレッドは腫はれ物ものにふれるように声をかけてきた。

「〈ファウスト〉を呼んで……ここを調べてもらった方がよさそうだな」

「……わたしもそう思う」

「あなたは……今日はもう、ローズグレイ・ハウスに戻るか？」

「いいえ。──わたしはこのまま、ナイト・ガーデンに行ってこようと思う」

　無法街パンデモニウムを調べたら、続きを話す。あの悪魔はそう約束したのだ。レディ・アンジェラのために、今は一刻も早く情報が欲しかった。
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　吸血鬼と人じん狼ろうのコンビと合流して向かった、二度目のトランスルーセント・ナイト・ガーデンは、霧きりのような雨に濡ぬれていた。

　さしもの風変わりな悪魔も、イルミネーションも消された雨の夜にわざわざ鳥とり籠かごにいる趣味はないらしく、糊のりのきいたタキシードの総支配人にファントムの居場所を訊たずねると、セシアは重厚な迎げい賓ひん館かんふうの建物に案内された。

　シックな赤と黒で統一されたホールの、大きな暖だん炉ろの前で手をこすり合わせながら待っていると、ほどなく中二階に通じる大階段に黒衣の悪魔が現れた。この前とは違う小さな深緑の革装丁の本を、手袋をした右手にたずさえている。

　セシアを見つけると、ファントムはわずかに目を細めた。

　それが機き嫌げんを損そこねたように見えて、はっとする。『黄玉工房アトリエ・トパーズ』から直行したので、セシアは〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉の黒と銀の制服のままだ。

　ドレスアップしてこなかったから、無礼だと思われてしまったのだろうか。

　一刻も早く情報が欲しいのに、それはまずい。焦あせりがそのまま声に出た。

「ファントム──すみません、今日は急いでたから」

「こちらへ」

　なぜか有う無むを言わさず、黒手袋をはめた手に、とんと背中を押される。にわかに高まる緊張に息を吞みながら、セシアは中二階の部屋へと案内された。

　部屋は、内装が赤と黒で統一されていて雰囲気が暗いことと、あちこちに本が山積みになっていることを除けば、こぢんまりとした貴族の客間のようだった。赤あか煉れん瓦が色いろをした、やわらかな絨じゆう毯たんの床。壁際には年代物の暖炉が据すえられている。

　このナイト・ガーデンの経営者はたいそうな資産家なのだろうなと感心していると、頭にふわりと何かがかぶせられた。花はな嫁よめのベールのように。

　タオルだ。

　きょとんとしていたら、それをからかうでもない、淡たん々たんとした声が頭上から降ってきた。

「濡れ鼠ねずみだ。あなたは傘かさを使わない主義か？」

「違います──ただ、入り口からここまではすぐだから、なくても平気かと思って」

「そんなに乱暴に拭ふいたら、せっかくの綺き麗れいな髪が絡からまってしまうだろう。──貸しなさい」

　タオルをそっと奪い返してセシアの背後に回ったファントムは、たじろぐ彼女を後しり目めにそれはそれは丁寧に髪を拭いてくれる。

　まるでガラス細工でも扱うかのような、慎重でやさしい手つきだった。けれど、変わり者か悪趣味か──ともかく普通の神経の持ち主だとは思えなかった、しかも昨夜は言葉で責めてセシアに全身の血を奪われるような畏い怖ふさえ味わわせた悪魔から、こんなふうに人間らしいやさしさを向けられるとは思っていなかったから、彼女は強い戸惑いに支配されてしまった。

　心地ここちよいが、どうにも落ち着かない。ときどきうなじをかすめる悪魔の指先に、無防備な肌がぞくりと粟立つ。妙な気恥ずかしさで頰が赤くなるのに気づいて、うろたえていると──。

「服を脱ぎなさい」

「──ッ!?」

　新しいタオルとともにそんな言葉まで無造作に渡されて仰ぎよう天てんする。

「何も裸が見たいわけではない。濡れた上着は脱いで、肌はだの水みず気けを拭いてから火に当たった方がいいという意味だ。あの棚たなに毛布がある。そのままでは身体を毀こわすぞ。いくら『夜よるの女じよ王おう』だといっても、あなたは肉体的にはただの人間なのだろう？」

「そ、それは確かにそのとおりですけど……」

「私はあちらで背を向けて、挿絵入りの『神曲』でも読んでいる。悪魔を消滅させる力のある女性に狼ろう藉ぜきを働くほど酔すい狂きようではないからな。──冷えないうちに、早くしなさい」

　──は……早くって言われても！

　羞恥と混乱で絶句して、タオルを受けとった格好のまま立ち尽くすセシアを無情にも置き去りにして、ファントムは宣言どおり、すたすたと暖炉の前に向かう。そして本当に、手近に山積みにされていた本の一冊を手にとると、何事もなかったかのように読書を開始した。

　その態度は拍ひよう子し抜けするほどそっけなく──確かにファントム自身が宣言したとおり、下心はまるで感じさせない。ドライなことはドライだが、ある意味では紳士的である。

　これなら、自分だけが意識しすぎて風か邪ぜを引くのも馬鹿馬鹿しい。セシアはおとなしく彼の助言のとおりにした。濡れた服を脱ぎ、やわらかなカシミヤの毛布で身体をしっかりくるむ。

　奇妙なことに椅い子すの類たぐいがひとつもない部屋なので、どこに身を置くべきか少し困ったが、絨毯に直じかに腰を下ろしているファントムを真ま似ねすることにした。

　彼と背中合わせになる位置にそっと座りこむと、ファントムは振り返らずに言った。

「毛布は見つけられたか」

「はい。あの──言うのが遅れてしまいましたけれど……お気遣い、ありがとうございます」

　背後で、ファントムが軽く肩をそびやかす気配がした。

「雨に濡れて弱っている者をいたぶる趣味がないだけだ。では、話を聞こうか」

「──あなたの助言のとおり、無法街パンデモニウムの工房をしらみ潰しに探しました。それで『黄玉工房アトリエ・トパーズ』という店で、レディ・アンジェラが所有していたのと同じ職人が作ったらしい偽ぎ造ぞうオートマタを見つけたのですが、それが厄やつ介かいな人形で」

「魔術が仕掛けてあった？」

「そうです。どうしてそれをご存知なのですか？」

「件くだんの令嬢は、魔術にかけられたとしか思えない状況で姿を消したのだろう？　ならば当然の帰き結けつだと思うが」

「偽造オートマタに、人間を消すような魔術が仕掛けられていたと？」

「その可能性は高いだろう。なにしろ、あなたにも勘づかれないように人形に魔術を仕込めるほどの術者だ。その程度は造作もないはずだ」

　確かに実際に攻撃を受けるまで、セシアは『黄玉工房』のエンジェル・ドールもどきが危険なものだとはわからなかった。

　二次被害を防ぐためにも、レディ・アンジェラの偽造オートマタは強引にでも差し押さえた方がよさそうだ。子爵夫人の張り詰めた顔が脳のう裡りに浮かび、すぐに消える。……もう、過ぎたことだ。

「それにしても……なんのためにレディ・アンジェラを攫さらったんでしょう。身代金目的ではなさそうなんですけど」

　……最悪のパターンは、できる限り想像したくなかった。

「さて。もしかすると人形を作った者の本当の狙ねらいは、その令嬢ではないのかもしれない」

「──なんですって？」

　ロザリオ形態の《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》を握にぎっていた手に、驚いたはずみで力がこもってしまった。

　尖とがった薔薇の装飾がてのひらを刺したが、ファントムの発言に気をとられていたから、痛みはほとんど意識に上のぼらなかった。

　──レディ・アンジェラじゃないなら、何が……誰が狙いだというの？

　一歩先に恐ろしい危険が待ち受けていると気づいた時のような不安で鼓動を速めるセシアをよそに、ファントムは突然──そう、本当に驚くほど突然、話題を転換した。

「時に。先刻あなたが蒼あお褪ざめていた理由は、寒気のせいだけではないとお見受けしたが」

「え？」

「今日何か、精神的にこたえることがあったのでは？」

　……どきりとした。二の腕のうぶげが逆立つのを感じる。出逢ったばかりだというのに、この悪魔の瞳は、わたしをどこまで見抜いているのかと思い、急激に恐ろしくなった。なんとか答えをはぐらかしたくて、セシアは慌てて口を開く。

「そ──そんなことよりも、偽造オートマタの話を先にしたいのですが」

「情報は交換だと約束したはずだ。──この前の続きから話してもらおうか。そう、あなたが妹君を憎んだことがあるかどうか、というところからだ」

「ファントム！」

「セシア。約束を守らないのなら、私もアルビオンから姿を消してしまうぞ？」

　冷徹でさえある囁ささやきが、耳に突き刺さる。彼が自分の優位を確信しているのがわかる。

　憎らしいほどの余裕を、平然とした無表情のまま見せつける、それはそんな声こわ音ねだった。

「……ッ……」

　胸の前に毛布をかき集める手に、ぎゅっと力がこもった。偽造オートマタに『ねえさま』と呼ばれて、動揺に支配された時と同じように、制御できない力がこもっている。

　──どうしよう……いや、どうするべきかはわかってるけど。でも……。

　セシアは途方に暮れた瞳でうつむいた。話したくない。その続きは。

　先刻ファントムの気遣わしげな言葉に従ったことを、心の片隅で後こう悔かいする。隠し武器だらけの上着も、破魔の聖銀を踵かかとに仕込んだ編み上げブーツも脱いでしまっているせいか、今の自分がひどく無防備な気がして心もとない。一日分の疲れも、セシアの弱気に拍はく車しやをかける。

　こんな状態でファントムの望む話をしたら、無ぶ様ざまな姿をさらしてしまいそうで怖かった。

　でも。

　レディ・アンジェラが──妹のような少女が、きっとどこかで助けを待っているのだ。

　そのことを揺れる心の支えにして、セシアはやがて小さな声を押し出した。

「……あります」

「──正直で結構。それはいつ頃のことだ？」

「宮殿を離れて、〈青の薔薇十字団〉に入ることが決まった時から、しばらくの……いえ、九歳の時までです」

「ふむ。存外に具体的だが、何か憎悪が愛に変わる劇的なきっかけがあったのか──いや。先に、あなたが妹君に憎しみを抱いたきっかけを聞かせてもらおうか。まさか、生まれ落ちた直後から憎んでいたわけではなかろう？」

　最初にイエスと言ってしまえば、あとは意外にスムーズだった。

　あかあかと燃える暖炉の炎を見つめながら、セシアは今まで封印していた記憶の糸をたどる。

「わたしの、〈青の薔薇十字団〉に入る前の身分をお話ししましたよね？」

「王族だな」

「そうです。だから七歳の時までは……奥宮で、お伽とぎ話ばなしのお姫様みたいに暮らしてました。ときどきしか逢えないけれどやさしい父と母、いつも一緒にいるかわいい妹。たくさんの絵本、大好きなドラゴンのぬいぐるみ、焼きたての甘いお菓か子し。お気に入りのドレス──」

「一年中、花の咲いている庭園も？」

「ありました。そしてわたしは……そんな暮らしがずっと続くのだと思っていて」

　……だが違った。

　七歳の誕生日に突然告げられたのは、自分が宮殿を離れて〈青の薔薇十字団〉に入ること。

　王族直系の姫という身分は失われること。

　これからは、悪魔や魔術師と戦うための厳しい訓練を受けなくてはいけないこと。

　七歳まで宮殿にいられたのは、その歳まで生みの母のそばにいると、魔力が安定するという謂いわれがあったからだということ──。

　温かい暖炉の前でうとうとしていたのに、急に外の吹雪ふぶきに蹴けり出されたかのようなショックは、甘やかされた子供だったセシアの胸を深々と抉えぐった。

「高貴なる者の義務とはよく言うが──あなたは人生の分ぶん岐き点てんに、随分と早い段階で立たされたのだな」

　ファントムが静かに呟つぶやいた。中途半端な同情も、好奇心も嘲あざけりもない、ただ穏おだやかな声。

　幼い日の苦悩を思い出したせいか、神経がどこか張り詰めてしまっているセシアの胸に、その独特の美声は不思議なほどやさしく響いた。

「ええ。しかもわたしには、厭いやだと言うこともできなかった」

　──『貴女あなた様は、至高のエクレシアの神に選ばれた貴たつとい聖女』

　──『貴女様にしか助けられない人間が、この広い世界にはいるのですよ』

　のちに師し匠しようとなる騎士はそう言って、涙目でむくれるセシアをなだめようとした。

　しかし幼くて頑がん是ぜ無いセシアには、とてもではないが突然降りかかった運命を受け入れられなかった。強く反はん撥ぱつした。

　──どうして、わたしだけが？

　──クローディアは、このままずっと宮殿にいられるのに。

　──同じ双子の姉妹なのに、わたしだけがなぜ、そんな怖いことをしないといけないの？

　驚きよう愕がくで茫ぼう然ぜん自失の状態から醒さめると、暗い激情にセシアは支配された。

　自分にそんな宿命を告げにきた師匠を憎み、それを止めてもくれなかった両親を憎み、無邪気な顔で宮殿に残れる妹を憎んだ。けれど幼いなりにプライドがあったせいか、そんなことは誰にも言えなくて、セシアは独り、白い薔薇の花を握り潰したものだ。

　妹を殴なぐる代わりに、妹を思い出させる純白の花を。泣くのも誰にも見せたくなくて、そうして涙をこらえていた。

「よく考えなくても、師匠に連れていかれたローズグレイ・ハウスでは何不自由なく暮らせてましたし、身体からだを鍛きたえたり街に出かけたりするのには、宮廷生活じゃできない楽しさもあったのですけど──その頃のわたしは、奪われたものを悲しむことにしか、心が向かなくて。師匠には特に、苦労をさせてしまったと思います」

「なるほど。さしずめその師匠が、あなたの初恋の男性か」

「……わたしはそういう冗じよう談だんは嫌いです、ファントム」

「そうか。失礼」

　詫わびというわけではないが、どうぞ──とファントムが囁いたかと思ったら、セシアの傍かたわらに黒い陶器のカップが出現した。あつあつのホットチョコレートが湯気を立てている。

　ありがとう、と言ってひと口飲むと、クレオヴィスの作ってくれるホットチョコレートにも劣おとらぬ深い味わいが、喋しやべりつづけて少し疲れた喉のどを癒いやしてくれた。

「──では、セシア。あなたがその憎しみを昇しよう華かできたきっかけも訊きたいのだが」

「それをお話ししたら、あなたの情報と『交換』にしてくれますか」

「ふむ。そちらも交渉に慣れてきたようだな」

「先生がいいのかもしれません」

　からかうような科白せりふに、だんだんと冷静さを取り戻してきたセシアも、軽く切り返す。

　先生と言われたファントムは「それはいい」と低く呟いた。少し笑っている？

「わかった。約束しよう。──続けて」

「……はい」

　声が暗くなってしまったのは、それを思い出すと、今でも生なま々なましい苦痛に襲おそわれるからだ。

「九歳の時です──」

　これはファントムには言えないが、クローディアの立りつ太たい子し式の日だった。

　こともあろうにティターニア宮殿が、悪魔と融ゆう合ごうした魔術師によって襲撃されたのだ。

　宮殿は悪夢のように破壊され、兇きよう暴ぼうな悪魔の爪と、禁きん忌きの魔術師が撒まいた火の魔術は、何人もの犠牲を生んだ。セシアの友人も、当時女王だった母ヴィクトリアも……。そして空位状態で宮廷がこれ以上混乱するのを避けるために、クローディアは事件後すぐに即位しなくてはならなかった。悲しみに暮れる暇ひまとて、ろくに与えられず。

　わずか九歳の少女には酷こくに過ぎる状況。それでも、幼い『昼ひるの女じよ王おう』は折れなかった。

　──『大丈夫ですわ、姉様』

　──『わたしなどよりも、姉様の方がずっと、大変な想いをされているのですから』

　クローディアは微笑ほほえみさえしていた。泣きながら駆かけつけた双子の姉を、逆に慰なぐさめ、励はげますかのように。

　そう口にした時の妹の、凜りんとした中にも悲痛な翳かげりが落ちるエメラルド色の瞳と。

　それを見た時の頭をがんと叩かれたような衝撃を、セシアは生涯忘れることはないだろう。

　そして九歳のセシアは、あたりまえのことをようやく理解したのだ。

　──ああ、クローディアも。

　──わたしと同じくらい……ううん、それ以上の重荷を背負っていたんだ。闘ってたんだ。

　──わたしが知らないところで。

　妹は無邪気で恵まれていると誤解して恨うらみ、手紙を無視したり、わざと冷たくあしらったりと幼稚な傷つけ方をしつづけていたことが、後悔という名の鋭い刃やいばとなってセシアの胸にぐさぐさと突きこまれた。修錬で大怪我した時よりもはるかに痛くて、息が苦しくて苦しくて。

　──わたしがクローディアを憎んだせいで、こんなことになったのかもしれない。

　そんなふうにさえ思って。

　ごめんねと何度も繰り返して、セシアは妹を抱きしめて泣いた。

　妹は少し驚いた様子だったけれど、セシアにつられるようにして少しだけ泣いてくれた。

　──『わたし、強くなる。今よりずっと強くなって……クローディアを守る、そう、騎士になるよ。必ず』

　やがて涙をぬぐい、自分に言い聞かせるみたいに決然と呟いたセシアの手に、クローディアの手が重なった。セシアよりも白く華奢に見える手は、痛々しい包帯に包まれていた。はっとして顔を上げると、クローディアはふわりとほころぶように微笑んで。

　──『では、わたくしは、セシア姉様を守る騎士になります』

　──『クローディア……』

　──『だって、姉様だけではずるいですわ。わたくしだって騎士になりたいのに』

　──『……わかった。それなら誓せい約やくを』

　──『はい。わたくしの胸の白薔薇と、姉様の胸の青薔薇に誓いましょう。死がふたりを分かつまで……いいえ、たとえ肉体が滅びようとも、わたくしは姉様の、姉様はわたくしの騎士でありつづけることを誓いましょう』

　そうして、セシアと違って完璧な女王教育を受けていたクローディアにリードされながら、『秘密の花園』の薔薇の下、騎士の誓いを交わしたのだ。他愛もない子供同士の約束で、もちろん正式な叙じよ任にんではないが、それでもふたりの間では絶対の誓約だ。

　いつもそばにいることはできないけれど、心は常にともにある。

　何かあればすぐに助けにゆく。次にあなたが手を伸ばしたなら、決して離さない。

　お互いがお互いにとって、もっとも親愛にして忠実な騎士でいつづけようと──誓った。

　二度とこんな悲劇が互いの身に起こらないことを、祈り、願いながら。

　……それ以来。

　セシアは、クローディアの前で弱よわ音ねを吐いていない。

　勝手な思い違いで嫉しつ妬とし、憎みさえしたことへの、せめてもの償つぐないのために。

　本当はまだ、かつて家族を傷つけた悪魔への恐怖を、完全には消せていないのだけれど──。

「──あなたを深く知ることができて嬉しいよ、セシア」

　ファントムの声で、セシアはいつのまにか抱えた膝ひざに埋まっていた顔を上げる。

「少し疲れたか？」

「……大丈夫です」

「そうか。──しかし今の『物語』は、あなたにとっては後悔の象しよう徴ちようのような記憶らしいな」

「そうですね……本音を言えば忘れてしまいたいけれど、忘れてはいけないんだと思います」

「それがいい。忘ぼう却きやくで無に帰すのはもったいない、貴重な記憶だ」

　セシアは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「こんな記憶が、なぜ貴重なんですか？　わたしは今でも、あの時妹に死んでしまえとまで思っていた自分を殺してやりたいと思っているのに」

「いや。殺してはいけない」

　思いがけないほど瞬時に否定された。

　理解しがたい言葉に神経を妙に逆さか撫なでされて、セシアはつい、棘とげ々しく問い返してしまう。

「なぜ？　──あなたが、人間の精神の暗い部分が好きだからですか？」

「それもある。だが私はあなたに、こうも言ったはずだ。『汝なんじの隣人を愛せよ云うん々ぬんと、なんの悩みもない笑顔で語る聖職者などは、最高に虫むし唾ずが走る』と。──それがなぜだかわかるか？」

　セシアは目を伏せて思い出した。初めて出逢った夜の、ファントムの辛しんらつな言葉。

「そんな明るいひとに綺麗事だけ言われても、説得力を感じないから……ですか？」

「そのとおり。なんの苦悩も迷いもない人間に、さもわかったかのような顔で説教されることほど腹の立つことはない」

　わからないでもない。皮肉げなものを含んだ声を、セシアは真ま面じ目めに頷うなずいて受け止める。

「さて、セシア。あなたの仕事はなんだ？」

「〈青の薔薇十字団〉の『夜の女王』です」

「具体的には何をする？」

「普段は──魔術事件を起こした悪魔や、魔術師を取り締まっています」

「ご存知だとは思うが、そのような罪を犯おかすのは、己おのれではどうにもならぬ負ふの感情を持て余した者が多い。憎しみを知っているあなたは、彼らに上うわっ面つらだけの説教をするのではなく、理解しようと心から寄り添うことができるはずだ。──それは、よいことだとは思わないか？」

　──確かに。

　セシアはいつも悪魔や魔術師をただの悪しき者として消滅させるだけでなく、どこかで救われていてほしいと願いながら戦っている。聖母マリアよ、救いたまえ。誰かに銃口を向けるたびにそう祈るのは、だからだ。わたしでは救えないのなら、どうか神様、お願いしますと。

　自分の醜みにくい憎しみの経験がそのためになるのなら──……セシアは、クローディアを憎んだ過去の自分を、少しだけ許きよ容ようできそうな気が確かにした。生まれて初めてのことだった。

「恐怖。恨み。憎ぞう悪お。怒り。──精神の闇やみの部分を否定していては、特にあなたのような人間は強くなれない。封印せず、時には思い起こして、自分の心の糧かてにする方がいい。そうすればあなたは炎ほのおの中の剣のように鍛きたえられ、誰かを救う強さを手に入れるだろう」

　泣きたいほど安心してしまいながら、喉元を押さえて泣くのをこらえて──自分でも不思議なほど素直に、悪魔の穏やかな囁きに耳を傾けているうちに、セシアはふと気づいた。

　不自然なほど感情の読めないアイスグリーンの瞳や、〈黒世界〉の闇が凝こごったかのような姿を見ずに、こうして子守歌のように流れる声だけ聞いていると──ファントムの心が、いつもより穏やかなタッチで伝わってくることに。

　──このひとは……。

　たぶん今、出逢ってからこれまでで一番、セシアと真しん摯しに向き合ってくれている。

　彼が今まで生きた中で得たものを、とても丁寧に言葉にして、セシアの心を救おうとしてくれている。それはまるで教師のような愛情だ。

　無感覚そうに振る舞うくせに、情け深いところが確かにある。そんな彼の複雑さを、セシアは今、不思議とやわらかに受け止めていた。

　……胸が疼うずく。

　ファントムが今までよりも身近に感じられて、セシアは思わず、そっと背後を振り返った。

　すると鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろをした髪が、セシアの視線の先で揺れ──ファントムもまた、彼女を振り返っていた。

　初めて、怖さや気詰まりなものを感じずにアイスグリーンの瞳を見上げた気がする。

　彼のまなざしもいつもの分析するような鋭さや不ぶ躾しつけさがなく、ただ静かで、セシアは奇妙にどきりとさせられた。その鼓動に支配されたのか、炎のはぜる音まで聞こえる沈黙に酔い痴しれたように見つめ合ってしまう。

　ややあって、ファントムははたと瞬まばたきすると、顔を元の方向に引き戻した。

　初めて見る、彼の焦ったふうな仕草。……なぜか、また、胸が疼いた。

「すまない」

「……え？」

「振り向かないと約束したのに、あなたの表情が見たくなってしまって、つい。ご無礼を」

「いえ……べ、別に、見るくらいなら構わないですけど」

「御お髪ぐしなどは乾いたかな？」

「それはもう──……あ、少し待っていてくれますか？　服を整えますから……」

　奇妙な気恥ずかしさが胸をざわつかせる。セシアがあたふたと、壁に吊り下げていた黒と銀のコートや暖炉脇に置いていた編み上げブーツを身につけた時──。

　突然、窓ガラスが割れた。

　ぎょっとして振り返ると、割れた窓の向こうに、夜の雨に濡れた庭園が見えた。なんだこれは……？　一瞬にして頰ほおの火ほ照てりが冷め、顎あごが落ちる。

　しかし絨毯に視線を落として、カーテンを下敷きにしながら部屋になだれこんでいる三つの人影のあまりな姿を見つけると、今度はこめかみが引きつった。

　カエルのようにべちゃりと突っ伏しているのは真しん紅くの髪の黒騎士。その上に、彼の襟えり首くびを半端につかんだ人狼が乗り上げている。さらにその二人に引きずられた格好で、金髪を乱した吸血鬼がしりもちをついていた。
















「──……何をしてるの？　あなたたち」

　自分でもびっくりするくらい低い声が出た。

「いや、僕は『落ち着きましょう』って止めたんですよ」

「あ！　ルーシャスこらてめっ、一人だけ責任逃れすんなよ！」

「一人だけと言われても……事実、君とセンレッドが暴走しただけじゃないですか」

「暴走？」

　セシアは冷ややかな視線を、いつも以上に髪がぼさぼさの人狼に移した。

　ようやく身を起こしたアルカインは、目をそらして非常に気まずそうに白状する。

「いや……な。陰ながら見守ってたら、姫さんとそこの悪魔が、今日は鳥籠じゃなくて館やかたの中にしけこんだもんだから」

「ッ、誰もしけこんでなんていないでしょう！　それにいつから見てたのよ!?」

　まるでやましいことでもしていたかのような言い方になってしまったが、幸いそこに突っ込まれることはなかった。

「わかってるわかってる！　見てたことは……まあなんだ、俺も気にしないから姫さんも気にするな！」

　アルカインの絶ぜつ叫きようは意味不明だし言い訳にもなっていない。が、今は他の説明が先だ。

「えっと、まあ……そんなわけで、姫さんの様子が見えないから、俺らは心配になってだな」

「ちなみにセシア。真面目に心配していたのはセンレッドと僕だけで、この無責任なケダモノはセンレッドの不安を煽あおるようなことを言っていただけですから」

「ばかッ、それ言ったら駄だ目めだろ!?」

　騒ぐアルカインを優雅にいなしつつ、濡れた金髪をかき上げた吸血鬼は「眠いから傍ぼう観かんしてた僕も同罪ですが」と前置きしてから、勝手に説明を引きとる。

「姫さん、一人で大丈夫かなあ。『な……何をなさいますファントム殿！』『むふふふ……早うその濡れた服を脱がれるがよい』『いけませぬ、そのようなッ』『情報が欲しいのであろう？　ならばおとなしく従うのじゃ！』『駄目です、あ……あーれー!!』ってな展開になってたらどうするよ？　──などと扇せん情じよう的てきなことを、このアルカインがのたまいまして」

　やけに上手な声真似をしたルーシャスは、次に、気まずそうな顔で明後日あさつての方向を見ているセンレッドへと目線を流す。

「それをなぜか真に受けてしまったセンレッドが、『なんと破は廉れん恥ちな悪魔だ。許せんッ』とキレて、《ガラティン》片手にここに突撃してしまったわけです。……まあ、止められなかった僕も責任は感じていますが」

「…………」

　すべてを理解したセシアは、無言のうちに、首から提げていたロザリオをもぎとった。

「！　ちょ、おまっ《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》は洒しや落れにならねーぞ！　しかもなぜ狙いが俺!?」

「あなたが諸悪の根源でしょう!?　そこに直りなさい！」

「ぬおおおおお!?」

　光の矢の如ごとき《聖母の涙》の弾丸に追われて、いちいち言動が無責任な人狼は、まるで犬のように悲鳴を上げながら壊れた壁を抜け、夜の闇へと逃げていった。

　しっぽくらいは焦こげただろうか。──それで反省する性格ではないのが残念だが。

　銃口を下ろすと、セシアは肩でため息をついた。

「ルーシャス。センレッド。あのどうしようもないひとを拾って、もう少しだけ外で待っててくれる？」

　苦笑いの吸血鬼と、終始気まずい顔でうつむき通しの黒騎士の姿も闇に消えると、セシアは暖炉のそばを振り返った。

　目立たぬように隠れて、今のお恥ずかしい騒動を眺めていたファントムは、セシアと目が合うと、あるかなしかの笑みで口の端をゆがめた。相変わらず目は笑っていないが。

「久しぶりに、噴き出すのをこらえるという経験をさせていただいた。あなたは随分と愛されているのだな」

　仲間に家族じみた愛情と友情で接してもらえているのはわかってはいるが、面と向かって指摘されるのはなんとも面おも映はゆく、セシアは薔薇色の頰でぽりぽりと耳の後ろをかく。

「今夜はもう帰りなさい。明日もまた、王都中を駆けずり回るはめになるだろうから」

「そうですね──……待って。まだ、情報の交換が済んでません」

「ああ、そうだったか」

　ファントムは頷くとセシアに不意と顔を近づけ、思わずのけぞりぎみになった彼女へと内緒話の口調で囁いた。

「女王陛下そっくりの人形を使って、女王陛下に似たところのあるレディが誘拐された。これは偶然にしては随分とできすぎた一致だとは思わないか？　セシア」

　──まさか……クローディアが？

　にわかに顔を強こわ張ばらせたセシアは、ファントムに礼と別れを告げるのもそこそこに、赤と黒と書物の山の部屋を飛び出した。







「ティターニア宮殿に向かって。急いで！」

「しかしセシア。宮殿を訪ねるのに、この格好では少々問題がありますよ？」

「ああ、そうか──そうよねルーシャス、忘れてたわ」

　壮麗な宮殿で、〈青の薔薇十字団〉の黒と銀の騎士服は悪目立ちしすぎる。特にセシアの、この時代の貞てい淑しゆくな女性らしからぬ装よそおいは。

　焦しよう燥そうで身体の中がぐつぐつと煮えるような心地をこらえて、ローズグレイ・ハウスに進路を変更してもらった。銀髪をかきむしりかけたが、そんなみっともないことをしても他の三人に心配をかけるだけで無意味だとすんでで気がついて、動きを止める。

　──頭を整理しよう。せめて。

　──クローディアが狙われているとしたら、何がある？　何が起こる？

　波打つ金髪のレディ・アンジェラ。彼女は偽造オートマタを持っていたせいで、何かの事件に巻きこまれたと思われる。そして姿を消した。

　──クローディアの近くにも、あの偽造オートマタのような『魔の人形イヴル・ドール』があったら？

　刹せつ那な、セシアの頭に、がつんと脳を直じかに揺さぶられたような衝撃が走った。

　意識が遠のき、座席からずるりとすべり落ちそうになったのを、すんでのところで、隣席にいたルーシャスに抱き留められた。

「我が姫？　なんだか顔色が──」

　吸血鬼のやわらかな呼びかけが、じょじょに遠ざかるような錯覚をセシアは覚える。

「姫さん？　どしたんだよ急に」アルカインが胡う乱ろんげな声で問いかけてくる。「……セシア？」これはセンレッドの、独特の掠かすれた小声。心配そうに顔を覗のぞきこんでくる視線を感じる。大丈夫、ちょっと頭が痛いだけ。そう強がりを言いたかったのに、セシアの小こ刻きざみに痙けい攣れんする喉からは途切れ途切れの息が漏れるばかりだ。

《──ねえさま》

　どこからともなく声が聞こえる。ただの声じゃない。これは──悲鳴だ！

《ねえさま、たすけて──だれか……気がついて──》

　セシアは両手でそれぞれ頭と口元を押さえたまま、何度も咳せきこんだ。心臓を直に何度も殴なぐられるような、この痛みには覚えがある。そう。クローディアの立太子式の夜。悪魔と魔術師が宮殿を襲い、クローディアも浅からぬ傷を負ったのを、離れた場所にいたセシアは双子の特別な感覚で察したのだ。

　ということは、また。──クローディアが。

　激しい痛みと熱でちぎれそうな意識を、気力だけで立て直して、セシアは声を振り絞った。

「ルーシャス……やっぱり馬車を、このまま宮殿に向かわせて」

「セシア？」

「クローディアに何かあったに違いないの。お願い！」
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　セシアは、王家存亡の危機にのみ使うよう父に言われていた秘密の通路を使った。

　奥宮では人の目をどう盗むか悩んだのに、隠し扉をはね上げた先には父である宰さい相しようダニエルが待ち構えていて、セシアの方が逆に驚かされてしまった。

「父様──わたしが来るって、ご存知だったんですか？」

「ああ。十一時にローズグレイ・ハウスの執事の彼から、使い妖精フアミリアールを使って連絡が入っていたのでな」

　父が広げてみせた手の上には、可か愛わいらしい蝙こう蝠もりの姿をした使い妖精が乗せられている。

　フェアリー・ドール同様〈ファウスト〉が開発した、魔術によって使し役えきされる妖精だ。セシアたちの中では、妖精の類たぐいと相性のいいルーシャスが世話を任されている。

　そこでセシアははたと、起きている時は非常にそつのない吸血鬼を振り返った。

「あなたが、クレオヴィスさんに連絡しておいてくれたの？」

「セシアに門限を破らせる時は、必ず連絡をよこすようにと言われてますから」

「……フォローありがとう」

　微笑ほほえみながらの彼の左目のウインクに、セシアははにかんだ笑みで礼を告げる。

「セシア。事態は切せつ迫ぱくしている。歩きながら話さぬか」

「もちろんです、父様」

　セシアが向き直ると同時に、父は背をひるがえした。慌あわてて隣に並ぶ。

　ダニエルは黒い髪と整えた髭ひげの持ち主だ。セシアへと受け継がれたラピスラズリの瞳は、彼女にはない深く重たげな光をたたえ、物静かな隙すきのなさが、長身から威い厳げんとなって放たれている。本人もそうした自分の天てん賦ぷを知っており、それゆえの堂々とした雰ふん囲い気きも滲にじんでいた。

　だが──今晩の父は、いつも超然としているために『アルビオン史上最高に有能なトーヘンボク』と囁かれる宰相らしからぬ憔しよう悴すいぶりだった。

　目は充血し、頰もげっそりとこけている。セシアの胸は、ぎゅっと締めつけられた。

「父様──クローディアに、やはり何かあったのですか？」

「夕ゆう餉げのあと、私室に戻ったかと思ったら、突然意識を失った。典てん医いに見せたが首を振るばかりだ。今は〈ファウスト〉の魔術医師を呼びにやっている」

「やっぱり──！」

「おまえも何かを感じていたのか？　セシア」

「……はい」

　蒼褪め、口元を両手で押さえて頷いたセシアの肩を、父の大きな手がなだめるように叩く。

　父親らしい、包むような温もりの滲む口調で言われた。

「奥宮にいた頃、おまえとクローディアは互いの異変によく気づいていたな。クローディアが転んで手首を捻ねん挫ざすればおまえが、おまえが紅茶を入れようとして指に火傷やけどをすればクローディアが、必ず同じ場所が痛むと訴えてきた。──であるから、おそらく私はクレオヴィス殿の気配りがなくとも、あそこでおまえを待っていただろうと思う」

　普段ならば懐なつかしさとくすぐったさを生むだろう昔話が、今はどこか物悲しく響く。

　藍あい色いろの毛もう氈せんを敷いた長く暗い廊下の果てに、セシアはクローディアの眠る部屋に通された。

　──クローディア。

　純白のリネンをあしらった寝台に、双子の妹は、まるで人形のように静かに眠っていた。

『黄玉工房アトリエ・トパーズ』で見た、ガラスの棺に死んだように安置されたオートマタが連想され、セシアのつま先から頭のてっぺんまでを暗い寒気が駆け抜ける。

「クローディア──クローディア！」

　スカートが大きくひるがえるのも構わずに駆け寄り、ミルク色の頰にふれた。

　ちゃんと温あたたかい。生きている。そのことにセシアは少しだけ安あん堵どするが──。

「脈みやく搏はくも呼吸も正常、病気の兆ちよう候こうもないそうだが、とにかく針で足の指をつついても目を覚ましてくれぬのだ」

「このことは、秘密に？」

「今のところ、最高レベルの機密扱いだ。医師団以外には私と、キアラン秘書官、聖騎士団の長と筆頭侍じ女じよだけだ。すでに箝かん口こう令れいも敷いている。数日は『体調不良』で通せるが──このまま意識を取り戻さなかった場合、一部の王族や貴族どもが騒ぎだすであろう」

　国家元首として働けないクローディアの退位を求めて──ひと筋すじ縄なわではいかない少女王にやりこめられてきたひとびとが騒ぎだす。

　その際に起こるはずのクローディアへの心ない中傷や非難、どろどろの権力争い、そして足の引っ張り合いを想像するだけで胸がむかついてきた。『魔の五月祭イーヴル・メイデイ』と呼ばれるクローディアの立太子式での事件後にも、そうした醜しゆう悪あくな人間模様が繰り広げられたことを、セシアは昨日のことのように思い出せる。

　──そんなことさせない。絶対に。

　すぐにこうなった原因を探そうと立ち上がりかけた時、セシアはその声を聞いた。

《ねえさま》

　──え？

　フルートを思わせる可か愛わいい声。聞き間違えるはずもない、これは──。

《セシアねえさま……きづいて……》

「クローディア!?　クローディア！」

　レディのたしなみなど皆かい無むのうわずった声を上げてしまいながら室内を見回す。

　──……あれだ！

　戸惑う父や契約者たちへの説明も後回しにして、セシアは飾り棚に走った。みがき抜かれたガラスの扉を開けた。運命のように目に飛びこんできたのは、エンジェル・ドールに勝まさるとも劣おとらぬ精せい巧こうさの自動人形オートマタ。

　月光を梳すき流したかのような淡あわい金髪。黒いレースを幾いく重えにも重ねたワンピースの上に、目の覚めるような真紅のケープを羽織っており、リボンと造花の薔薇で飾られたヘッドドレスが可か憐れんな印象を添えている。

　虚うつろな夜の青色をした瞳を見つめながら、セシアは生まれたての赤ん坊を取り上げるかのように、そっとオートマタを胸に抱いた。呼びかける声が、なぜか震える。

「……クローディア？」

《ねえさま……？》

　やっぱり！　セシアは勢いこんで、腕の中のオートマタに呼びかけた。

「クローディア！　わたしの声が聞こえる？」

《きこえます……でもなんだか、かべのむこうとこちらで、おはなししてるみたいです》

「それは──」

　きっとクローディアの魂たましいが、ベッドで眠る肉体から引き剝はがされ、オートマタの中に無理やり閉じこめられているからだ。そう説明してしまっていいものか一瞬迷ったが、クローディアはやさしい噓よりも厳しい現実を見ることを望む強い子だ。九歳の時から、すでに。

　信じて正直に告げると、オートマタは、ほっと息をついたように見えた。

《やっぱり、そうでしたのね……おどろきましたけれど、たぶん、そんなところだろうとも、おもっていましたの》

「意識が遠のいたりはしてない？　クローディア」

《……しょうじきをもうしますと、さっきまでは、ふあんですし、わけがわからないし、とうさまもだれも、わたくしのこえにきづいてくれないので、きがくるいそうでしたわ。でも、もうだいじょうぶそうです》

「本当に？　こんな時にまで無理はしないでいいのよ」

《ほんとうです。だって、ねえさまが、たすけてくれるのでしょう？》

　気丈な言いようと、純粋そのもののクローディアの信頼に、目の奥からかっと熱い涙があふれそうになった。

　──こうなる前に、守れなかったなんて……。

　──これじゃ、『魔の五月祭イーヴル・メイデイ』の時と同じじゃないか。

　悲しいのと同じくらいの強さで、悔しさがセシアの胸をかきむしる。

　セシアは人形用のドレスと髪が皺しわになるのも構わずに、妹の魂が入ったオートマタを両腕でぎゅっと抱きしめた。今にも喉の奥から飛び出してしまいそうな嗚お咽えつをなんとか吞みくだし、芯の入った声で誓ちかう。

「当然よ。だってわたしは、あなたの騎士だもの。つらいだろうけれど、少しの間だけ我慢していてくれる？」

《おやすいごようですわ、ねえさま。ひるねでもして、まっております》

「……クローディア」

　こんな時までユーモアを忘れない妹を持つと、姉も形かた無なしだ。思わず苦笑いがこぼれる。

　近づいてきた父と契約者ウオーカーたちにも事情を説明すると、皆、同じように厭な顔をした。

　名状しがたい暗あん鬱うつな沈黙の中、最初に口くち火びを切ったのは、父ダニエルだった。同じ色の瞳を持つ娘を静かに見下ろして言う。

「セシア。つらいだろうが──おまえはすぐに、クローディアにこのような罠わなを仕掛けた魔術師を捜す仕事に戻ってくれるか」

「──……そのつもりです、父様」

　もう少しここにいて、クローディアを抱きしめていたい、という気持ちも強い。

　けれどそれ以上に──。

　──『魔の五月祭イーヴル・メイデイ』の悲劇は繰り返させない。

　──今度こそ、わたしの手でクローディアを助けるんだ。

　その意志がセシアのラピスラズリ色の瞳の奥で、小さな力強い炎のように燃えていた。

　七年前は、クローディアの助けを呼ぶ悲鳴が魂のつながりを通して聞こえたのに、セシアは何もできなかった。母は犠牲になり、父と妹は身も心もどうしようもなく傷ついた。

　今のわたしは、七年前のわたしとは違う。あの時より強くなっている。

　そう信じたい。

「クローディアのそばには私がついている。おまえに教えてもらってからは、こうして声も聞こえるようになったしな。そして、このオートマタを贈った不届き者は即刻、捕ほ縛ばくする」

　だから──とセシアの頰を両手でつつむと、父は聖母マリア像の膝元で祈る時にも似た敬けい虔けんな表情で言った。

「セシア。おまえは、おまえにしかない力で、おまえの妹を助けてくれ。叶かなうなら私も共に戦いたいが、残念ながら私はおまえと違って、悪魔や魔術師を討とう伐ばつする力には恵まれておらぬからな。父はここで、父にしかできぬことに努めたいと思う」

「わかりました。クローディアをお願いします」

　セシアは迷わずにうなずいた。

　──『貴女あなた様にしか助けられない人間が、この広い世界にはいるのです』

　師匠の言葉が甦よみがえる。今度こそ、わたしにしか助けられないひとたちを助けるのだ。

　セシアを見つめていた父は、ふと、ほんの少しやわらいだ表情を浮かべた。

「顔つきが変わったな。セシア」

「──そうでしょうか？」

　ぴんとこなくて、セシアは首をかしげる。先日のハロウィンの夜にこっそり執務室に挨あい拶さつに行った時は、そんなことは言われなかったのに。

「うむ。今までよりも気負いが抜けて──そう、しなやかになったような気がする。おまえも日々成長しているのだな」

　ファントムの言葉のお蔭かと思うと面おも映はゆいが、厳格でどちらかといえば口下手な父にめずらしく褒ほめられたことは嬉しくて、セシアは「光栄です、父様」と微笑を浮かべた。

　そうして両頰に親愛のキスを受け──セシアは最後に一度だけ、父の腕に預けた金髪と真紅の衣裳のオートマタを振り返ると、契約者ウオーカーたちと共に再び秘密の通路に身を投じた。
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　深夜にローズグレイ・ハウスに戻ると、こんな時間だというのにまだ黒い服できびきび働いてくれていた執事と、意外な訪問者がセシアを待ち受けていた。

「お嬢様、先ほど〈ファウスト〉からフリーデル様が参られたので、『冬ふゆ薔ば薇らの間ま』でお待ちいただいているのですが」

「フリーデル？　偽造オートマタの分析結果がもう出たのかしら」

「いえ、残念ながらそちらではなく──」

　と、クレオヴィスはこんな時間でも清潔な白い手袋をはめた手を、軽く左胸に添えて。

「また貴族のご令嬢が密室で姿を消し、現場からエンジェル・ドールを模もしたオートマタが発見されたそうです」

「！　またですか!?」

　雨で濡れた外がい套とうを執事に預けようとしていたセシアは、衝撃で声がひっくり返ってしまった。

　一階奥にある『冬薔薇の間』へと早足で向かいながら、クレオヴィスに説明を受ける。

「お名前はレディ・カーミラ。なんでも、聖騎士の家柄の方だそうです」

　子し爵しやく令嬢と、聖騎士の娘。オートマタを所有できるくらいには財産に余裕があるという点しか共通項が思い浮かばない。

　──レディ・アンジェラは、なんとなくクローディアに似てたけど。

　レディ・カーミラも、やっぱりそうなのだろうか？　すぐに話を訊かせてもらおう。

「フリーデルは、レディ・アンジェラの話はしていましたか？」

「〈ファウスト〉の交渉人と魔術師が出向いて、ご実家の子爵家から問題の偽造オートマタを差し押さえたそうです。お嬢様が指摘したとおり、中にレディ・アンジェラの魂が封じこめられていたので、レディ・カーミラの人形とともにこちらに持参されたと」

「そう──……って、今最後になんて言いました？　クレオヴィスさん」

「フリーデル様は、ご令嬢たちの魂が封じられた偽造オートマタを持参しておいでです」







『冬薔薇の間』。

　白とくすんだ灰色がかった薔薇色を基調とした、ローズグレイ・ハウスではもっとも落ち着いたムードの客間である。

「フリーデル、二人はご無事なの？　苦しまれたりはしてない？」

「混乱していて、一時は少し危うかった。が、〈ファウスト〉の精神操作専門の魔術師が鎮ちん静せいと眠りの術をほどこした。今は夢を見ているはずだし、元の身体に戻れた暁あかつきには、人形の身体にいたことの方を夢だと思うだろう」

「便利ね。その術、できればクロ──……こほん、女王陛下にもかけてもらえる？」

「すでにそのように手配しているはずだ。我ら〈ファウスト〉に抜かりはない」

　自信たっぷりにのたまうフリーデルの傍かたわらには、専用の黒革張りのケースに安置された偽造オートマタが並んでいる。蓋ふたは開いている。

　レディ・カーミラの魂が眠る人形は、豊かな金髪にティアラを飾り、エメラルド色の瞳よりもこっくりと色みの深い緑のドレスをまとっていた。やはりエンジェル・ドールそっくりの精巧な偽造オートマタである。

　それにしても、尊大そうな少年と可か憐れんな人形が長椅子に並んでいるのはなんともアンバランスな光景で、対面に座るセシアは場違いな笑いをこぼしそうになってしまった。フリーデルに怪け訝げんな顔をされたので、慌てて咳払いしてごまかす。
















「ところで、どうしてここにレディたちを連れてきたの？」

「〈ファウスト〉本部は床から天井まで国家機密の塊かたまりだし、博士たちの常軌を逸いつした行動・言動も魔術実験用のあれこれもある。こういった芸術品の扱いが苦手な者ばかりだから、壊れる危険性が高い。だがこの屋敷なら、主あるじと同じで生ぬるいぐらい平和だから安心だと思った」

「あの……もしかしてそれって、厭味？」

　生ぬるい主と言われたも同然のセシアは、控えめに突っ込んでみるが、フリーデルには理解不能という顔をされた。

「どこがそう聞こえたんだ？　単なる事実の指摘だろうが」

「…………まあ、そうかもしれないわね」

　とことん、悪意なしで、誤解を招くような物言いをする少年である。昔からだが。

　微妙に疲れたセシアにはお構いなしで、得意の腕組みポーズと冷ややかな目つきをしたフリーデルは一方的に続ける。

「君に面倒を見ろとは言わない。〈青の薔薇十字団〉の出番は近いからな。だが、ここには完成されたフェアリー・ドールがあるだろう？」

　ここでようやくセシアも、フリーデルと〈ファウスト〉の意い図とが吞みこめた。

「同じ人形の身体を持つ姫たちに、お二人の世話してもらおうっていうことね？」

「やっとわかったのか。──しかし『姫』とはなんだ？」

「あら、教えてなかった？　〈ファウスト〉からいただいたフェアリー・ドールの子に、白しら百ゆ合り姫ひめ、芙ふ蓉よう姫ひめ、桜さくら姫ひめと名づけてるって」

「名づけたのは君か」

「そうよ。可愛くてぴったりでしょう？」

「……知らん」

　君の少女的な感性にはついていけんという渋じゆう面めんのフリーデルはさておき、セシアはさっそく、妹のように可愛がっているフェアリー・ドールたちを集めた。

「この方たちは、あなたたちと同じように、人形の身体を持ったお姫様よ。でも自分から人形の身体に入ったあなたたちと違って、不幸な事故で突然こうなってしまったから、いろいろと大変なの。何があっても大丈夫なように、つきっきりでお世話して差し上げてくれる？」

「はいです！」「了解でありまする」「セシア様の仰おおせのままに」

　ほぼ同時に、三者三様の返事。

　……よくずっこけているおドジな白百合姫と、ツンとしていて毒舌なところもある芙蓉姫に不安がないと言えば噓うそになるが、もとが妖精とは思えぬほど大人びていて常識のある桜姫が締めてくれるだろうと信じておく。

　この屋敷でもっとも乙女おとめ趣味といえる、ピンク系でまとめた『春はる薔ば薇らの間ま』で、令嬢たちのオートマタに過ごしてもらうことにした。

「これで大丈夫だと思うわ。他には何か用はある？　フリーデル」

「いや、もういい。君は、今日はもう休め」

「──……え？　フリーデル、今なんて言ったの？　新手の冗談？」

　目をまんまるにして驚いた上に、他のひとには決して言わないような皮肉を返してしまった。なにしろ、傍ぼう若じやく無ぶ人じん・冷酷無残が美少年の姿をしているようなフリーデルが、そんな気遣いめいたことを口にするのは、天てん変ぺい地ち異いの前触れにしか思えなかったのだ。

　──本気か？　病気か？

　と、無礼を承知で目で問い返す。これも他のひとにはまずとらない無礼な態度である。

　セシアに思いっきり疑われていることに気づいたらしく、フリーデルは露ろ骨こつに不機嫌そうになって顔を背そむけた。

「失敬だな君は。──今日の君たちは朝からよく働いてくれたし、特に君はあのわけのわからん悪魔から情報を引き出しもしてくれた。『黄玉工房アトリエ・トパーズ』の検分と偽造ドールの分析が済み次第、連絡するから、しばらく休んで英気を養えと言っているだけだ」

「でも〈ファウスト〉の方たちは徹夜するんでしょう？　わたしだってまだ動けるわ」

「被害者が心配なのはわかるが、合理的に考えろ。睡眠不足で、いざという時に君の戦闘能力が落ちることの方が論外だ。『夜の女王』とはいっても君はしょせん人間の、しかも女だ。男や魔物とは基礎体力からして違うことは認めろ」

　冷静で理にかなった意見。でも、と言うことすら許してくれない強い語調だ。

　──でも、クローディアだって待ってるのに。

　わたしの妹が待ってるのに。

　フリーデルにはそう言えないのが、こういう時、苦しい。

「……それにだな」

　とそこで不意に、フリーデルは声を潜めた。やれやれという表情で付け加える。

「この部屋の外で、君の執事と契約者ウオーカーが心配している。僕が君を夜通しこき使う気じゃないかとな。部下の気遣いと忠誠心に応えるのも、主人である君の役目だとは思わないか？　『夜の女王』」
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　クレオヴィスが淡い薔薇の香りのハーブオイルを溶かしてくれた湯につかって、今日も魔の気にあてられた身を清め・温めてからベッドに横になると、事件の資料を読んで……少しだけ……と思っていたはずなのに、いつのまにか眠りに落ちていた。朝からの人形工房めぐりでずっと緊張の連続だったせいか、自分でも気づかないうちに疲れ果てていたらしい。

　セシアは三時間だけ熟じゆく睡すいできたが、ひどい悪夢にうなされて目が覚めた。

　──クローディア!!

　毛布を頭からかぶったまま、両手で潰つぶすみたいにして枕を抱きかかえて、震える。

　クローディアの悲鳴と、宮殿を破壊する悪魔の哄こう笑しようが、耳の中でぐわんぐわんとこだましていた。それは夢で、今の自分はちゃんと目覚めているんだとわかるまで、しばらくかかる。

　──……また、あの夢。

　任務中はよく、『魔の五月祭イーヴル・メイデイ』の夢で目覚めてしまう。今回のように、若い女性が巻きこまれた事件だとその頻ひん度どはさらに跳ね上がる。

　鼓動を落ち着けるためにいったん目を閉じると、レディ・アンジェラとレディ・カーミラの顔が瞼まぶたの裏に浮かび上がった。金髪のレディ・アンジェラ。エメラルド色の瞳のレディ・カーミラ。資料に添付されていた似顔絵。彼女たちも、自分の妹のように思えてしまう。

　──やっぱり、もう眠れそうにないな……。

　まだ動どう悸きの速い胸を押さえながら起き上がると、ベッドのすぐそばに誰かの気配があった。

「──……クレオヴィスさん？」

「申し訳ないが、違う」

「ッ!?」

　乙女の繊細な神経を震えおののかせる美声が、夜明け前の薄暗がりから響いてきた。

　セシアはとっさに、枕の脇に隠しておいた《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》の狙いを、ベッドサイドの安楽椅子にあきれるほど悠ゆう然ぜんと座っている黒衣の悪魔──ファントムに向けてしまったのだが。

「ふむ。私もあなたに消滅させられてしまうのか、困ったな。アルビオンでそこまでの悪事を働いた覚えはないし、まだ読みかけの本がいくつもあるというのに」

　当人は、撃たれても別に痛くはないかのように、のんびりと呟いているから気が抜ける。

　ここはあなたの部屋か？　と、厭味のひとつも言いたくなるほどのくつろぎようだ。

「そうは仰いますけど、レディの寝室に押しかけるだけでも十分、罪は重い──……え？」

　言いながら、身体の線が出そうなナイト・ドレス姿をカシミヤの化粧着で隠そうとしたのでセシアは気づいた。──自分がなぜか妹にもらった絹のナイト・ドレスではなく、見たこともない古風な青いドレスを着ていることに。

「さすがの私も、夜着姿のレディを訪問するのは気が引けたので、ちょっとした魔術で着替えていただいたのだ。あなたのナイト・ドレスはあちらの壁にかかっている」

「……いかがわしい魔術ではありませんよね……？」

「そこは私を信頼してもらうしかない」

　ファントムは優雅に頰杖をつくと、相変わらず本音の読めない淡い表情で嘯うそぶいた。

「しかし人間の言う『快かい楽らく主しゆ義ぎ』を実じつ践せんしてご禁制の火か酒しゆを浴あびるように飲んだのと、阿あ片へん窟くつに入り浸ったのと、流は行やりのオペラに酷評の記事を寄せたのと、各地の舞踏会やパーティーに招待状なしでもぐりこんだのが罪だと言われれば否定はできないが。さて、どうされる？」

「人間に危害を加えていない悪魔を撃ったりしません」

　セシアは憮然とした表情で銃口を下ろした。ベッドに座り直し、半眼で冷ややかに問う。

「それにしてもあなたは、アルビオンでそんなことをしてるんですか？」

「半分は冗談だ」

「……半分だけなんですね……」

　まあ、ハロウィン・パーティーにもぐりこんだのは知っているのだが──。

「冗談はさておき──どうやら、青薔薇の眠り姫は怖い夢をご覧になっていたようだな」

「…………」

「例の、ご家族が巻きこまれたという『魔の五月祭イーヴル・メイデイ』でも夢に出てきたか」

「…………」

　悪魔が本当は怖いことを知られたくなかったので、セシアは精一杯の意地で頷うなずかなかったが、それはこの場合、彼の言葉を肯こう定ていしているのと同じであった。

　ファントムは今日も今日とて右手にたずさえてきた、赤い革装丁の本の表面を、黒手袋の指でとんとんと叩きながらセシアをじっと見み据すえる。が、セシアが絶対に認めない気でいるのがわかると、あっさりと話題を変えた。

「あの夜のあなたも、今と同じ表情をしていた」

「……あの夜？」

「スウィフト・レーン」

　セシアは目を瞠みはって、ファントムのしらっとした無表情を振り仰あおぐ。

「あ。もしかして、あの日感じた冷気のオーラは……あなたの？」

　──そうか。

　それでハロウィン・パーティーの時に、このひとに逢ったことがあると思ったのか。

「私の気配は感じていたのか。さすがは『夜の女王』。もっともあの夜は、シスター・セシアとでもお呼びしたい姿だったが」

「や、やめてください。あの変装は思い出したくないんです」

　着替えを終えるなり、無神経な人狼に「なんだ。ハロウィンの仮装の練習か？　今年は笑いをとりにいく気か」と言われたのを地味に根に持っているセシアだ。

　さすがにそんな事情までは見抜けなかったのか、ファントムは小首をかしげた。

「なぜ？　あの修道服がピンク色だったというのなら羞しゆう恥ちの念にかられるのもわからないでもないが。あれはなかなか、あなたに似合っていたと思うぞ」

「いえ、その──……ああもう、その話はもういいですから！　あなたこそ、どうしてあんな場所にいたのですか」

「偶然だ。私が〈黒世界〉からこちらに来たその夜に、あなたが暗い路地で、修道服を着て悪魔ズレネルにつけ回されているのを見つけた。興味を引かれたので見物を続けていたら、あなたが突然本性を現したので驚いたな」

　そんなふうに言われると、まるでセシアの方が極ごく悪あく人にんみたいだ。

　ファントムは抑揚のない声で続ける。

「男なんてものは、放っておいても戦争ごっこを始める好戦的な生き物だが、女性はそうではない。女性が武器を手にとって戦う時、そこには必ず何かの理由──『物語』がある。だから実を言えば、あの時からあなたに興味は持っていた」

「……そのわりには、トランスルーセント・ナイト・ガーデンで最初にお逢いした時はそっけなかったような」

「あれはハロウィン・パーティーで、鏡越しであなたとあなたの吸血鬼の絡からみを見せつけられた後だったからな。いかに私でも多少は微妙な心地ここちを味わう」

「か、絡んでなんていません！　あれはルーシャスのいつもの悪ふざけですッ」

　セシアは頰を染めて断言した。

「ほう。彼とはいつもあのような行為をしているのか」

「……何かものすごく誤解されているようですけれど、わたしとルーシャスはただの契約者ウオーカーですからね、ファントム」

　そして家族も同然の、気の置けない仲間でもある。

　ファントムは分厚い書物をもてあそびながら、含みありげな口調で「ただの、か」などと呟いている。表情が淡すぎて、何が言いたいのかわからないがとにかく落ち着かない。

「それより──もしわたしがただのシスターで、悪魔ズレネルに襲われていたら、あなたはどうする気だったんですか」

「さて？　どうしたと思う」

「……質問に質問で返さないでください」

　とにかく話題を変えたくてした質問だったが、彼なら無表情のまま不運なシスターを助けただろうと信じたがっているのがばれるのは癪しやくで、セシアはつい唇を尖らせる。

「それにあの界かい隈わいには〈ファウスト〉が特別な結界を張ってくれてたのに、どうやって入りこんだんですか」

「残念ながらあの程度の結界では、私にはさして威力がない」

「この屋敷にはスウィフト・レーンよりはるかに強力な魔除けの結界が張ってあるのに、それもくぐり抜けられたんですか？　あなたは本当に何者なんですか。それに、そういえばそもそも今日は何をしにここに」

「質問は一度に一個にした方が、あなたが混乱しなくていいと思うが。ちなみに最初の二つの質問には今はまだ答えられない」

「なぜです」

「私の最大の秘密に関わるからだ。だが、最後の質問の答えは簡単だ。──セシア。あなたに逢いにきた」

　ファントムの声が微妙に甘やかというか、訴えかけるような響きを帯おびた気がしたが、顔は相変わらずの無表情だったので、セシアはすぐに気のせいだと思うことに決めた。ファントムはいつも無感動そうに見えるせいか、些さ細さいな感情の動きを見つけるとセシアはつい妙な嬉しさを感じてしまうのだが、それを見透かされたらと思うと、なぜか無性に恥ずかしい気がした。

「……こんな時間に、なんのためにです？」

　努力して、硬い声を作って訊き返す。

　しかし変わり者の悪魔は、セシアのその突っ張った反応がむしろお気に召したらしい。

　表情には乏とぼしいながらも、わずかに楽しそうに双眸をきらめかせた。……悪趣味なひとだ。

「お風邪を召さなかったか、気になったのがひとつ。もうひとつは、あなたにもう少しだけ情報を差し上げねばと思ったからだ」

　情報──という言葉で、セシアははっとなった。

「昨夜差し上げた情報は、結局、あまり役に立たなかったようだからな。新たな被害者が出てしまったのだろう？」

「！　どうしてそれを」

「やはりそうだったのか。屋敷に〈ファウスト〉の魔術師らしき青マントが忙せわしなく出入りしていたので、鎌かまをかけてみたのだが」

　してやられた。セシアが唇を嚙めば、ファントムは対照的に愉たのしげに目を細める。

　悔しいが──やはりこの悪魔は、セシアより数段上手だ。

「話を続けてもよいだろうか、セシア」

「……どうぞ」

　憮然として頷いて、ふと、わたしはよく平気でこの悪魔と二人きりのままでいるなと思う。

　──このひとは悪魔なのに。

　ファントムを構成するすべての要素から、得体の知れない強烈な魅力や魔力が発せられているような気がして怖いと思ったことさえあるのだ。深みに引きずりこまれないよう、必死で抵抗しつづけていないと、全部見透かされて魂ごと吸い尽くされてしまうと。

　しかし今は──たいがい慣れたのだろうか？　──セシアはファントムに、奇妙な信用を抱きつつある。こうして夜明け前の私室に二人きりでいても、この食えない悪魔がセシアに危害を加えるとは思っていない。

　変人だが変態ではない。曲くせ者ものだが、極悪ではない。そんな微妙な信頼感情。

　そして昨夜思いがけず、人生の見方を変えるような言葉をくれたひとへの、敬愛の感情。

　やわらかな感謝の気持ち。意外なやさしさに対して抱いた戸惑い。

　そうして、もう少しこのひとを知りたいとも思っている自分にも、セシアは気づく。

　──せめて、ファントムなどという偽名ではなく、本当の名前くらいは知っておきたいと。

　そんなセシアの微妙な感情を見抜いているのかいないのか、見抜いていて無視しているのかすら読み切れない、もどかしいほど淡い表情でファントムは言った。

「セシア。あなたが追い求めている悪魔の名は、スヴェンガリだ」

「スヴェンガリ」

　セシアには初めて聞く名前だった。少なくとも〈黒〉貴族ではないと思う。

「悪魔の中では、昔から人間と人形にご執しゆう心しんなことで有名だ。〈黒世界〉のスヴェンガリの居城は古こ今こん東とう西ざいの人形が無む節せつ操そうにひしめいていて、ちょっとした見ものになっている。玩がん具ぐめいた人形だけかと高たかをくくっていると、本物のミイラが転がっていたりするから油断がならない」

「『黄玉工房アトリエ・トパーズ』よりも不気味そうですね……。でも悪魔スヴェンガリは、どうしてそこまで人形が好きなんでしょうか」

「単純に『好き』というのではないだろうな、あれは」

「どういう意味ですか？」

「スヴェンガリ本人は『悠ゆう久きゆうの刻ときを永らえる悪魔の生涯、趣味のひとつも究きわめなければ生きておれんわ』などと笑っていたが。私の見たところ、スヴェンガリは自分の持って生まれた『姿』が──不幸にも、本人の希望とは違って──人ひと型がたとは程遠いものだったせいで、人間と人形にゆがんだ愛憎を抱いているようだ」

　──どんな姿の悪魔なのだろう。

　見たいような見たくないような、複雑な気持ちに搦からめとられ、セシアは眉をひそめる。

「そのスヴェンガリがここしばらく〈黒世界〉で姿を見せていない。人界でまた人形蒐しゆう集しゆうの旅かと思っていた矢先に、今回の事件というわけだ。人形に仮かり初そめの命を吹きこむ魔術は、スヴェンガリご自慢の特技だった」

「偽造オートマタも、そのスヴェンガリが……？」

「いや。スヴェンガリの『姿』は、精巧な人形を作るのにはとても向いていない。おそらくは人形製作が得意な魔術師と契約して、その者に作らせているのだろう。残念ながら、魔術師の名は心当たりがないのだが」

「いえ、これだけでも十分です。ありがとうございます」

　セシアは首を振り、それから頭を下げた。悪魔の名前と特徴さえわかれば、契約者である魔術師の絞しぼりこみはだいぶ楽になる。

「それにしてもスヴェンガリという悪魔は、あなたの知り合いなのですか？」

「敵ではないが、よそよそしい間柄だな。向こうも私のことを確実に知っているだろう。だからこの情報を私から得たことは内密に願いたい。あなた方〈青の薔薇十字団〉と〈ファウスト〉が『綿密な調査の上で手に入れた』ことにしていただけるか」

「密告と思われて、〈黒世界〉にいらぬ波乱を招かないように、ですね？」

「そのとおりだ」

　まるで家庭教師が生徒を褒めるような雰囲気で、ファントムは鷹おう揚ようにうなずいた。

　──悪魔スヴェンガリ。

　──その悪魔が、クローディアたちを。

　ふとまたクローディアの苦境を思い出し、ラピスラズリの瞳に沈ちん欝うつな翳かげりをよぎらせてしまったセシアの顎が、不意に持ち上げられる。もちろんファントムの仕し業わざだ。

　安楽椅子からおもむろに身を乗り出した悪魔が、セシアの顎を指でつまんでいる。

　そして吐息だけで会話ができそうなくらい間近から、彼女の顔を覗きこんできた。

　──ファントム？　何……を？

　……以前クローディアがからかってきたように、彼に心惹かれているわけではない。断じてない。体勢は危あやういが、彼が……キスのようなことをしてくるとも思っていない。

　だが、美しすぎるくらい美しい貌かおが目の前にあるのはそれだけで妙に心臓に悪いし、普段はまるで大学教授みたいに雄ゆう弁べんな彼に、言葉を忘れたかの如く黙っていられると、逆に緊張を誘われた。

　セシアは妙にうろたえて、ラピスラズリ色の瞳を揺らしてしまった。

「ファントム──あの……な、何か？」

　訴えるような声を漏らすと、恐ろしく透とう徹てつしたアイスグリーンの瞳が不意に、初めて見るやわらかい光を宿した。

「特には。ただ、私はどうやら、あなたの表情が随分と気に入ってしまったようだと思って」

「表情……ですか？」

「悲しみと痛みを意志の強さで抑えていて、けれど今にも泣き崩れそうで、それを懸命にこらえている。とても人間らしい、複雑で美しい表情だ」

「──……そんなことを言うのは、あなただけです」

　反応に困る褒め言葉（だろう、たぶん）だが、奇妙な嗜し好こうとマイペースなふるまいもここまでくると、なんだか怒る気にもなれない。半分あきれ・半分苦笑いで言い返しながら、どうにか彼の手から逃れると、ファントムはその薄い唇をゆがめた。わずかに嬉しそうに。

「それは何より。あなたのその凜と張り詰めた仮面の下を覗きみて、秘められた最大の魅力を見出せたのが私だけということだからな、実にいい。あなたのその表情を見ていると、私の探し物は意外と近くにあったのではないか、という気がするのもうれしいことだ」

　──探し物？

　舞台俳優もかくやという詩的な科白せりふの中で、その言葉がふと引っかかった。

　確かナイト・ガーデンで出逢った夜にも、ファントムはそのようなことを口にしていた。

　そして観察眼の鋭い執事は、ティターニア宮殿でのファントムの様子をこう表現していた。

　──『まるで偽の宝石の山の中から、たった一つだけ紛まぎれこんでいる、本物の宝石を探し出そうとしているかのよう』

「もしかして、あなたがハロウィン・パーティーに潜ひそんでいたのは、その『探し物』をするためだったのですか？」

「おや」

　静かに切りこむと、ファントムは左眉だけを器用にはね上げてみせた。

　あまり表情を揺らがせない彼から人間じみた驚きの表情を引き出せたことは、セシアに奇妙な勝利感をもたらす。

「あの夜のことも、お忘れではなかったのか」

「今思い出しました。あなたの『探しているもの』とは一体なんなのですか？」

「──……申し訳ないが、それも、今はまだ答えられない」

　いつもあきれるほど多弁な悪魔が、迷ったように言い淀むところを、セシアは初めて見た。

　ファントムはセシアから視線を外はずすと、彼女の右手をすくいとり、薔薇の花でも愛めでるかのように、そっと唇を押し当てた。

　黒手袋をした冷たい手。冷たい唇。

　なのに不思議と温かく、そして心地よくしびれるような感触が伝わってくる気がして戸惑い、セシアは何度も瞬きした。かすかに眉根を寄せて、すぐさま手を引っこめてしまいたい気持ちと内心で闘う。──なぜだろう、ひどく照れくさいような……。

　時間が止まったように思える一瞬ののち、ゆっくりと顔を上げたファントムは、なぜか微笑んでいた。今度はまぎれもなく嬉しそうに。

　そしてたじろぐセシアにその笑顔だけ灼やきつけて、また幻のように姿を消してしまう。

　……来た時も帰る時も、気まぐれな悪魔だ。

　慣れてしまったせいか、もはや怒る気にもなれないが、あきれたふうなため息が出る。

　それから、セシアはゆっくりと、右手の甲に視線を落とした。

　──今の……なんだったのかしら？

　挨あい拶さつとしての手の甲へのキスなら何度となく経験しているし、吸血鬼に血を与える際には、単なるキスとも違うふれ方をされることさえあるのに、今の悪魔の接触は、今までに経験したことのない奇妙な余よ韻いんを、セシアの肌に──ことによればもっと奥深い部分にも残した。一体何が違うのだろう？

　──悪魔にキスされたのは初めてだから？

　──……駄目だわ。わからない。

　心と視界を支配していたファントムの姿が消えたことで、セシアは初めて、いつのまにか夜が明けていたことに気づいた。二つの高い窓にかかった花模様の繻しゆ子すのカーテンの隙間から、朝の陽光がベッドの足元まで押し寄せてきている。

　セシアは決然としてベッドから下りると、とりあえず普段着の青いワンピースを着た。

　部屋から出る直前に、一度だけ安楽椅子を振り返る。アイスグリーンの瞳の悪魔がくつろいでいた場所を。

　──次は、いつ逢えるだろうか。

　この魔術事件が解決したら、ファントムともう少しゆっくり話してみたいという気持ちが生まれていることに気づいて、セシアはそんな自分に内心戸惑う。

　最初は情報を得るという使命感だけで逢っていたはずなのに、どこから歯車がずれてしまったのだろう……？
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　冬の訪れを予感させる冴さえ冴ざえとした光に満ちた、朝のローズグレイ・ハウス。

　薄緑がかった内装の食堂で、セシアは高らかに宣言した。

「朝ごはんを食べたら、今日は悪魔スヴェンガリを捜してロンディニウム巡めぐりよ！」

「──……ん。承知しました、我が姫マイ・プリンセス」

「うぃー……了ぉ解」

「……心得た」

　しかしセシアはやる気十分なのに、契約者ウオーカーの三人は朝食の席からぐったりしていた。気勢を殺そがれることはなはだしく、セシアはかくんと首をこけさせた。

　大好きなマフィンをちぎる手を止めて、共に円卓を囲む仲間たちへと問いかける。

「どうしたの。ルーシャスが眠そうなのは残念ながらいつものことだけど、アルカインとセンレッドまで暗い顔で」

「昨夜、ほっとんど眠れなかったんだよ……」

　相変わらず出しっぱなしの三角耳をしょぼんと垂たらしたアルカインが唸うなる。人じん狼ろうという獣けものの因いん子しを持つ存在らしく、眠る時は死んだように眠るが、何か異常があると野生の勘かんでいち早く察して飛び起きるのがアルカインなのだが。

　──まさか、昨夜ファントムが来たのに、気づかれてた？

　別にやましいことをしていたわけではないのだが、セシアはつい緊張で顔がこわばる。

　夜明け前に悪魔の訪問を受けたというのはためらわれたので、悪魔スヴェンガリのことは『昨夜聞いていたんだけど、クローディアのことで頭が一杯で、うっかり忘れてたの。ごめんなさい！』と小さな噓うそをついてしまったのである。

　ぎこちなく視線を彷徨さまよわせてしまいながら、努めてさりげなさを装よそおって問い返す。

「眠れなかったって……どうして？　アルカイン」

「あの地味に人類最強の執しつ事じに、むちゃくちゃ説教されたんだよ……」

「クレオヴィスさんに？」

「昨夜、センレッドがナイト・ガーデンの建物を壊しちまっただろ？」

「主おもにあなたの失言のせいでね」

「わぁってるよ。──んでもよ、その修復費の捻ねん出しゆつがうんたら、あなた方は軽率すぎますうんたらとまあ、廊ろう下かに正座で三時間だぜ」

「三時間も!?　正座で！」

「おうよ。途中から意識が朦もう朧ろうとしたぜ。おまけに反省文書けとか言いだすしよ……なんなんだあの執事。教きよう鞭べんは構かまえるわ、眼鏡めがねをキラーンとかおっかねえ感じに光らせるわで、精神的に死ぬかと思ったぞ俺は。あのおっさん『私はただの人の子です』とかいつも言ってっけど、ホントに人間か？　オーラが只ただ者ものじゃねえぞ」

　びしびしやられたことを思い出したのかアルカインは、ぞっとしないという表情で三角耳をぶるりと震ふるわす。強いな執事さん。

　セシアが、あなたもなの？　と目を向けると、眼帯の吸血鬼はため息交じりに首を振った。

「僕はお説教は免まぬがれましたが、作文ができない人狼に叩たたき起こされて反省文の書き方を教えてあげていたら、いつのまにか夜明けでした……」

「いいじゃねえか、吸血鬼なら夜くらい起きろよ。目が腐くさるぞ、顔しか取とり柄えがねえくせに」

「……アルカイン、君、それが恩人に対する態度ですか？　それに言っておきますけど、この世に気持ちのいいベッドで寝ること以上に楽しいことはないんですよ。そのための貴重な時間を奪っておいて、なんなんですか君は」

　眠くて苛いら立だっているせいか、ルーシャスが──いつもなら余裕の笑顔で受け流しているはずの──人狼の悪気だけはない暴言にくどくどと絡からみだす。

　犬と猫みたいな仲の二人だが、取っ組み合いにはならないだろうから放っておこうと決め、セシアは次に、冴さえない顔でラベンダー・ティーをすすっている黒騎士へと視線を転じた。

「センレッド、それじゃあなたも反省文のせいで寝不足なの？」

「……書いているうちに、うっかり大長編になってしまって。文字とにらめっこしすぎたせいか、頭痛がするな……」

「だ、大長編？」

　大長編の反省文とは何事だ。セシアが聞いただけでも圧倒されていると、人狼との不毛な舌ぜつ戦せんをやめにしたルーシャスが、しょうがないなあという苦笑いで口を挟んできた。

「君は真ま面じ目めすぎるんですよ、センレッド。ナイト・ガーデンのことだけを反省すればいいのに、何を間違ったのか、自伝みたいになっていたでしょう。フランケンシュタイン博士はかせに十歳で拾われたのを『嗚あ呼あ。おれはなぜこの時、この完かん璧ぺきな紳士を装う男の内ない包ほうする、暗黒の魂たましいの影に気づかなかったのだろうか』──だとか下へ手たなホラー小説顔負けの筆ひつ致ちで書くものだから、僕まで思わず読みふけってしまったじゃないですか」

「いや……反省というか……おれの人生には後こう悔かいしたいことが多かったなと思ったら、つい」

「せ、センレッド……」

　朝からやけに深くて重い発言が出てしまった。

　だがそこで、神こう々ごうしいまでに清せい潔けつな黒い服のクレオヴィスが登場したお蔭で、みんなでどんよりとなることは避けられた。

　ほぼ徹夜明けだろうに眼鏡の下にクマも見えない執事の姿に、アルカインの陰口ではないがセシアも、このひとは本当に人間なのかしらと首をひねりそうになる。

「お嬢様。ローズマリー・ティーをお持ちしました」

「ありがとうございます。──レディと姫たちは、昨夜は大丈夫でしたか？」

「大事ありません。私も心配だったのでひと晩中見張っておりましたが、さすがは〈ファウスト〉の最先端魔術。白しら百ゆ合り姫ひめが芙ふ蓉よう姫ひめにいじめられて泣いてしまっても、令嬢たちがお目覚めになることはありませんでした」

「え。クレオヴィスさん、やっぱり徹夜してたんですか!?」

「執事は年中無休です、お嬢様」

　さらりと言ってクレオヴィスは、すべすべとした青せい磁じの小こ盆ぼんに載せた手紙を差し出す。

「〈ファウスト〉から、使い妖精フアミリアールで連絡が入りました」

「！　ありがとうございます」

　セシアが手紙を一読すると、ルーシャスがアンニュイに頰ほお杖づえをつきながら問いかけてきた。

「何かありましたか？　我が姫」

「偽ぎ造ぞうオートマタを作った魔術師の──いえ、魔女の名前がわかったそうよ。エウローペ大陸からの亡命者リストに、それらしい女性人形師の名前があったんですって」

「なるほど。名前は？」

「リストの登録名は『イヴリン』だそうだけど──たぶん、追っ手がいたとしたらごまかすための偽名だと思うわ。本当はメロヴィング王国で生まれたそうだから」

　エウローペ大陸の中でも、〈ファウスト〉の生まれたハルシュタット帝国と並んで、火ひ炙あぶりのために森をいくつも潰つぶしたと言われるほど、魔女狩りと異端審問の苛か酷こくな国である。

　そのことと、アルビオンに亡命したという事実だけをとっても、魔女イヴリンの苦難の人生がありありと想像できた。

　──このひとが、悪魔スヴェンガリの契約者。

　クローディアの敵も同じだ。

　しかし魔女狩りから、死か狂気か紙かみ一ひと重えの恐ろしい経験をして逃れてきただろう女性だと思うと、セシアはどうもイヴリンを簡単には敵だと思えなかった。

　魔女狩りからの亡命者はおしなべて、アルビオンという新天地での暮らしに難なん儀ぎする。働き口が見つからず、犯罪に手を染めるひとも少なくない。もちろんアルビオン政府は保護したいと思っているのだが、その手を漏もれてしまう不運なひともいる。

　魔女イヴリンも不遇な中で、力を利用されてしまったのかもしれない。

　ならば憎むべきはむしろ、よるべない彼女につけこんで、悪事に利用した人間だ。

「──なるほど。イヴリンはあの『黄玉工房アトリエ・トパーズ』を開いた主ぬしで、当初は無法街の住人向けに呪のろいの蠟ろう人にん形ぎようや木製人形を売ってほそぼそと暮らしていたけれど、最近とある貴族に目をつけられて、その陰いん謀ぼうに手を貸してしまったのですね」

　セシアの肩にもたれかかるみたいにしてきた吸血鬼が、ついと黙だまりこんでしまった彼女の代わりに、勝手に手紙の続きを読み上げる。

　アルカインが黄金色の瞳に、獲物と出くわした獣を連想させる剣けん吞のんな光を浮かべた。

「貴族って奴ぁ暇ひまだとロクなことしねえな。どこのどいつだ？」

「君はスプリングノート侯こう爵しやく、と聞いて、誰だかわかりますか？　アルカイン」

「わっかんね」

　あっさりと首を振るアルカインとは対照的に、セシアは不快そうに眉をひそめた。

「スプリングノート侯爵……」

「ご存知の方ですか、我が姫」

「ええ。宮殿のハロウィン・パーティーで『緑の騎士』の仮装をしてた貴族よ」

「ああ……あの血が濁にごっていそうな面つら構がまえをした、悪徳商人みたいな男でしたか」

　そして、クローディアが嫌っていた貴族だ。

　聡そう明めいな女王であるクローディアは、生理的な好き嫌いでひとを区別してしまうことを自分に禁じている。その妹が混じりけなしの嫌けん悪お感かんを抱いているスプリングノート侯爵は、人間的にも政治的にもかなり問題の多い人物である可能性が高い。

　真ま面じ目めな奨学金受給生のように黙って話を聞いていたセンレッドが、ふと物思わしげに口を挟んだ。

「……その侯爵とイヴリンがつながっている、という証拠は、ちゃんとあるのか？　ないと、侯爵の方には逃げられてしまうかもしれないのでは」

「大丈夫ですよ、センレッド。『ミリガンの地獄』で、そのけしからぬ侯爵とイヴリンが会話していたという目撃情報が複数あったようですし。魔女イヴリンからも証言がとれれば、あとはあの宰さい相しよう閣かつ下かが容よう赦しやなく叩き潰してくださるでしょう」

　ルーシャスがうっすらと冷笑する。めずらしく吸血鬼らしい、心の闇の滲にじむ表情だ。

　話は決まったとばかり、なんでも鉄拳制裁派のアルカインが、気が早いことに今から好戦的なムードを漂ただよわせて拳こぶしを鳴らしはじめる。

「よっしゃ！　じゃあ俺らは、その腐れ侯爵をボコボコにすればいいんだな？」

「アルカイン、それは『昼ひるの女じよ王おう』サイドの役目ですよ。僕たちは『夜よるの女じよ王おう』のしもべ。お相手するのは、魔女と悪魔の方です」

「するってえと魔女をボコボコにするのか？　女を殴なぐるのは気が進まねえな」

「少しは落ち着いて話を聞いてよ、アルカイン。魔女イヴリンからも証言をもらいたいし、可能な限り怪け我がはさせないようにしたいの。行方ゆくえ不明になったレディ二人の肉体に──最悪の場合だけれど命にかかわる危害を加えていて、しかも激しく抵抗された場合はまあ……仕方なく、ということもありえるけど」

　もちろん、できる限り、そんな救いのない真ま似ねはしたくはないのだが──。

「なるほど、よっくわかったぜ。関係ねえけど、肉体ってちょっとエロい言葉だよな」

　朝からもう何度目になるんだという、空気をまったく読まない上に不謹慎すぎる人狼の失言に、微妙な沈ちん黙もくが落ちる。

　真剣な話をしていた雰囲気を叩き壊された怒りもあって、セシアはこめかみを震わせた。

「このひと、やっぱり一回くらい撃って躾しつけし直した方がいい気がしてきたわ」

「我が姫、あなたが手を汚される必要はありません。ここは僕が、この魔眼で」

「待てルーシャス。眼帯に手ぇかけんなよ。それは洒しや落れになんねえだろ」

「……では、おれが。アルカイン、歯を食いしばってくれ」

「待て！　おまえもなに無表情に《ガラティン》に手ぇかけてんだセンレッド！　歯ぁ食いしばっても斬きられたら意味ねえだろッ」

「そうしますと──ここは、私の出番でしょうか」

　主演俳優が登場、といった雰ふん囲い気きで前に出たクレオヴィスが、恐おそろしく優雅な挙きよ措そでアルカインの襟えり首くびをつかんだ。

　ぐえええ!?　と喚わめきながら、岩をも砕くだく馬ば鹿か力ぢからのアルカインが暴れてもびくともせず、一部でローズグレイ・ハウスの最終兵器と噂うわさの執事は、完璧な態度でセシアに一礼する。

「悔くい改めていただくために、人狼殿にはお嬢様たちが外出の支し度たくをされるまで雑用をお願いすることにいたしましょう。では」

「『では』じゃねー！　俺だって出かける準備があるだろ!?」

「人狼殿はお嬢様たちと違って、拳こぶしひとつで戦えるのですからいいではありませんか。文句を仰おつしやるなら、白百合姫とお揃いのメイド服を着ていただきますよ」

「ぐおおおおお……！　くそ！　なんで外れねえんだこの手!!　俺より力あんのか執事!?」

「いいえ、単なるハンドパワーの応用です。さ、参りましょう。悔い改めようと努める限り、罪つみは許されるものですよ」
















　涼すずしい顔で聖書の引用をする執事と、悪あがきで吠ほえまくる人狼のやりとりをなんとも言えない顔で見つめていたセンレッドが、ふと心配そうに眉まゆをひそめて呟つぶやいた。

「……アルカインの仕置きはともかく……おれたちは、すぐに魔女を捕ほ縛ばくしに行くわけではないのか？」

「そうしたいのは山々なんだけど、まだ魔女イヴリンの居所がつかめないんですって。『黄玉工房アトリエ・トパーズ』に戻ってくる気配もないそうだし──……とりあえず、わたしたちは別の任務をこなしつつ待機してくれと、手紙にはあるわ」

「そうか……。任務の内容はなんだ？」

「ロンディニウム南街区で、自称魔術師の一団が、まじないの秘薬と偽いつわって紫大麻や効き目の激しすぎる媚び薬やくを売りさばいているから、逮捕しろですって。悪魔とは契約してないけれど、小鬼インプを大量に使し役えきするらしいわ。短期決戦を心がけましょう」

「了解したイエス，ユア・マジエステイ」

　生き真ま面じ目めそうに頷くセンレッドの横で、優雅なあくびをしながらルーシャスが言う。

「あふ……セシア……移動の馬車で寝ててもいいですか？」

「膝ひざ枕まくらはしないわよ」

「ご安心を。マイ枕とマイ毛布を持参しますから」

「それも本格的に寝る準備をしすぎでしょう」

　半はん眼がんで突っ込むと、セシアはつと、温かなハーブティーの表面に視線を落とした。

　魔女イヴリンと悪魔スヴェンガリのことで動けないなら、宮殿に妹の見舞いに行きたかったなとひそかに思ったのだ。〈ファウスト〉の調査を待つしかない身がもどかしい。

　だが有能な父宰相は、クローディアの看病をしながら、本来の政務もちゃんとこなしているはずだ。それを思えば、セシアも父に約束したとおり、自分にしかできない仕事に全力で向かっていくしかなかった。心配するだけでは、妹も令嬢たちも救えないのだから。

　ハーブティーを飲み干すと私室に戻り、セシアは〈青の薔薇十字団〉の騎士服に着替えた。

　いつもならセシアを熱心に慕したうフェアリー・ドールたちが、我も我もと争いながら手伝ってくれるところだが、今日は一人だ。

　縁の部分がサファイアと銀の蔓つる草くさ紋もん様ようでできた姿見の前で、ざっくりと梳とかした銀髪を黒いリボンでまとめる。出先では一人で身支度をすることも多いため、動作に淀よどみはない。

　──……ん？

　違和感に気づいたのは、黒革の指なし手袋をはめようとした時だった。

　ドレスの広ひろ袖そでに隠れていたらしく、今まで気づかなかったが、右手の甲こう──そう、ちょうど夜明け前に悪魔の唇を受けた場所に、鳥の羽根をかたどったような紅色の痣あざができている。ファントムの仕し業わざとしか考えられない。

　見たところ特に害はなさそうだが、落ち着かない気分にさせられるのが困る。

　──でも……なんのつもりで、こんな？

　まるで子羊に穿うがたれる所有の烙らく印いんのように。あるいは魔女狩りの国で罪人に押されるという刻印のように、それは見える。胸の奥が微妙にざわざわと騒いだが、廊下にクレオヴィスの足音が聞こえたので、セシアは慌あわてて手袋でそれを隠した。
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　ヘイ、ディドル・ディドル──。

　ヘイ、ディドル・ディドル──。






　熟うれた果くだ物ものを思わせる満月の夜。昼の店が眠りにつき、酒場や賭と博ばく場じよう、ダンスホールが目覚める時間だ。表通りは、どこかの店から吐き出された陽気な節ふし回まわしのマザーグースやその卑ひ猥わいな替え歌、ハロウィン・シーズンらしい仮装の人々の声が、混こん沌とんと入り雑まじっている。

　何も知らずに浮かれる街を後しり目めに、セシアたちは人ひと気けのない路地をすり抜けて、魔女イヴリンの居所だという東街区外れの旧きゆう聖せい母ぼ教きよう会かいへと妖精馬車で急いだ。

　エクレシア聖教は、全知全能の神エクレシア、そして神に天から遣わされた聖師父イエスと聖母マリアを崇める。信徒は洗礼の時に、男なら聖師父イエスのメダイを、女なら聖母マリアのロザリオを牧師から受けとるのが習いだ。

　聖母教会は、マリアのロザリオを持つシスターたちによって運営される祈りの家である。

　馬車の中で、センレッドがぽつりと呟く。

「しかし……『旧』ということは、今は使われていない教会なのか？」

「十年ほど前に潰れて、聖職者の方はみんなよそに移ってしまったらしいわ」

「教会が潰れる、ということがあるのか……」

「少年ギャングと河かわ盗とう賊ぞくのせいで、このあたりの治安が急に悪くなったから、寄進は集めにくくなるわ、教会に奉仕するシスターもいなくなるわで、どうしようもなかったみたい。一応、今もエクレシア聖教会の管理下にはあるそうだけど」

　シスターの数が急減した理由のもうひとつは、ちょっと潔けつ癖ぺきなきらいもあるセシアには口に出すことすらはばかられた。付近に根城を持つ少年ギャング団が、入団の条件を『シスターのスカートをめくること』という悪趣味なものにしたのだ。それはシスターも逃げるわ。

「せちがらい話ですねえ。執事さんに聞かせたら、こういう気持ちの荒すさんだ地域にこそ聖書にいう無ア限ガのペ愛ーが必要なのにと嘆なげかれるでしょうね」

「つってもあの執事、俺にだけはぜってー愛なんかねえぞ」

　ルーシャスのぼやきに、今朝、神々しいオーラを放つ執事に問答無用でこき使われた恨うらみをこめてアルカインが低くうめく。

　ルーシャスは左目を冷笑的にすがめて、不仲な人狼へとあからさまな揶や揄ゆを口にした。

「愛は飴あめと鞭むちなんですよ。君は若いからまだわからないでしょうけどね、アル坊ぼうや」

「誰が坊やだコラ。咬かみつくぞ──ッ!?」

　普通のひとより目立つ犬歯を剝むきかけたアルカインだが、妖精馬車が急停止したせいで自分の舌を嚙んでしまったようだ。うるさいくらい長い手足をばたつかせて悶もん絶ぜつする。

「いってえ、舌嚙んだじゃねーか！　止まるなら止まるって言えっつうの！」

「……御ぎよ者しやがいないのに、無理を言うな」

　まるで子供みたいに悪態をつく人狼を横目に、センレッドが微妙に辟へき易えきとした顔で、ぼそっともっともな突っ込みをしていた。気弱なくらい控えめな彼にしてはめずらしい反応である。

〈ファウスト〉特製の妖精馬車は、馬の姿をした妖精に目的地まで自動的に走ってもらうもので、御者が必要ないのが最大の特徴なのである。まあ、ある意味、欠点かもしれないが。

「別に血は出てないんだから、我慢しなさいよアルカイン。──ほら、ここが旧聖母教会よ」

　何重もの鎖くさりと錠じよう前まえで封じられていた、黒光りする錬れん鉄てつの門を入ると、教会の前庭にはセピアに枯かれた雑草が腰の高さで揺れていた。

「なかなかいい具合に荒こう廃はいしてますね。壁には蔦つた……蝙こう蝠もりは勝手に住んでる……ヒースが自生しているのも素晴らしい。窓には素敵な蜘く蛛もの巣のカーテン……ああ、庭には鴉からすの羽根がだいぶ落ちてますね。これはよい壁紙の材料になるんですよ、我が姫」

「どんな壁紙なのそれは」

　廃墟の庭を妙にうっとりと観察しながら、ルーシャスはマゼンタ色の左目を賢さかしい猫のようにきらりと光らせた。いつもの眠たげな風ふ情ぜいはなく、彼にしては喋しやべりのテンションも高い。

「何より建物がクラシカルで重厚な様式ですから、吸血鬼向けの別邸として売りこめそうですね」

「吸血鬼ってな、こんなとこに住みたがるのかよ？　やっぱり悪趣味だな」

「でも、もし売れたら、君とセンレッドが出した赤字は補ほ塡てんできるかもしれませんよ？」

「よし売ろうぜ。十字架とマリア像を取っ払えば、もっと吸血鬼っぽくなるか？」

「こら！　今日は任務で来たんでしょうッ」

　任務そっちのけで、強引な改装と転売に燃えそうになっている人狼の腕をぐいぐいと引っ張って、セシアたちは壊れた正面扉から、遺い棄きされた聖母教会の中へともぐりこんだ。

　一階はありきたりの、古い時代の記憶に満ちた空間だった。

　聖書や黙もく示じ録ろくの登場人物をかたどった壁の木像は、元はカラフルに色が塗られていたのだろうが、今は塗料が剝げ落ち、腕や首ももげている。光輪を戴いただく聖母のステンドグラスは奇き跡せき的てきに無事だったが、冴え冴えとした月光を透かしたマリア様は、信徒が一人も座っていない空間にあって、なんだか心細そうに見える。

　──クローディア。

　聖母マリアの可か憐れんな面おも差ざしに、妹を思い出して胸が痛む。早く助けてあげたい。

「『黄玉工房アトリエ・トパーズ』のパターンで行くと、ここよりも他の階に何かありそうよね」

「……そうらしいぞ」

　セシアの発言に、センレッドが妙な返事をした。そうかもな、ではなく、そうらしいぞ？

　眉をひそめて振り返ると、黒騎士は祭さい壇だんの陰で右手を振っていた。

「ここに、秘密階段がある」

「すごい！　もうそんなものまで見つけたの？」

「フランケンシュタイン城には、この手の仕掛けがいたるところにあったからな……人生、何が役に立つかはわからないものだな」

「……ご、ごめんなさい。この前から厭いやなこと思い出させてしまってるみたいね、わたし」

「気にするな。あなたのせいじゃない」

　ふっと笑おうとして、傷痕のある左頰が痛んだのか「ッ……」と顔をしかめたセンレッドにセシアが慌て、アルカインがそれを見て「おまえらなに騒いでんだ？」と日頃一番けたたましい人狼にだけは言われたくなかった突っ込みをし、それをルーシャスが無闇にほのぼのと笑って見守っている。

　誰にでも無差別に手厳しいフリーデルあたりに見られたら「君たちに緊張感というものはないのか」と厭いや味みを言われそうな状態でごちゃごちゃと下りた地下室は、灰色の石壁に囲まれた大空間だった。空っぽの墓ぼ穴けつのように、がらんとしている。

　あちこちに、やはり聖書や黙示録の場面が壁画になっているのは奇妙に迫力があったが。

「おー……すげー声が反響するなあ。おー腹が減ったぞ～♪」

「歌わないの」

　ひどい音おん痴ちの歌を反響させるアルカインの脇わき腹ばらを、半はん眼がんでつつきながらふと思う。

　──でもアルカイン、実はすごいわよね。

　軽口には一応付き合ってはいても、実は緊張で心臓がばくばくと鳴って仕方がないセシアと違って、アルカインは本当にリラックスして見える。それでいてバランスよく鍛きたえられた長身には隙というものがないのが大したものだと胸中でひそかに感心する。本人に言うと調子に乗るから言わないが。

　──適当すぎる性格は困るけど、アルカインぐらい自信と勇気があったら、一人でも戦えるって言っても信頼してもらえるのかしら。

　そんなことを考えていたら、不意に石室全体が揺れた気がした。

　……いや違う。気のせいではない！

　地鳴りは刻こく一いつ刻こくと激しさを増し、どぅん……どぅん……と、一定のリズムで石室を揺らす。

　すぐにおのおのの武器に手をかけた四人の表情には、一様に緊張感が走っていた。同じ予感を抱いている。

　──何かとんでもないものが近づいてきている、という。

「！　──……みんな目を閉じて、壁かべ際ぎわに下がってください！」

　突然、いつも眠そうな吸血鬼が、滅多に聞けない鋭い声をほとばしらせた。

　セシアたちはなぜとは訊かずに言うとおりにした。目の前にナイフを突きつけられても泰たい然ぜんと構えていられるルーシャスがここまでの反応をするからには、尋じん常じようでない何かがある。

　三人で身を寄せたのとは反対側の壁が、大きな音を立てて瓦が解かいした気配。地獄じみた獣の咆ほう哮こうが室内に反響して──。

「──もう、目を開けても大丈夫ですよ」

　ルーシャスの声を待って瞼まぶたをもたげたセシアは、正面の壁を壊して現れていた巨大な化ばけ物ものの姿に、ひゅっと息を吞んだ。

　……バジリスクだ。それも黙もく示じ録ろくに出てくる竜ドラゴンのように三つの頭を持った、紅こう色しよくのバジリスクである。その瞳に見入られたが最後、じょじょに身体が石になってしまうと言われ、魔術師が使役する魔物の中では特に厄やつ介かいな部類に入る。竜の亞種だから攻撃力もかなりのものだ。

　バジリスクを睨にらむルーシャスは、その特徴的なマゼンタ色の左目を薄闇の中で燃えるように輝かせている。ややあってセシアを振り返ると、にこりと誇ほこらしげに微笑ほほえんでみせた。

「セシアを石像にされては困りますから、僕の魔眼で、とりあえず石化の能力だけは封じておきましたが。──どういたしますか？　我が姫マイ・プリンセス」

　吸血鬼の魔眼に屈くつしたバジリスクは、目に檸れ檬もん汁じるでも浴びせられたかのように苦しげに床にのたうっていた。石化能力さえ封じればバジリスクはただの大型の毒どく蛇へびに過ぎないが、だからといって気軽には近寄れない。下へ手たを打てば毒息でやられる。

　これを使役している魔女イヴリンの姿は見えないから──可か哀わい想そうだが、倒すしかなさそうだ。

「バジリスクは再生能力が高いけれど、頭を三つともほぼ同時に潰せば、二度と復活できなくなるはずよ。手分けして──」

　言いながら、セシアはなにげなく──本当になにげなく、すぐ背後にあった壁にふれた。

　だが次の瞬間、ふれた手がずるりと壁の中に吸いこまれた。

　予想外のハプニングになすすべもなく体勢が崩れ、あっという間に壁に身体が吞みこまれる。

「おい、姫さん──!?」

　──トラップ・ドア!?

　悲鳴を上げる間も、アルカインの手が届く間もなく、セシアの身体は闇に落ちていった。
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　湖の底に沈んでいくような、奇妙にゆるやかな落下の感覚に包まれていたのは、どれくらいの間だったのか？

　気がつくとセシアは、深い井戸の底を思わせる暗闇に横たわっていた。絨じゆう毯たんのやわらかな起毛が頰にあたっている。慎重に起き上がってみるが、身体にはまったく異常はない。

　──ここは……？

　セシアは騎士服のベルトに常備している、水すい晶しようのかけらのような形をした灯あかりを作る魔術道具で闇を照らしてみた。一見すると書斎のような雰囲気だが、頭上はまるで吹き抜けになっているかのように天てん井じようが見えず、濃い闇だけが重くわだかまっている。

　──落ちた場所が、絨毯でやわらかかったお蔭で助かった……ってこと？

　まあ、無事に動けるなら細かいことは気にしないのが一番だ。あっさりと気を取り直して、セシアは次に周囲を照らしてみた。

　周囲の石壁はウォールナット製の戸棚で埋まっていた。中には大量の人形がみっしりと押しこまれており、無数のガラスの人工眼球がセシアを無感覚に見下ろしていた。

　──『〈黒世界〉のスヴェンガリの居城は、古今東西の人形が無む節せつ操そうにひしめいていて、ちょっとした見ものだ』

　それから彼の言葉も思い出した。まさにここはコレクションの保管棚という感じだ。

　──やっぱり、ここにいるのね。悪魔スヴェンガリ。

　バジリスクと戦っているはずの契約者たちが気がかりだし、また人形が動きだしたらと思うと怖かったので、セシアは落下しながらも手放さなかった《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》を手に、逃げるようにして部屋を出た。

　しかし残念なことに、暗く細長い廊下も、壁の両側は人形を詰めた棚で埋められていた。

　──今この人形に襲おそわれたら、孤こ立りつ無む援えんというか、多勢に無勢というか……うーん。

　お蔭で、ぞっとしない考えが頭の片隅にこびりついて、離れてくれない。

　とある極きよく東とうの島国でニンジャとかいう潜入や諜ちよう報ほうのプロフェッショナルだった師し匠しようなら、こういう状況は本領発揮の場なのだろうが、そちら方面にまだ自信のないセシアには、普段以上の緊張を強しいられるシチュエーションでしかない。

　しかし心は急いているのに、途中にあった暗い色の扉の手前で、つい足が止まってしまった。

　──灯？

　天使が彫金された扉はわずかに開いていて、隙間から蒼あお白じろい月光のような光が漏もれている。

　中に誰かいるのだろうか。まさか、魔女イヴリン？　と思うと怯みそうになるが。

　──でも、もし中に令嬢たちがいて、助けを待っていたら？

　通り過ぎることはできない。絶対に。

　ルーシャスの魔眼と魔術、アルカインの人狼ならではの怪力と我流闘技、センレッドの剣の腕と《悪あく魔まの右みぎ手て》。セシアの契約者たちはそれぞれ強いから、バジリスク相手でも負けるとは思えないし、彼らならきっと、セシアが被害者の救出を優先することを笑って許してくれる。

　セシアは心を決めると、かつて師匠に教えられたとおり全方向を念入りに確認してから、銃を手に一気に扉を押し開けた。闇に慣れた網もう膜まくに、光が突き刺さる。

　──水晶……？

　部屋の中央には、幻まぼろしのように蒼白く輝く水晶の柱があった。柱の表面には大木の幹みきを思わせる加工がされており、根元にあたる場所には七つのガラスの棺ひつぎが整然と並んでいる。《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》を油断なく構えたまま、こわごわ棺の中を覗いてみると──。

「──……レディ・アンジェラ!?」

　高い声がほとばしってしまった。

「レディ・アンジェラ──レディ・カーミラ！」

　二つの棺に、二人の令嬢がそれぞれ眠らされていた。後は空からっぽだ。二人の令嬢は外傷こそなさそうだが、大声で呼びかけて棺を強くノックしても目覚める気配はない。

　レディ・カーミラ──資料によればクローディアと同じエメラルド色の瞳を持つ令嬢を見下ろして、セシアは無意識のうちに銀髪をかきむしりながら悩む。

　──棺はなんとか壊せそうだけれど、わたし一人の力じゃ二人は運べない。

　──それに、ここからさっきいた場所に戻る方法すらわかってない状態だし。

　どうしよう。

　しかももしかするとここは、と考えたところで、突然歌声が響いた。びくりと立ち上がる。





　ヘクター・プロテクター　緑で着飾り

　ヘクター・プロテクター　女王様に会いにいった

　女王様は　彼がお嫌い

　宰相閣下も　同じお気持ち

　あわれ、ヘクター・プロテクターは　二度とお目通りかなわなくなった──。






　低くしゃがれた声で、この世のすべてを呪うように歌われるのはマザーグース。

　正確には、少し詩をもじっている。歌声の主は『緑みどりの服ふくのヘクター・プロテクター』に、すでに女王への反逆罪で逮捕されたはずのスプリングノート侯爵をなぞらえて。

　……やがて、部屋の奥の濃い闇から幽ゆう霊れいのように現れたのは、一人の女性だ。

　ウイッグも衣い裳しようも漆しつ黒こくの少女人形を胸に抱えた、二十代半ばとおぼしき、儚はかなげな容姿の女性だった。ドレスは深しん紅くのベルベット。

　そして艶つやのある豊かな黒髪の下でにぶく光る琥こ珀はく色いろの瞳とかち合った途端、セシアは彼女の正体を確信できた。『黄玉工房アトリエ・トパーズ』の手前で運命のようにすれ違ったのはこの女性だ。

　──魔女イヴリン。

　そして同時に、彼女が普通の魔女ではないことにも気づいた。いや、気づかされた。

　普通の魔女は、何も魔術を使っていない状態で、これほどまでに重く暗い圧迫感を与えたりしない。肌があわだち脚がすくみ、血が冷たくなる恐怖感に襲われる。悪魔特有の禍まが々まがしい闇の気配が、セシアの呼吸を苦しくさせた。

　──これに遭そう遇ぐうするのは、あの悲劇の『魔の五月祭イーヴル・メイデイ』以来だ。

　考えうる限り最悪の事態だった。──まさかイヴリンが、こんなことに……。

　極度の緊張で、喉のどがからからに乾ひ上あがっている。気力で押し出した声は、いつもの自分の声ではないように響いた。

「魔女イヴリンとは──……あなたのことですか？」

　確認の口調で訊たずねると、流し目に震ふるえるほど艶のある魔女はなぜか一瞬きょとんとした。

　数秒ほども沈黙してからようやく、やっと目が覚めたかのようにその朱しゆ唇しんを震わせる。

「……ああ。この国では、確かにそう名乗っておりました」

　先ほどの歌声とはまるで異なる美しい声で、魔女はそう言った。では先刻のしゃがれ声は。

「この国では、というと」

「母国メロヴィングでは、リュディヴィーヌ……と」

「──では、リュディヴィーヌさん」

　薄はく氷ひようの上を歩くような緊迫感の中、セシアは万が一何かが起こっても巻きこまぬよう、令嬢たちの棺から離れながら口を開いた。

「ご存知だとは思いますが──あなたを雇やとっていたスプリングノート侯爵は捕えられました。投とう降こうし、こちらの令嬢と女王陛下を元どおりにすると約束してくださるなら、〈青の薔薇十字団〉はあなたを悪いようにはいたしません」

「投降……？」

　長すぎる前髪のせいで右目しか見えない琥珀色の瞳が、刹せつ那な、傷ついたように翳かげる。迷まい子ごのように心細げに問い返された。

「それをしたら……この方は……？」

「……〈ファウスト〉の魔術によって、その方とは、分離していただくことになります」

「そう……」

　悲しげに呟いたリュディヴィーヌの姿が、水晶の桂の輝きによって照らされる。

　その時にセシアは見た。リュディヴィーヌの左半身に──黒々とした毛並みをした狼おおかみのような怪物が、まるで宿やどり木ぎが寄生の根を張るようにしてへばりついているのを。

　悪魔だ。

　階級そのものは、常に人ひと形がたを保てるファントムの足元にも及ばないだろう。だが悪魔は人間の魔術師の肉体と融ゆう合ごうすることで、互いの魔力をかけ合わせ、より強大な魔力を手に入れることもできる。このリュディヴィーヌのように。かつて『魔の五月祭』でセシアの家族や宮殿の人々を害した、狂気の魔術師と悪魔のように──！

　ひとではないモノへと半なかば堕だした魔女は、ごめんなさい──と切なげに呟いた。

「それでは──あなたは、わたくしの敵のようです」

　……るうぉおおおおおおおおおおおおおおお!!

　セシアには反論の暇ひまもなかった。

　リュディヴィーヌの左半身にべったりと融合している狼ろう面めんの悪魔スヴェンガリが、暗い天井を振り仰いで長々と吠ほえた。ヘドロの如く澱んでいた空気がびりびりと震しん撼かんし、魔力の音波がセシアの鼓こ膜まくを突き抜ける。

　脳を乱暴に鷲わしづかみにして揺さぶられたのかと錯さつ覚かくする、激しい頭痛と眩暈めまいに襲われて、セシアは苦鳴を上げながらその場に膝をついた。激しい吐き気が喉奥からせり上がってくる。

　そこに、しゅるしゅると唸りながら襲いかかるのは、ほどけた縄のようなもの──。

　足首を搦めとろうとするそれを、セシアは《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》の連射でからくも撃退した。

　──髪!?

　さっきまでは腰までの長さだったリュディヴィーヌの黒髪が、一瞬にして伸び、触しよく手しゆのように床を這はいずりながらセシアを狙っていた。悪魔と融合した禁きん忌きの魔術師ならではの、人間の限界を超えた攻撃に、背筋がぞわぞわと震える。

　セシアは死ぬ気で頭痛を振り切って立ち上がると、壁を横にして部屋中を逃げ惑った。

　降りそそぐ攻撃をかいくぐりながら、セシアは必死にリュディヴィーヌの左肩を見る。

　……融合している部分を《聖母の涙》の浄じよう罪ざいの弾丸で撃ち抜けば、リュディヴィーヌと悪魔を分離させられるかもしれないが……『黄玉工房アトリエ・トパーズ』の時のように契約者ウオーカーたちに時間稼かせぎをしてもらえたら、距離があっても落ち着いて狙いを定めることができたのだが……。

　──わたし一人で、近づいて、撃つ。できるかしら。

　──いや。やるしかない。

　不気味に蠢しゆん動どうするリュディヴィーヌの黒髪は、今や床一面を埋め尽くさんばかりだ。

　セシアは《聖母の涙》の螺ね子じを最大出力にまで巻き上げて、まず厄介な黒髪を一いつ掃そうしようと銃口をリュディヴィーヌの方に向けた。

　するとその銃口を見たリュディヴィーヌは、恐ろしげな硫い黄おう色いろに瞳を燃やしたまま、ぽつりと言った。儚げな声で。

「殺してくださっても、いいのですよ……？」

　──なに？

　信じられないという想いで顔を強こわ張ばらせるセシアに、リュディヴィーヌはなんの希望もないかのような虚うつろな瞳で微笑んだ。

「……もう、いいのです。わたしはもう、生き延びることには疲れていますから」

　黒髪による攻撃は執しつ拗ように続いているが、それは悪魔スヴェンガリが操っているらしい。リュディヴィーヌの蒼白い顔は、周囲の異常な光景から切り離されているかのように静かで、深い悲しみと後悔の翳りに沈んでいる。

「わたしは子供たちのためにと思って、人形を作っていただけ。なのに、父も、母も……あんなに小さかった妹さえ、あの異い端たん審しん問もん官かんが火刑台に連れて行って……空からっぽの家には火をかけて……全部なくなったのに、一番悪いわたしだけが生き残ってしまって……」

　今も右胸に抱いている黒髪の人形を見つめたまま、リュディヴィーヌは聞いているだけでこちらまで苦しくなるほど悲痛な声で囁く。まるで最期の言葉のように。

　こんな状況でも大事にあやしている人形は、きっと、無実の罪で火刑台に送られてしまった妹の似姿に違いない。想像するだけでセシアは胸が詰まった。

　クローディアを喪うしないかけた七年前の自分が、リュディヴィーヌに重なる。運命が少し違っていたら自分もこんなふうに絶望していたのかもしれないと思うと、彼女の悲しみは他ひ人と事ごとではなくて、気持ちが否応にも引きずられる。両手が、瞳が、唇が、震えた。

「もうわたしには、戻りたい場所はないのです。……ですから、お慈悲をいただけるのなら、このまま殺してください。そうすれば、わたしはきっと魂たましいとなってあの村に還れる……」

　──あの村。もう帰れない故郷のことか。

「もう、独ひとりで生きるのには疲れたのです。……だから、やさしい瞳のお姫様。殺して──」

　足元に縋すがりついてくるような哀あい願がんの声と表情を、涙に潤んだ目のリュディヴィーヌから一心に向けられて、セシアは激しく動揺する。

　──そんなこと言わないで。

　狼ろう狽ばいし、迷い、こんな状況なのに迂う闊かつにも立ち止まってしまったセシアの左の足首に、突然がくんと重みがかかった。──まずい。悪魔の操る黒髪につかまってしまった！

　逃れられないセシアに、黒髪が次々に巻きつく。エクレシア聖伝承の磔たつ刑けいにされた使徒のように壁に縫ぬい止められた。前時代のコルセットの如く胴をきつく締め上げられ、ぐっと息が詰まる。ひねり上げられた右手から《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》が落ちた。しまった……！

　悪魔スヴェンガリが、勝ち誇ほこったように燃える双そう眸ぼうで、ずいとセシアの前に出てくる。

　殺されるか──と思いきや、違った。

　悪魔はセシアの顔を奇妙なほどじっくり眺めると、喉を鳴らして歓かん喜きの声を上げた。

「おおう、おう……これはまた、願ってもない造ぞう作さくの！　ありがたや……汝も我わが輩はいの〝生き人形リビング・ドール〟のパーツになってもらおうかえ……！」

「……生き人形？」

　苦しい息の下で、セシアは胡う乱ろんげに問い返した。

　悪魔スヴェンガリは令嬢たちの眠る棺を一いち瞥べつし、うっそりと笑ってみせた。黄色い牙きば。

「アンジェラの金髪。カーミラのエメラルド色の瞳。それにおまえ様のミルク色の皮ひ膚ふと肉と骨格を合わせれば、あの小生意気な女王そっくりの人形が作れようぞ」

「そんな不気味なものを作って、何に……」

「我輩が、中に入る。我輩の器うつわにする」

　──フェアリー・ドールに妖精が入るようなものだろうか。原理としては理解できるが。

「そうする意味がわからぬ、という顔じゃの？　ならば地獄の土産みやげに聞かせてしんぜよう！　あの俗ぞく物ぶつの侯爵はな、本物の女王と側近をひそかに殺して、我輩の入った生き人形と入れ替えさせるという計画でおったのよ。我輩には『少女王などお飾りで十分。人前ですまし顔さえしていてくれれば、あとはただ遊んでおればよい』と持ちかけおっての。まあ侯爵はもういかんようだが、我輩は白薔薇のように無垢で美しい生き人形リビング・ドールさえ手に入ればそれでよしと――」

　やたらに浮かれた語り口を、セシアは冷たくさえぎった。

「──『ただ遊んでいればいい』……侯爵はそう言ったの？」

　ふつふつと胸を煮る怒りが、セシアの声を低くさせている。スプリングノート侯爵も無神経なことを言ってくれたものだ。クローディアの背負ってきた苦しみも知らずに！

「あの権力欲しいの侯爵の計画では、な。しかし、ふ……ふふふ、今となってはどうでもよいこと。我輩はあの女王の天使のかんばせが欲しかっただけじゃて。これでようやく……おお、ようやく……」

　しゃがれ声での陶とう酔すいした科白にも、いちいち神経を逆さか撫なでされる。不快感が胸にあふれた。

　──生き人形なんかのために。

　──少なくとも、三人も殺す気でいたのか。

　怒り、などというものではなかった。妹まで殺されかけたのだ。

　全身の血が煮えるような激しい憤ふん怒ぬの情に、だんだんと気が遠くなる感覚を味わいながら、セシアの唇はまだ抑えた声を紡つむいでいた。絡から繰くり人形めいて自動的に。

「……ひとつだけ聞かせて。その生き人形を作ったら、リュディヴィーヌさんのことは、どうする気なの」

「ほおう？　己の命が危ういという時に、随分とやさしい子であるのう。しかしどうするも何も、この女子おなごはもともと我輩が魔女狩りから救ったものぞ？　我輩の自由であろ」

　用が済んだら、殺して喰くらうのみよ──平然と言ってのける悪魔を前に、セシアは頭の芯しんで蒼白い炎ほのおが炸さく裂れつする幻を見た。同時に視界が真っ白に染まる。身体が爆発したかのような熱い感覚に翻弄される中で、セシアは不意にひんやりとしたものが頰にふれたのに気づく。

　──黒い……羽根？

　鴉のけばだったそれとは違い、上等の黒絹を紡つむいで作ったかのように美しく艶めいた羽根だ。

　それに気を引かれたのをきっかけに、身体が浮遊感に包まれた。黒髪にがんじがらめに拘束されていたはずの身体が。

　異変はそれだけに留とどまらなかった。悪魔スヴェンガリの絶ぜつ叫きようがはるか下の方から響いてくる。

　なぜ、下？　──と思って視線を落とすと、床を覆おおう黒髪の半分が焼け焦こげ、残りは翡ひ翠すい色いろがかった氷に固められて身動きのとれなくなった悪魔が、床にくずおれたリュディヴィーヌの左肩で、聞くに耐えない怒ど号ごうを撒き散らしていた。

　──何があったの？

「気づかれたか」

　声にはっとして視線を上げると、忘れようもないアイスグリーンの瞳が間近にあった。次いで自分が、その瞳の持ち主に横抱きにされて、部屋の天井近くに浮いていることに気づく。

「ファントム……!?」

「ああ。──やはり、あなたの驚いた表情はよいな。瞳の美しさがひときわ映はえる」

　いつもどおりの淡あわい無表情と、静かな視線。画商が美術品でも鑑定するような。

　どこまでもマイペースで少しピントのずれた相手の反応に、セシアは一瞬状況を忘れそうになった。面食らって何度も瞬まばたきしながら問う。

「あ、あなたがどうしてここに──」

「〝刻印〟をたどってきた」

「刻印？　……まさか」

「そう。夜明け前にあなたの右手につけさせていただいた、それだ」

　右手の甲。彼の唇を受けた場所に生まれた、鳥の羽根をかたどったような紅色の痣。

　その存在を思い出した途端、刻印のある場所が急に熱を帯おびた気がした。……気のせいだろうけれど。そのはずだけど。

　何から質問したらいいかわからないセシアを見下ろして、ファントムは淡たん々たんと説明した。

「なぜと問われるなら、あの興味深い『物語』を持つあなたがどのような表情でひとを救うのかが見たくなったのがひとつ。スヴェンガリとあなたでは相性が悪いのではないかと思い、決裂した際にはあなたを助けねばまずい気がしたのがもうひとつの理由だ」

「それじゃ……これはやっぱり、わたしを助けてくれたんですか？」

「そのつもりだが」

「……ありがとうございます。でも、もう大丈夫ですから、下ろしていただけませんか」

　任務の途中である。悪魔スヴェンガリはもうどうでもいいが、リュディヴィーヌが心配だ。

　それに言葉ではなかなかいたぶられたものの、物腰は常に紳士だった彼にこんなふうに密着されているのは非常に落ち着かなくてそう訴えたのだが、ファントムは憎らしいほど平然と。

「いや。まだ駄目だ」

「ファントム、今はあなたのおふざけに付き合ってる場合じゃ──！」

「おふざけではない。私が助けたのは、あなた自身よりもむしろ、あなたが救おうとしていた魔女殿の命といっても差し支えないのだから」

　セシアはきゅっと眉根を寄せた。厭な予感を覚えながら、どういう意味だと問うと、常に沈着な悪魔にしてはめずらしく少し迷う様子を見せた。

「繊細なあなたには、少々ショックな話だと思うが」

「知らないままでいる方が不安です。……教えてください」

「ならば教えるが──今、あなたは魔力を暴発させそうになったのだ。魔女殿の黒髪がひどく焼け焦げているだろう？　私が割って入らなければ、あなたの剝き出しの力で、彼女とスヴェンガリは今頃消し炭ずみだったはずだ」

　血の気が引いた。──わたしが、自分の魔力で、リュディヴィーヌさんを殺しかけた？

「ご理解いただけたようだな。しかしまだ魔力の流れは落ち着いていないようだから、少しの間、私の鼓動でも聞いて心をなだめることを推奨する」

「──……すみません」

　震える声でようやく言うと、セシアは両手で口元を覆って何度も深呼吸した。

『夜の女王』としては無ぶ様ざま極まりなく、仲間にはとても見せられない情なさけない姿だったが、すでに自分の一番の醜みにくい部分──妹を、馬鹿な理由で本気で憎んだ過去のことだ──を知られてしまった相手の前だと思うと、見み栄えを張る気が起こらない。

　それに、彼の視線はどこまでも深く穏やかで、セシアに意地を張らせてくれなかった。

　出逢った当初は無感覚な氷のようだと思った瞳だが、今のセシアはそこに、押しつけがましさのない気遣いを感じとれる。アイスグリーンの色こそ冷たいが、この悪魔は決して相手を頭ごなしに否定したりはしないひとだ。それどころか、底知れぬ包容力でセシアを抱きとめてくれさえする。

　──このひとがいてくれて、よかった。

　リュディヴィーヌを殺さずに済んだのは全面的に彼のお蔭だ。なんだか泣けそうになる。

　自己嫌悪やら安あん堵どやらで複雑な表情をするセシアを眺めて、黒衣の悪魔はどこか不思議そうに呟いた。独り言のように。

「あなたというひとは、最初は取り澄まして見えたが、本当はごく普通に怖がりな女性なのだな。しかし、それでいて妙にしぶといところもあるし──ふむ。やはり、実に複雑で興味深い」

　分析するみたいに言われるのが、何やら恥ずかしくなって、反論しかけた時だ。

　……るうぉおおおおおおおおおおおおおおお!!

　咆ほう哮こうに驚いて下を見ると、死人のように蒼あお褪ざめた顔のリュディヴィーヌが、左肩の悪魔スヴェンガリに嚙みつく勢いで叱しつ咤たされていた。彼女は明らかに回復していないのに、怒りに燃える悪魔は、今すぐ立ち上がって戦いに備えるよう口汚い言葉で罵倒している。なんて奴だ！

「下ろしてください、ファントム！　このままじゃ、リュディヴィーヌさんが魔力を搾しぼり尽くされて死んでしまう──」

「その意気ごみは素晴らしいが、承服しかねるな」

「ファントム！」

「こんなに震えている身体で、魔術の銃もなしに、あなたはどうやって戦うつもりだ？」

「武器なら他にもあります。それに、わたしは震えてなんか──」

　いない、と言おうとしたところで、セシアはファントムに抱かれていることを思い出す。

　いつになく密着したこの状態では、意地を張っても空々しく響くだけだと気づき、悔しそうに言葉に詰まってしまったセシアに顔を近づけると、ファントムはやさしいのか残酷なのかわからない口調で申し出てきた。

「今夜はあなたがナイト・ガーデンに来てくれないし、読みたい本もなくて暇だから、私が代わりに片をつけて差し上げても構わないぞ。まあその場合間違いなく、スヴェンガリもろとも魔女殿まで灰燼と化してしまうが」

「──！　それは駄目ですッ」

　どこか挑発めいても聞こえる囁きに、セシアははじかれたように顔を上げた。

　漆黒の上着の胸元につかみかかり、無慈悲で無感覚そうな悪魔の瞳を真正面から見み据すえる。

　深く重いその眼光に負けるものかと気を張り、セシアは語気に力をこめて言った。

「わたしがなんとかします。だから、下ろしてください」

「銃もなしで、悪魔が怖いくせに？」

「……確かに悪魔は怖いですし、厭な思い出ばかりだし、昔から苦手です。でも──助けたいんです」

　魂を分け合った妹。不運な二人の令嬢。人生を投げ出そうとしている、悲しい瞳の魔女。

　魔銃なしで悪魔と戦う不安は、素手で狼と戦えと言われるのに近いものがあるが、彼女たちを助けるためなら引けはしない。ここで引くことは、セシアにとって死ぬのと同じだ。

「わたしの双子の妹も、いつ命を狙われるかわからない怖い世界で毎日闘っています。わたしだって、ここで怖い想いの一つや二つ乗り越えなければ、妹に顔向けできません。契約者の仲間にだって──」

「それは私も理解できる。だが、あの魔女殿はどうされるつもりだ？」

「……助けます」

「本人は、生き延びることを望んでいないようなのにか」

　一瞬口ごもってしまったセシアの迷いを見抜いてか、ファントムは冷淡かつ的確に揺さぶりをかけてくる。厭なひとだ。ただでは助けてくれない。セシアもここで折れる気はないが。

「それでも、助けます」

「なぜだ？」

「魔術犯罪に加担した悪魔を取り締まり、魔術師を保護して──ひとを助けるのが、わたしの義務だからです。殺すのは、わたしの役目ではありません」

　生きるか死ぬか──最後に決めるのは、リュディヴィーヌ自身でいい。

　今セシアにできること、やるべきことは、彼女を生きたまま悪魔から自由にする。そして妹たちを助ける。それだけだと思う。

　それに──リュディヴィーヌはセシアに似ている。彼女はわたしだ、だから絶対に見捨てるなんてできない、助けたいというエゴもあることに一瞬遅れて気づく。

　にわかに光を強めたラピスラズリ色の瞳を長い時間をかけて見つめてから、ファントムがわずかに目を細める。それにつれて唇も吊り上がる。

「──その言葉が聞けてよかった」

　彼がやけに満足そうに微笑んでいるのだと気づくのが遅れたのは、セシアが初めて彼の含みのない笑顔を見たからだ。

「では、あなたにこれを返そう。──武運を」

　そう言って手品のようにファントムが差し出したのは、先刻取り落としてしまったはずの《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》だった。ひんやりとした重みをセシアは両手で受け止める。

　厳おごそかな顔つきになる彼女の肩を、ファントムが軽く叩いて──。




　次の刹那、セシアは床にくずおれた魔女と、怒れる狼面の悪魔スヴェンガリの前にいた。




　ようやく敵を見つけた悪魔スヴェンガリが、喉をそらして咆哮する。

　気にはなったがファントムの姿を捜すことはせず、セシアはリュディヴィーヌを一刻も早く助けることだけに意識を集中させた。先刻の重苦しいまでの恐怖や迷いも、燃え立つような怒りもピークを越えていたせいか、不思議なほど冷静に銃を構えられた。

「──『聖母マリアよ、救いたまえ』」

　……るうぉおおおおおおおおおおおおおおお!!

　セシアの呟いた祈りの言葉を、宣せん戦せん布ふ告こくととったらしい。悪魔スヴェンガリは彼女を人形の『パーツ』にすることより、怒りにまかせてズタズタに引き裂くことを選んだようだ。ファントムの氷ひよう縛ばく魔ま術じゆつを解かれ、気味が悪いほど元どおり再生した黒髪で、攻撃を仕掛けてきた。前の倍は激しい波状攻撃を、セシアは《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》の連射で押し返すと──走りだした。

　鋭い刃やいばと化した黒髪に浅あさ傷でをつけられるまま、セシアは迷いのない瞳で、リュディヴィーヌの眼前へと一気に突き進む。

　──すべての罪を洗い流す、聖母の慈じ悲ひの涙を撃ちこんで。

　──あなたを助ける。

　セシアの太ふと腿ももや肩や背中に、魔力の宿る黒髪が遠えん慮りよなくぐさぐさと突き刺さってくる。

　瞼の裏に火花が散る激痛の合間に、セシアは懸命に手を伸ばして、悪魔スヴェンガリに身体を使われるがままになっているリュディヴィーヌを抱きしめた。魔力を消しよう耗もうし、ほとんど意識を失いかけていた魔女が、場違いな温ぬくもりに驚いたように顔をもたげる。

「リュディヴィーヌさん、少しだけ我慢してください」

「……え」

「スヴェンガリからあなたを解放します。たぶん、あなたの身体にも衝撃がくるかと」

　なぜそんなことを言うのかわからない、という強い驚きよう愕がくと動揺で、黒髪の魔女の声が震える。

「は、はなして……ッ。わたしはもう──」

「ごめんなさい。厭です。──リュディヴィーヌさん」

「──……？」

「聖母マリアと青き薔薇十字の名と、わたしの真の名にかけて、あなたを護まもることを約束します。だからどうか──もう少しだけ、このアルビオンで生きてみてくれませんか」

　そうしたら絶対に幸せになれる、とは約束しないしできない。それはいかにも噓くさい。

　けれど宮殿から引き離されて、絶望し、死んでしまいたいような気持ちになったことのあるセシアでも、今はこうして充実して生きているから。

　リュディヴィーヌにも希望を完全に捨て去ってほしくなくて、セシアは一心に語りかけた。

「死ぬことはいつでもできます、だからリュディヴィーヌさん──わたしを信じて、もう少しだけ、ここにいてほしいんです」

「……わたし……は」

「あなたのその魔女の力と、今まで生きてきた経験でしか助けられないひとが──あなたにしか助けられないひとが、この世界にはきっといる。だから、どうかそのひとたちを助けるために……生きてください、リュディヴィーヌさん」

　繰り返し名前を呼ぶセシアの言葉に、茫ぼう然ぜんと聞き入っていたリュディヴィーヌが、くしゃりと顔をゆがめる。

　泣きそうな表情。迷子の子供が、やっと母親と巡り会えた時のような。

　硫黄色に燃えていた双眸の光が、ふ、と澄んで──それが本来の彼女のものだろう、人間らしくやさしい光を取り戻した刹那、セシアは、右手の《聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア》の引き金を引いた。悪魔スヴェンガリの牙の奥に無理やりねじこんだ銃口で力がはじける。

　ガゥン！　という音とともに、右手に痛いほどの反動が返ってきた。黄色い牙がぐさぐさと突き刺さった右手にその衝撃は重く、骨からしびれて感覚がなくなりそうだったが、ここで踏ん張らずにどうすると自分を叱しつ咤たして、セシアはありったけの魔力を銃身にそそぎこむ。

　……白い羽根が、あふれた。

　セシアの渾こん身しんの一撃を受け、悪魔スヴェンガリは声ならぬ声を上げて消滅していく。
















　やがて悪魔の肉体がすべて羽根に変わると、融合を解とかれて力を失ったリュディヴィーヌが、くらりと意識を手放した。

「っと……！」

　両腕にかかるリュディヴィーヌの重みが急に増したので、後ろによろめいたセシアの背は、すかさず抱き支えられた。いつのまにか、背後に現れていたファントムによって。

　静かに、そしてどこかあきれたふうに見下ろす彼の視線に、セシアは妙な緊張を味わう。

「……ありがとうございます」

「別に、礼を言われるほどのことではないぞ。私は肝かん心じんの戦いは傍ぼう観かんしていたのだから」

「それは、わたしが望んだことですから。見守ってくださったことに感謝します」

　彼に最後まで助けられどおしではいたくなかった。自分で戦いたくてそうしたのだ。

　素直な瞳で礼を告げると、ファントムは淡い無表情ながらも、どこか面おも映はゆそうにした。

「あなたはやはり、お人よしのようだな」

「はい」

「──ここで開き直られるとは思わなかった。あなたはときどき読めない反応をする」

　興味深いなと、ファントムはあくまでも人間観察好きの悪魔らしさを崩さないけれど、今のセシアにはそれすらも嬉しいものに感じられた。

　ほっとした心地で、セシアは意識のない魔女を床に横たえる。目立った怪我はないが、深紅のドレスはずたぼろになっている。このままだと身体が冷えてしまう──慌てて騎士服の上着を脱ぎ、リュディヴィーヌをしっかりとくるんだ。これで安心だ。

　だが代わりにブラウス一枚になってしまったせいで、室内の寒さにくしゃみをしたら、肩にふわりと何かがかぶさってきた。

　男性用の漆黒の上着だ。びっくりして顔を上げる。

　仕立てのよいシャツだけの姿になった悪魔は、あきれたふうに肩をすくめている。

「王子の心を持った姫君というのも素晴らしいが、少しはご自分の身体も気遣うべきではないかな。騎士たちが心配するぞ」

「……すみません」

　昨夜のフリーデルのようなことを言われてしまった。……ちょっときまりが悪い。

　じっとしていると悪魔の体温が残る上着は、セシアの肌に味わい深い温もりを、心に照れと気恥ずかしさを呼ぶ。知らず、顔が熱くなるのを感じた。

　──温かいな……。このひと、意外に平熱が高いのかしら。

　意外な面に、よく驚かされている気がする。けれど嫌悪感はない。

　突き放したような、揺さぶるような言葉もたびたび口にするけれど、最後にはセシアの望みどおりにさせてくれた。謎めいて理解しづらい部分もあるし、瞳の色は氷のようだけれど、出逢った当初のように、彼の感情が見えなくて怖くなることは少なくなった。

　しゅる、という衣きぬ擦ずれのような音がしたので顔を上げると、ファントムがなぜか黒手袋を外していた。するりと現れた白く冷たそうな手が、どこか艶のある仕草とあいまって目を打つ。

「どうしたんですか？」

「それはこちらの質問だ、セシア。よくその怪我を放置していられる」

「あ。……忘れてました……ッ」

　思い出した途端に、身体中の傷から、脳天まで痛みが突き抜けた。

　間抜け極まりないが声もなく悶もん絶ぜつしていると、不意にファントムが肩をつかみ──。

「──……!?」

　そのまま腕の中に閉じこめるようにして抱きしめられ、別の意味で悶絶する羽目になった。

「暴れると余計な血が流れるぞ。癒いやして差し上げるから、我慢しておとなしくしていなさい」

「いや、でも、あなたにそこまでさせてしまうのは……そう、ルーシャスに頼みますから！」

「助けるついでだ。代償をと思うのなら、また別の『物語』を聞かせてくれればいい。そうだな──次は、あなたの恋の話でも聞いてみようか」

「ッ……な、何を言い出すんですか！　恋の話なんて、わたしにはありません！」

「ほう？　それはもしや、恋をしたことがないという意味か。本当に？」

「そんな噓をついてどうするのですッ」

　翡ひ翠すい色いろをした魔力の光に包まれて、傷は次々にふさがっていく。早くふさがってくれないかとセシアは切に思った。傷が治らないことには身体が動かせそうにないが、彼の肩に額ひたいが埋まってしまう、こんな近すぎる距離でこんな話題をしつづけたくはない。

「なるほど。そういう意味でも、あなたは『眠り姫』というわけか」

「……何がどういう意味なんですか、何が」

「契約者という名の青い薔薇に守られて、まだ恋に目覚めていないという意味だ。──ああ、そう硬直しないでもらえるか。今ここで目覚めのキスをしようなどとは考えていないから」

「わたしだってそんなことは考えてません！」

「そうか。それは失礼した。では、もう少し我慢できるな？　セシア」

　この憎らしいほど平然とした口調であしらわれると、狼ろう狽ばいして顔が真っ赤な自分の方が阿あ呆ほうに思えてくる。契約者たちに見つかったら穴に入りたいと思いながら、セシアはほとんど意地だけで、ファントムの言うとおり、無性に暴れたがる身体を押さえこんだ。

　……言葉を止めると、沈黙が訪れる。

　急に訪れた静かな時間は、あの雨の夜を思い出させて、何やら胸が疼うずいた。

　しかし、なぜに抱きしめる必要が……？　と非常に今さらながら不審に思った時、セシアの目の端を何かがよぎった。

　──黒い羽根？

　床に落ちて消えた、上等の黒絹を紡いで作ったかのように美しく艶つやめいた羽根には見覚えがあった。はっとして目線を上げる。

　セシアを両腕で抱いている悪魔。その肩越しに浮かび上がっていたのは──。

　──漆黒の……七枚の翼？

　今まで見たどんな天使像の翼よりも力強く美しく、部屋の闇よりも黒は深く、まとう気配はスヴェンガリなどとは比較にならないほど禍まが々まがしい。ファントムが背負うその黒翼は、彼の秘密めいた部分と強大な魔力の象徴のように思えた。けれど、不思議なほど怖くはなかった。

　──もしかして……わたしにこれを見せないために、こんな不自然な体勢を？

「これでよかろう」

　やがて聞こえたファントムの、いつもどおり淡々とした美声とともに翼は消えた。

　どうにか礼は口にしたものの、今見た黒翼に意識の大半が向いてしまって表情が惚ほうけてしまっているセシアには気づかぬそぶりで、アイスグリーンの瞳の悪魔は穏やかに続ける。

「私からも礼を言わせてくれ。あなたのお蔭で、思いのほか有意義な時間を過ごせた」

「有意義、ですか？」

「当代の『夜の女王』は強気に見えるが意外と繊せん細さいで、そのくせ非常に無茶をする眠り姫だとわかったからな。あなたといると退屈しない、セシア。本を読むよりも、あなたのよく動く表情を見ている方が楽しいとさえ思ったものだ」

　からかわれているのかと眉をひそめるセシアに、にやりと意地悪そうに唇をゆがめてみせて、ファントムは立ち上がった。帰り支度をする雰囲気に、セシアは奇妙に焦あせらされる。

「どこへ行くのですか？」

「夜の散歩かな。いつまでもここにいて、あなたの騎士に見つかっても厄介だ」

「待ってください──ファントム。あなたの『探し物』というのは一体なんなのですか？」

　他にも訊きたいことは山のようにあったはずなのに、セシアの唇からとっさに飛び出したのはなぜかそんな質問だった。

　だがファントムは彼女の唐突さを揶や揄ゆすることなく、めずらしく素直に応じた。

「『花嫁』を、探していた」

　──花嫁？　『探していた』って……過去形？

　何かの比ひ喩ゆだろうかと考えているうちに、悪魔は幻のように姿を消してしまう。

　セシアには大きすぎる漆黒の上着。瞼の裏にあざやかに思い描ける七枚の黒翼。

　氷の瞳の悪魔が残した、温かくも謎めいた余韻をセシアは複雑な心地で味わっていたが、その時間は長くはなかった。

　まず、セシアの入ってきた扉から、ばたばたとした足音が、闇に響いた。

「──おう！　ここかよ姫さん！」

　そして聞こえてきたのは、もちろん〈青の薔薇十字団〉一遠慮と反省のない壊し屋の人狼だった。しかし、嬉しそうに駆け寄ってきた彼の姿は、セシアの想像していたものとは違った。

「アルカイン！　──わ、鼻はな面づらが冷たいッ」

「おう、悪ぃ悪ぃ。姫さんの魔力のにおいをたどるには、この体形のが都合よかったからな」

　完全に〝変身〟を済ませたアルカインは、真っ黒な肉球のついた前脚で、ぽりぽりとたてがみをかいてみせる。

　いつもの逆毛だった野性的な青年ではなく、アルカインは満天の星空を思わせて輝くミッドナイトブルーの毛並みを持った、熊にも負けない巨きよ軀くの狼に変身していた。金色の双眸だけは人間の時と変わらず、暗い中でも真夏の太陽のように輝いている。

「ごめんなさい、心配かけて。ルーシャスとセンレッドは？」

「たぶん近くにいるだろ。早いとこ合流しようぜ」

「バジリスクはどうなったの？」

「楽勝に決まってんだろ。まあその後、マンティコアとラミアと水銀スライムとガーゴイルのご一行に襲われたのには、さすがにうんざりだったけどな」

「ええ!?　魔女の使い魔のフルコースじゃない。よく無事だったわね」

「なぁに、軽いぜ。ところでお嬢二人はともかく、この深紅のドレスの美人さんは誰だ？」

「リュディヴィーヌさん──魔女イヴリンって名乗ってたひとよ。あ、わたしは悪魔スヴェンガリは退治したの」

「なぬ!?　意外とやるじゃねえか、姫さん」

　お互いにお互いの予想外の活躍に驚きながら、セシアはアルカインと撤退の準備をした。

「──アルカイン、本当に大丈夫？　三人も背中に乗せるなんて」

「ハッ。百人乗ったって評判なんだぜ、俺の鋼こう鉄てつの背中はよ」

「その比ひ喩ゆは意味不明だけど、たくましいわね」

「見直しただろう。──ほれ、姫さんも乗った乗った。足元が危ねえだろ？　その靴じゃ」

　間抜けなことに言われて初めて気づいたが、セシアの編み上げブーツの踵かかとはぼっきりと折れていた。戦闘中に壊してしまったらしい。

「大丈夫よ、骨折したとかじゃないもの」

「つっても、こんだけ暗いのに危なっかしいだろうがよ。しゃーねえな──おらよっと」

　きゃあッ!?　という悲鳴がもれた時には、セシアは狼の鼻面に器用に押し上げられて、令嬢たちと一緒に背中に乗せられてしまっていた。

　深い毛並みがまふまふして乗り心地のよいそこから下りる暇いとまをセシアに与えず、人狼は四よつ足あしでさくさく進んで廊下に出てしまう。

「ちょ、ちょっとアルカイン、下ろして──」

「いいじゃねえかよ。疲れてんだろ？」

「でも……」

「遠慮すんなって。──姫さん」

　普段は軽口と失言ばかりの人狼が、めずらしく深い声音で、諭さとすようにセシアを呼んだ。

「どうあがいたって、俺たちのが年上なんだしよ。たまには年上ぶらせてくれたっていいじゃねえか。──ああ、つっても不安になったりするなよ？　弱ってる時は遠慮なく助け合おうってだけで、普段はちゃんと、姫さんは対等な仲間だって思ってるからよ」

「アルカイン……」

　彼の懐ふところの深さを感じさせる言葉に、セシアは軽く目を瞠り、それからわずかに微笑んだ。

　魔術師が古いにしえより契約者を『ウォーカー』と呼ぶのは、契約で結ばれただけの味気ない関係などではなく『共に歩き戦う仲間でいよう』という願いがこめられているからだ。師匠に教えられたそのことを、久しぶりに思い出させられた。

　それも、よりにもよって普段は手を焼かされてばかりの、大ボケで考えなしで無神経が耳を生やしているような人狼にだ。そう思うと何やらおかしい。

　けれど、いざという時にはちゃんと頼りになる、兄貴肌で心に余裕のある仲間に言われたのだなともセシアは思う。

　──……まだまだだな、わたしは。

　ファントムにも契約者たちにも、教えられたり、守られたり、心を支えられたりしてばかりいる。もっと強くしなやかになりたいと、セシアは切望した。『対等な仲間』だと、自分でも胸を張って言えるように。

「……わかった。それじゃアルカインも、いつか悩みとかできたら、わたしに協力させてね」

「おう、覚えとくぜ。でもよ姫さん、俺に悩みがあるように見えっか？」

「全然見えない」

「即答かよ。可愛くねえ姫さんだな。そういう奴にはこうだー！」

「きゃー！　落ちる落ちる！　っていうかリュディヴィーヌさんたちも落ちるから、スピード出して揺らすのだけは本気で勘弁して……！」

　おう悪ぃ悪ぃ！　とのたまいつつ減速するアルカインの背中で、セシアは屈くつ託たくなく笑いながら、ミッドナイトブルーのたてがみにしがみついた。失言ばかりではない人狼を見直したことは秘密にしておく。本人に言うと、絶対に調子に乗って、また失言をするに決まってるから。
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　四人一緒に半壊した旧聖母教会の外に出ると、可愛らしい蝙こう蝠もり形態の使い妖精フアミリアール──プラス、それを肩に乗せた仏ぶつ頂ちよう面づらの美少年魔術師──が待ち構えていて、クローディアが意識を取り戻したことを教えてくれた。

　魔力を消耗し、血も流した今夜ばかりは、契約者ウオーカーたちは、リュディヴィーヌに付き添いたいというセシアのわがままを聞いてくれなかった。

　顔色の悪さを理由に、いつも冗談半分に血を求めることはあっても決して無理強いはしない吸血鬼に暗示で眠らされてしまい、次にあまりの寝苦しさで目覚めた時には、セシアはローズグレイ・ハウスのベッドの上にいた。

　異常な寝苦しさの原因は、セシアの身体に半分乗っかるようにして眠っている七匹の猫たちだった。白猫のラファエルなどは、ずうずうしくもセシアのお腹の上で渦を巻いている。

　べったり懐いてくるのは可愛いが重すぎる猫たちを、起こしてごめんね、と言いながら撤去しているうちに、執事が様子見に現れた。

「クレオヴィスさん──わたし、どのくらい寝てました？」

「まる一日半です、お嬢様。消耗されたご様子でしたので、手かざしをさせていただいたのですが、いかがでしょうか？」

「！　そういえば、身体がすごく軽いです」

　手をかざすだけで多少の病気や気分の悪さならすっきり治せてしまうのは、この奇跡の執事の人間離れした特技のひとつだが、今回は特に効果てきめんだった。そのハンドパワーのお蔭かはわからないが右手の甲にあった悪魔の刻印もない。

　──……消えてしまったんだ。

　あんな、手袋で隠さないと難なん儀ぎするような厄介なものは消えてくれてよかったはずなのに、心の片隅に寂しさがあることに気づき、セシアはなぜそんなと眉をひそめて悩む。

「ようございました。ではすぐに寝覚めのお茶をお持ちしますので、お庭でも眺めていてください。今日は霧もなく、よく晴れておりますよ」

　女主人の微妙な表情に気づいているのかいないのか、クレオヴィスはカーテンを開けてそんなことを言った。

　セシアはなにげなく明るい窓に視線を向けて、そして目を疑った。なんだなんだ!?

「あの、クレオヴィスさん……庭に、明らかに春と夏にしか咲かないはずの花まで満開になってますけど、これは一体……？」

　季節は秋。昨日出かけた時までは、旧聖母教会の前庭のようにセピアに枯れていたはずの屋敷のそれが、今はまるで春真っ盛りのように花で満ち満ちていた。もちろん、普通の庭師がひと晩でできる芸当ではない。

〈ファウスト〉の最先端魔術でも、ここまでの──まさに神の奇跡のような自然現象の操作ができるものはないはずだが、当の執事はあっさりとしたものだった。

「お嬢様に疲れた心を癒していただくために、ほんの少し奇跡を起こしただけですので、どうかお気になさらず」

「いや、気になりますよ！　クレオヴィスさんって──本当に人間なんですか？」

「私はただの人の子でございます、お嬢様」

　では失礼いたします──とクレオヴィスがとびきりにこやかに一礼して辞した後も、セシアは執事のいい加減すごすぎる特技に納得がいかず、しばらく首をひねっていた。

　本当に人間なのだろうか。実は神様の末まつ裔えいですと言われても、今なら驚かない気がする。







「おい吸血鬼、おまえもひとつくらいトレイ持てよ！」

「僕は薔薇より重いものは持ったことがないので。君に任せますよ、アルカイン」

「なんだその妙に腹立つお耽たん美びな言い訳は？　てめー昨夜は姫さん抱きかかえてただろうが」

「だってセシアは僕の可愛い青い薔薇ですから」

「そろそろ殴っていいかおい」

「不毛な喧嘩しないの、二人とも！」

「……セシア。砂糖壺を忘れてなかったか？」

「あ、わざわざ取りにいってくれたの？　ありがとう、センレッド」

　起きたのはすでにアフタヌーン・ティーの時間だったので、セシアは黒紫のワンピースに着替えると、久しぶりに契約者たちと裏庭の見えるテラスでお茶会をすることにした。

　今日の目玉は、執事特製のシードケーキとピーチパイ。どちらもセンレッドの好物だ。母親のような執事は、アフタヌーン・ティーに四人の好物をローテーションで作ってくれる。

　──お見舞いに行く時に、クローディアに持っていってあげようかな。

　宮殿では最上級の食事をしているのだろうが、この執事のシークレット・レシピはぜひ味わってほしいと思う。

「いい報せがありましたよ、セシア」

「なに？　ルーシャス」

「旧聖母教会で倒した魔物の──バジリスクの牙やラミアの血などが、ファウストの経営する魔術学院に教材として買いとっていただけることになりました。最近の破壊行為の赤字が帳消しにできそうですよ」

「本当に？　やったわね、乾杯しましょう！　まあ紅茶だからそっとこぼさずに、だけど」

「しけてませんか、それ。あと乾杯なら、僕はあなたの血がいいんですけど」

「……ちょっと今日は貧血だから許して」

「じゃ、明日なら首から吸ってもいいですか？」

「そんな急に血が造れるわけないでしょう!?　少しは遠慮してよ」

　ローズグレイ・ハウスの庭は、表通りに面したエリアには平凡にリンゴの樹や四季咲きの薔薇を植えてみせているが、裏庭はちょっとした人外魔境だ。

　アルカインが狼に変身して暴れてもいいように作った、野趣あふれる『遠とお吠ぼえの庭にわ』。

　花を食べるルーシャスのために、一年中花が咲くようにした『ホワイト・ガーデン』。

　さらに、魔術的な秘薬の材料になる毒きのこや薬香草の菜園を、まめなクレオヴィスが毎日手入れして維持してくれている。枯れた植物もハンドパワーで蘇らせてしまう奇跡の執事は、よい庭師でもあるのだ。

　蜻蛉とんぼに似た羽根の生えた妖精をはじめとする、不思議な生き物たちが平気でうろついているわ、池にも何かが棲んでいるわで、およそ普通のひとにはお見せできない裏庭だが、慣れきったセシアにとっては心なごむ風景である。

「ああ、いい知らせがもうひとつ。〈ファウスト〉の合理主義少年から連絡がありましたよ」

「フリーデルから？」

　ええ、としどけなく鋳物の椅子にもたれているルーシャスは、眠そうな目でうなずいた。

「レディ・アンジェラとレディ・カーミラは、無事に実家に戻れるそうです。魔術で関係者の記憶の改かい竄ざんをして、ハロウィン・パーティーで生なま牡が蠣きにあたって、しばらく前後不覚になっていたということにしたとか」

「リュディヴィーヌさんは？」

「あなたを傷つけた廉かどで死刑です」

「な」

「冗談ですよ。あなたは、あの魔女殿を助けたいと思われたのでしょう？」

「……悪趣味な冗談すぎるわよ、ルーシャス。それで本当はどうなったの」

「〈ファウスト〉で検査を受けたのち、魔術裁判所に移送されたそうです。裁判はいつになるかわかりませんけど」

　魔術裁判所とは、魔術事件に関する裁判を極秘裏に行う法廷だ。『目隠し判事ブラインド・ビーク』はエウローペ大陸の魔女狩りに心を痛めている情け深い裁き手だから、極刑が下ることないとは思うが、リュディヴィーヌの援護のために、嘆たん願がん書しよを書こうとセシアは決めた。罪がないとまでは言わないが、再犯の可能性はないから、投獄するのだけはやめてほしいと。

　──あとはフリーデルには厭な顔されるかもしれないけど……〈ファウスト〉で助手として使ってもらえないか、打診してみようかしら。

　──人形製作の腕前は一級だから、フェアリー・ドールの研究に協力してもらうとか。

　死を切望した彼女に、希望めいたものを見せて生き延びさせたのはセシアのエゴだ。

　彼女にやっぱり死にたかったと思わせないように、できることは全部しようと思う。

「ところで──誰かこの中で、七枚翼のある悪魔について知ってるひとはいる？　ファントムのことなんだけど」

　突然ルーシャスが紅茶にむせた。隣の人狼が、うおっと叫んでその飛沫しぶきをよける。

「何やってんだよ。どしたんだよ、急に」

「いや……一気に目が覚めました」

「まだ眠かったのかよ」

　常識のない人狼にしては非常にもっともな突っ込みを綺麗に無視して、ルーシャスは咳払いしながらセシアに向き直った。マゼンタ色の瞳に浮かぶ表情は彼らしくもなく真剣で、セシアまでつられて身構えてしまう。

「我が姫。その翼は、天使の翼が闇に染まったかのようなフォルムでしたか？　よくある蝙蝠の皮ひ膜まくに似たタイプではなく」

「そうよ。黒い羽根が何枚も散ってて、悪夢みたいに綺麗だったわ」

「それでは間違いなく、ファントムは〈黒世界〉の支配者──魔王の血を引く悪魔ですね」

　今度は、セシアがピーチパイにむせる番だった。……魔王!?

「しかも七枚の黒翼というのが間違いなければ、僕の知る限り一人しかいません。現魔王の第四王子です」

「第四王子!?　──名前は？」

「偽名はいくつか知っていますけど。本名は知りませんね」

「どうして」

「〈黒世界〉の魔王継承権を持つ悪魔は、自らがその地位につくまで、真の名を隠すことになっているからです。件くだんの第四王子も、普段はダミアンなどという主おもにアルビオン風の名前を名乗っていますが、そのどれも真ま名なではないはず。──そうだ、我が姫。まさか彼に、本当の名前を教えられたりはしませんでしたよね？」

　魔王の第四王子。間違いなく〈黒世界〉最強クラスの悪魔。

　わたしはそんな大悪魔と対たい峙じして、時には堂々と口答えまでしていたのか。よくぞ消し炭ずみにされなかったものだ。もちろん、ファントムはそういう狭きよう量りようなひとではないと信じているが、それにしたって──。

　かつてない衝撃と混乱で頭がくらくらしていたセシアは、ルーシャスの問いかけに反応するまでかなりかかってしまった。

「いいえ──教えてくれなかったわ。でもどうしたの、そんな似合わない深刻な顔して」

「次代魔王候補は、自分が『花嫁』にしたいと思った相手にだけ真の名を明かすからですよ」

「花嫁って……いわゆる、結婚相手の花嫁のこと？」

「……他に花嫁という単語の意味がありますか？」

「……まあ、確かにそのとおりなんだけど」

　いつもぼんやりの吸血鬼にめずらしく突っ込まれてしまい、セシアはぎこちなくうなずく。

　昨夜のファントムの言葉は、そのまま受けとってしまってよかったのか。発言に非常に癖のあるひとだから、『花嫁』というのも何か、彼の重大な機密事項の詩的な比ひ喩ゆか暗号に違いないと頭から疑っていたのだが、まさかそのままの意味だったとは。

　──『花嫁を、探していた』

　探していた、と過去形で言ったということは、ファントムはもう見つけたのか。花嫁にしたい相手を。

　トランスルーセント・ナイト・ガーデンで？　それとも、パーティー会場で？

　それはセシアには知りようもないけれど、何やら妙に脱力してしまった。

　がっかりというのに近い感情だ。自分が何にがっかりしているのかは、よくわからないが。

「……つまり」

　突然大きくなった話に微妙についていきそびれたのか、それまでろくに反応もせずセシアたちのやりとりを聞いていたセンレッドが、ふと、真面目に悩んでいる感じの渋面で呟いた。

「悪魔に真の名を教えられたら、悪魔に目をつけられたのと同じ意味になるという意味か？」

「そういうことです。魔王の直系血族だけの話ですけどね」

　鷹おう揚ように、ルーシャスがうなずく。

　理解不能というしかめ面をしているアルカインは、センレッドとは違い、いつもと変わらぬマイペースかつ不ふ遜そんな態度で腕組みしながら唸った。

「なんか回りくどいっつうか、気どってやがるな。おまえに惚ほれた、俺の女房になれ！　じゃいけねーのかよ」

「即物的な人狼なんかと一緒にしてはいけませんよ。魔ま王おう子じの花はな嫁よめは、その悪魔の魂を共有し、魔力の源みなもととなる、唯一無二の存在です。相性のよい花嫁を選んで強い魔力を得ないことには、継承戦争で非常に不利になってしまいますしね。──魔王子たちにとっては、ある意味、人間以上に命がけの問題なんですよ。花嫁選びと結婚というのは」

「相性ねえ……。って待てコラ。おまえ今さりげなく人狼『なんか』っつっただろ今？」

「聞き流してくださいよ」

「聞き流せるかッ！」

　賢しい猫のような吸血鬼と、野良犬のような人狼がにわかに揉もめはじめ、真面目な黒騎士がそれを仲ちゆう裁さいしたものかどうか眉み間けんを狭めて悩んでいる。

　それはまったくもって日常的で平和な光景で、セシアに不満などあるはずもない。

　……ないのだが。

　もう、あの氷色の瞳の──けれど不思議な温もりのある悪魔と逢うことも、彼の本名を訊けることもないのだなと思うと、そのことだけは心残りだった。

　せめて、この弱い心を支えてくれたことへの感謝くらいは、きちんと伝えたかったのだが。

　花嫁を見つけたのなら、〈黒世界〉の継承戦争も近いという噂うわさだし、ファントムはセシアにちょっかいをかけたり構ったりする暇もなくなるのだから。

　──変な気分だな。

　敬愛できると思った、師匠のようなひとが急にいなくなってしまったような残念さがある。

　それに、この世でたった一人、誰にも言えない過去を教えてしまった──その時に自分の心の大事な部分を受け止めてくれたひとが、どこかの『花嫁』なるひとにかかりきりになってしまうのかなと思うと……寂しい、のだろうか。

　胸が、ちくりと痛む。

　支えてくれる仲間はここにいるし、家族は無事だし、助けたいひとは助けられたのに。

　別にあのひとがいてくれなければ駄目だ、というほど自分は弱くもないはずなのだが……。

　ぐじぐじと沈んでいきそうな厭な気持ちを振り切るように、セシアは冷めかけた紅茶をひと口飲むと話題を変えた。

「──ところでみんな。クレオヴィスさんに約束してた、パーティーの相談をしない？」
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　気づけば、本来のシーズンを過ぎて──むしろ冬の足音さえ聞こえる時期になってしまったことを除けば、晩秋の晴れた日に開催されたローズグレイ・ハウスのハロウィン・パーティーは、王都のどこにもない奇抜な魅力にあふれた宴うたげになった。

　奇き跡せきの執しつ事じを喜ばせようと、〈青あおの薔ば薇ら十じゅう字じ団だん〉のメンバーがほうぼうに声をかけた結果、ルーシャスの退廃的かつ貴族じみた吸血鬼の知り合いに、アルカインの舎しや弟ていだという人じん狼ろう一族の若い衆、さらには偏へん屈くつと変人の巣そう窟くつともいわれる〈ファウスト〉の魔術師も加わり、会場にした『黒くろ薔ば薇らの間ま』はすさまじく混こん沌とんとしている。

　が、三体のフェアリー・ドールと一緒に、参加者の間をすり抜けてシルバー・サービスの腕前を披ひ露ろうしている執事は、見るからにご機き嫌げんだった。なんでも、招待客が変で厄やつ介かいで、けったいな注文をつけられるほど『燃える』そうだ。吸血伯爵の長ったらしい愚ぐ痴ちなども、後光がさし、空から天使が舞い降りてきそうなほど幸せそうに微笑ほほえみながら聞いている。あっぱれだ。

　セシアは会場を見渡し、それから、この中では数少ない、たぶんまともな人間である招待客のそばに向かった。

　橙だいだい色いろのベルベットのソファにおさまった『彼女』は、印象深いふわふわの金髪と天使の美び貌ぼうを黒い三角帽子の下に隠している。

『彼女』に引き留められていた真紅の髪の黒騎士は、フルートのように可か愛わいい声による質問の嵐あらしにさらされ、しかし性格が真ま面じ目めなせいで適当にあしらうこともできずに、苦行に耐える渋じゆう面めんになっていた。

「──センレッド。ありがとう、ＶＩＰのお相手をしてくれて」

　セシアが声をかけると、ガーネット色の瞳に露ろ骨こつにほっとした色を浮かべ、「姉し妹まい水入らずで話せ」などと言いながらセンレッドはそそくさと場を離れてしまった。

「あら、セシア姉様」

　泣く子も黙だまる黒騎士を逃走させた『彼女』は、セシアを見上げてにこりと笑った。

「人狼殿や吸血貴族の皆様へのご挨あい拶さつは、もう済ませたのですか？　女主人の役目ですわよ」

「大丈夫。今してきたわ」

　セシアがそういう『女主人らしい振る舞い』が苦手なことを、黒魔女の仮装に身を包んだクローディアは、たぶん誰よりもよくわかっている。

「皆さん料理とゲームに夢中みたいだから、簡単に済ませてきたの。あなたも病やみ上がりなのにはしゃぎすぎよ？　クローディア」

　そのお返しというわけではないが、セシアも滅めつ多たにしないお姉さんぶった表情をして、妹の隣に腰を下ろした。

　対するクローディアも、宮殿では絶対にしない子供っぽい表情でむくれてみせる。

「父様と同じことを仰おつしやらないでくださいませ、姉様。ずっとベッドに縛しばりつけられている方がおかしくなりそうですわ」

「ま、その気持ちはわからないでもないけどね」

「でしょう？　それに宮殿のパーティーでは、あんな偽善者みたいに真っ白で無ぶ難なんな仮装しかできなくて、不満でしたの。今日は快気祝いということで全開フリーダムですから、楽しくて仕方がありませんわ」

「でも、クローディアには白が一番似合うと思うんだけどなあ」

「姉様だってよくお似合いですわよ。冬用に、新しく白のドレスを仕立てさせましょうか。先日、アルカーディア公こう爵しやく夫人から素敵な教会レースをいただきましたの」

「……嬉しいけど、その、レースは控えめにしてくれたらもっと嬉しいかな」

「いいえ、そこは譲りませんわ。姉様は放っておくと、〈青の薔薇十字団〉の騎士服か、殿方みたいな服ばかり着ているではありませんか」

「だって、着飾る必要がないんだもの……」

「そんなだから、たまにハイヒールを履はくとコケてしまうのですわよ」

　たくさんの黄色いカボチャ。色紙を切り貼りしたり、朝あさ摘づみの庭の花に金粉をまぶしたりした、オレンジと黒の室内装飾。ちょっとチープで子供向けパーティー風にしたのは、気楽な席にしたかったからだ。

「そういえば──メロヴィング王国から亡命されてきた魔女殿は、どうされましたの？」

「リュディヴィーヌさん？」

「そう、その方です」

「まだ入院中で、〈ファウスト〉の博士はかせに外出許可がもらえなかったの」

　本当は無事に審判を終え、実刑を免まぬかれたリュディヴィーヌも呼びたかったのだが、悪魔との融合によってダメージを受けた肉体の魔術治療がまだ終わらないため、〈ファウスト〉の研究施設の一角で療養中なのである。

「残念ですわ。わたくしも一緒に快気お祝いをしたかったのに」

「え。クローディア、彼女をそんなに気にしてくれていたの？」

「だって姉様──その方が今回のような魔術事件を起こされた原因は、本もとを正せば、〈白の王国〉が亡命者をうまく保護できていなかったことにありませんか。わたくし、これでも一応『昼ひるの女じよ王おう』ですもの。責任くらい感じますわ」

「クローディア……」

　リュディヴィーヌと悪魔のせいで魂たましいを抜かれる羽目になったのに、クローディアのエメラルドの瞳には恨うらみや憎しみはなく、あるのは『昼の女王』の聡そう明めいで責任感のある表情だ。セシアはなんだかまぶしい想いをする。さらりとそう言える妹は、かっこいい。

　──敵かなわないな。

　双子だから背丈・体格はよく似ているけれど、やはり自分よりも少し華きや奢しやな気がする妹の肩を抱くと、セシアは愛情をこめて彼女の金髪を撫なでた。

「あとで、リュディヴィーヌさんのお見舞いに行こうと思ってるの。差し入れにお菓か子しか何かを持っていくつもりなんだけど、クローディアは何がいいと思う？」

「そうですわね……このカボチャのスープは、宮廷料理人の作るものよりもおいしいですし、是非味わっていただきたいかと」

「なるほど。じゃ、それも持っていくことにするわ。お花は何がいいかしら」

「棘とげのない薔薇がよろしいのでは？　宮殿では〝キャメロット〟という品種のオレンジ色のものが人気ですけれど」

　奇跡の執事オリジナルの〝栄養はこれで完璧サンドイッチ・分厚い福ふく音いん書しよ風〟は人狼に、お隣のミス・キャロルにレシピを教わったという〝ハートの女王様のジャムタルト〟は吸血鬼に人気で、そしてスパイスをきかせた〝鏡の国のケーキ〟が黒騎士に好評価なので、それも差し入れのリストに入れた。──リュディヴィーヌさん、食べきれるだろうか？

「それにしても、セシア姉様は、いつもこのようにおいしいものを召めし上がってますの？」

「クレオヴィスさんのお蔭でね。任務が忙しい時は、外で食べることも多いけど」

「外で？　そういう時は何か買うのですか？」

「んー。屋台で売ってるフィッシュ・アンド・チップスとか」

「まあ！　初めて聞きますわ。それはどのようなものなのです？」

　セシアも焼くのを手伝った、アーモンド風味をきかせたリンゴのタルトなどをつまみがら、久しぶりに宮殿を出られて上機嫌の妹の話に耳を傾けていると、クレオヴィスが、すっと近寄ってきた。失礼を──と言い置いて、耳元で囁かれる。

「お嬢様。イニシアルＦの方から、お手紙が届いておりますが」

「──Ｆ？」

　ファントムか。確信して、セシアはすぐに手紙を受け取った。

　ゆらゆらと青い炎をあげるブランデーのボールから、燃える干し葡ぶ萄どうをつかみとって食べるゲーム『火ひ喰くい竜りゆう』に熱中している人狼たちの脇をこっそりすり抜けて、セシアは空いている隣の部屋へと駆けこむ。

　何が書いてあるのか想像もつかない手紙を、早く一人で読みたかったのだが──。

　期待と不安、そのどちらをも裏切って、ファントムからの封書には、白紙のカードが一枚入っているきりだった。

　裏を見て、また表を見て、窓の光に透かして。それでも何も見えない。

　自分でも奇妙に思うほどふくらんでいた気持ちが、みるみるうちにしぼんでしまった時だ。

「──悪夢に苦しめられていないようで何よりだ、青薔薇の眠り姫」

「!?」

　ドレスの裾すそにつまずいてよろめきそうになりながら、声のした真横に顔を振り向ける。手の届きそうな距離にファントムが立っていた。

　黒衣に黒手袋。どこか人形めいた硬質な美貌。

　アイスグリーンの瞳は今日も、こちらを冷静に観察する鏡のような光をたたえている。

　逢えた嬉しさよりも驚きよう愕がくと戸惑いが先に立つのは、彼の登場の仕方が悪いのだと思う。

「驚かせてしまったようだな」

「……あなたには、驚かされどおしです。〈黒世界〉第四王子殿下」

　ファントムは例の淡あわい表情のまま、片方の眉だけ器用に吊り上げた。少し残念そうに呟つぶやく。

「やはりばれてしまっていたか。しかしその称号はあまり好きではないので、やめてもらえるとありがたいのだが」

「なぜです？」

「ご覧のとおり私はプリンスなんぞという柄ではないし、『夜よるの女じよ王おう』という称号に見合うよう常に努力されているあなたの前では、私が怠たい惰だにあぐらをかいている第四王子だなんて称号は安っぽくていけない」

「でもわたしがリュディヴィーヌさんのことで『夜の女王』としての務めを果たせたのは、あなたの助けがあったお蔭です。あなたがなんと言おうとわたしには、あなたは十分に王子らしい情なさけ深さをお持ちの方に見えます。そんなふうに卑ひ下げなさらないでください」

　セシアとしては真面目に言ったのだが、ファントムは一瞬妙な表情をした。

　──困ってる？　それとも驚いてる？

　時に憎らしくなるほど饒舌な唇くちびるを閉ざした彼の瞳は、いつになく複雑なニュアンスに満ちていた。セシアも思わず黙って彼を見つめ返してしまうと、ファントムはやがて、

「あなたというひとは、本当にまっすぐで──なんというか、興味深いな」

　笑った。

　旧聖母教会で見たのと同じ微笑みは不意打ちで、セシアは思わずどきりとしてしまう。

「わ、笑わないでください。わたしは真面目に言って──」

「なに？」

　動揺をごまかすように強く言うと、ファントムは急に笑みを引っこめて、黒手袋の手で口元を覆った。訝しげに眉を寄せて、まるで自分が笑えるということを知らなかったかのように戸惑いがちな手つきで頰をさする。

「笑うとは、一体誰のことだ」

「あなた以外に誰がいるんですか」

「笑ったつもりはない。ここ数百年ほど、心から笑った記憶もない」

「つもりはなくても……今あなたは確かに微笑んでましたよ？」

「ふむ。ではやはり──そう、なのか？　これがそれか」

　黒衣の悪魔はあいまいにぼやくと、口元を覆ったまま黙りこんでしまった。

　今はまた無表情に戻ってしまったので感情は読みにくいし、にわかには信じられないが、どうやら本当に──彼なりに戸惑っているらしい。こんなふうに言葉を失う姿は初めて見た。なんだかセシアまで落ち着かなくなる。

　──それに……照れてるようにも見えるのは、わたしの気のせい？　妄想？

　まさかと反射的に思ってしまうのは、普段が普段だからだ。無表情な彼が微笑んだことにさえ非常に驚いたのに、よもや驚いたり照れたりするなんて。でもそうとしか思えないから困る。

　軽く混乱するセシアをよそに、ファントムは結局、たった今気づいたとでもいうような口調で他た愛わいもない戯ざれ言ごとを囁いた。ごまかすように。

「ところで、めずらしい装いをされているな」

「え。まあ──一応、パーティーですから」

　しどろもどろになりかける。

　妹が選んでくれたハイウエストのドレスは、純白だが光こう沢たくはあまりなく、いろいろな表情のリボンやレースで、ふんわりとした甘い砂糖菓子のように飾られているものだ。胸元の総レースのモチーフの上で揺れる瑠る璃りの珠たまでつないだ聖銀の十字架が、甘さの中にひとさじ緊張感のあるアクセントを加えている。──とは、コーディネートしてくれたクローディアの言げん。

「それで──ファントム。今回はなんのために、また不法侵入をしてきたんですか？」

「眠り姫と、恋の『物語』を語り合いたくて」

　気を取り直して事務的にふるまおうとしたセシアの意気込みが、またも唐突な言葉でくじかれる。セシアはひきつったこめかみを揉もみながら言い返した。

「あのですね、わたしには恋の経験なんてないと言ったはずですが!?」

「それは私も記憶している。だが、これからは？」

「これから？」

「誰かと恋をする予定はないのか、と訊いているのだが」

　声は淡々と問いかけてくるが、ファントムの瞳がいやに真剣に見えたせいで混乱し、セシアは眉根を寄せた顔のままとんちんかんなことを言ってしまった。

「恋愛とは……予定して、するものなんですか？」

「まあ違うだろう」

「……やっぱりそうですよね。つまり、今の言葉はどういう」

「どういうも何も──ふむ、比喩が遠回しすぎたか。要するに、眠り姫のあなたを恋に目覚めさせるキスの贈り手は、私ではいけないだろうかと提案しているのだが」

　……意味が理解できるまで、随分かかった。

　眠り姫を恋に目覚めさせる、キスの贈り手。つまり王子役をファントムが買ってでているということは──唯一無二の『花嫁』とやらをすでに探し終えたはずの悪魔が何を言っているんだ、殴ってもよろしいかしら？　というとんでもない話になる。

　冗談話しかするつもりがないなら帰ってくださいと言いたくなったが、ローズグレイ・ハウスの女主人、かつ『夜の女王』としての威い厳げんと誇り、そして女の意地でなんとかこらえた。パーティーの日に悪魔と戦争をする気はない。

　出逢った直後からずっとそうだが、つくづく自制心を試されるひとだと思いながら、セシアは低く平へい淡たんな声で突っぱねた。腕組みをしたまま、表情はもちろん硬くして。

「わたしはそういう冗談は嫌いです、ファントム」

「知っている」

「でしたら！」

「だから、私の言葉が冗談ではないのだ、という理解にどうしてならないのかな？　セシア」

　名前を。

　信じてもらえなくて寂しい、というふうに呼ばれてしまうと、つい胸が痛くなってしまう自分のおひとよし加減がセシアは厭だった。からかわれて傷つくのは御免なのに。

　唇を引き結んでしまった少女を、悪魔はしばらく待つように見つめていたが、やがて、仕方ないとでも言いたそうな微苦笑を浮かべた。

「まあ、あまり性急に進めてよいことではなし。──そのカードを見て、次にお逢いする時までに考えておいてくれるだろうか？　青薔薇の眠り姫」

　最後にベルベットのようにやわらかな声とまなざしでそう囁くと、悪魔は名残なごり惜おしそうに、セシアへと手を伸ばした。

　思わず身を引きかけたセシアの、白はく磁じの頰にかかる銀髪をそっとのける、その仕草はどことなく艶めいていて──そしていとおしむようにも見えて。
















　それに誘発された、彼を引き止めたいという衝動と、その気持ちを必死に否定する妙な意地とのせめぎ合いでセシアが凍こおりついているうちに、ファントムは煙のように消えてしまった。

「…………」

　茫然と立ち尽くしたまま、セシアはファントムの言葉を頭の中で何度も反はん芻すうする。

　──カード、って。

　──何も書いていなかったじゃない。

　訝いぶかりながらも、セシアがたいへん素直に視線を戻すと、いつのまにかカードの表面には〈白の王国〉のアルファベットの羅ら列れつが浮き上がっていた。あの悪魔の瞳を連想させる、綺麗な翡ひ翠すい色のインク。きめの細かい金粉が軽くはたかれて。

「ラゼリオン……？」

　それがファントムの真の名だと、セシアは数秒の硬直ののちに気づいた。

　気づいてしまった。

　そして。

　──『次代魔王候補は、自分が『花嫁』にしたいと思った相手にだけ真の名を明かす』

　思い出した途端、顔に朱が差した。まさかそんな、でも本当に──。

　──本当に、冗談ではなかった？

「……ッ……」

　急に息が苦しくなった。よろめき、背中をようやく壁で支える。

　胸がぎゅっと締めつけられている感覚、これは何？

　ファントム──ラゼリオンの本気を突きつけられて、彼が怖くなってしまった？

　セシアはあたふたと火ほ照てる頰を両手で押さえたり、しっかりしろと拳こぶしで額ひたいを何度もノックしたが、初めて経験する混乱はおさまってくれなかった。むしろ刻こく一いつ刻こくと動どう悸きが激しくなり、息切れと眩暈めまいまで始まりそうだ。ぐるぐると考えすぎて、頭痛がしてくる。

　パーティー会場にはしばらく戻れそうにない──特に妹に、こんな顔は見せられない。変なからかわれ方をされてしまいそうで。

　──でも『次に逢う時』って……わたしの返事を訊きにくるということ？

　──どうしよう。

　今までに出合ったどんな魔術事件よりも厄介かつ、誰にも相談できない難問と、非常にたちのよくない悪魔が、自分の人生に同時にやってきてしまったことを強烈な形で思い知らされ、セシアはかつてないほどうろたえて頭を抱える。

　──ど、どうすればいいの……？

　そうして隣からパーティーの喧けん騒そうがかすかに響く部屋に残されたのは、赤い頰でうつむく少女と、彼女の足元に落ちた一枚の漆黒の羽根だけだった。
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あとがき






　こんにちは。または、はじめまして。木き村むら千ち世せです。

　前作『アストフェルの舞まい姫ひめ』がアラビアン・ファンタジーだったので、次はガラリと違う世界観にしよう、と担当様のご協力を得てアイデアを練り、十九世紀英国風ゴシック・ワールド（世界三大モンスターと悪魔付き）に落ち着きました。ミイラ男と透明人間がいなかった！　と気づいたのは執筆をあらかた終えた後でしたが……。

　アルビオン王国はイギリス、作中に名前だけ出たメロヴィング王国はフランス、ハルシュタット帝国はドイツがモデルといった具合で、似え非せヨーロッパが舞台です。ロンディニウムはロンドンの古い呼び名で、わりとみんなひねりがない……。




　タイトルに女王と姫が同居していてとってもコテコテですが、担当様の「主人公が女王で姫だからオッケーですよ！」というお言葉に「そうですね！」と元気よく頷うなずいて、そのまま潔いさぎよくゴーになりました。

　そういうわけで女王で姫でシスコンの主人公、セシアです。「双ふた子ごの女王」というキーワードと「銃で戦うヒロインが書きたい」という衝動だけで生まれました。

　前作が点てん描びよう散る恋愛劇場の横でやけに爆破や火事のシーンが多い作品だったのをご存知の方には見抜かれているかもしれませんが、ハリウッド映画好きな作者です。忍者も好きです。魔女や騎士やモンスターも（以下同文）。

　対してメインヒーローの『幻影の悪魔』は、偽ぎ名めいでバレバレですが、ヒロインとの関係のイメージが『オペラ座の怪人』でした。ヒロインと時に語りあい・時に助け・時に胡う散さんくさく迫り・そして最後にふられたりしない『ファントム』。

　この二人の関係と駆け引きが軸になった真面目なお話──かと思いきや、主に世界三大モンスターズと正体不明執事のせいで、あれ一部コント？　という本編です。何やらカオスですが、どこかひとつでもお気に召していただけたら幸せです。




　最後になりましたので、関係者の方々にお礼を。

　イラストのこうじま奈な月づき先生。性格設定がアレにもかかわらずびっくりするほど美形だらけの人物と、ゴシック世界の描写に感動しました。ありがとうございます！

　校正様・デザイナー様はじめ、この本の刊行に携たずさわってくださった方々すべてに感謝を。

　そして誰よりも、この本をお読みくださった皆様。ありがとうございました！

　では、またどこかでお会いできることを祈りつつ──。





木村千世










著者

木村千世

Chise Kimura




第10回えんため大賞ガールズノベルズ部門、佳作受賞、アラビアン・ファンタジーの『アストフェルの舞姫』でデビュー。

今作で19世紀英国風の舞台に挑戦。

私がイギリスでまっさきに連想するのは、007とアーサー王伝説。そして出演作品のほとんどで死ぬ役をやっている気がする英国人俳優の某氏……（大好きです）。最近はイギリスの紅茶やお菓子のレシピにはまっています。










イラスト

こうじま奈月

Naduki Koujima




銀髪の強気な女の子は大好きなので

とても楽しんで描かせて頂きました。

ファンタジー系はあまり慣れていないので

お見苦しい点があったらすみません。

そういえば最近ホントにＴＶを観なくなりました。

観てもＣＳとかだけだし、

Ｎ●Ｋの受信料もＣＳみたいにしてくれればいいのにな…。
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―青あお薔ば薇ら姫ひめと幻げん影えいの悪あく魔ま―
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